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漢
代
の
暦
法
よ
り
見
た
る
左
伝
の
偽
作

飯
島
忠
夫

此
の
一
篇
は
明
治
四
十
四
年
の
秋
に
起
草
し
た
も
の
で
、
著
者
が
支
那
の
古
暦
の
研
究
を
通
じ
て
古
代
史
を
批
判
し
た
最
初
の
作
で
あ
る
。
漢
武
帝
以
前

の
暦
法
に
関
す
る
部
分
は
ま
だ
甚
だ
疎
漏
未
熟
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
後
年
の
研
究
の
結
果
に
よ
っ
て
多
く
の
補
正
を
要
す
る
の
で
あ
る
が
、
著
者

の
研
究
の
態
度
は
此
の
篇
に
於
て
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
鶏
肋
棄
て
難
い
感
も
あ
る
の
で
、
茲
に
輯
録
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。

一
　
序
　
　
言

古
暦
研
究
の
必
要
　
　

お
よ凡

そ
古
代
支
那
の
経
籍
を
研
究
す
る
に
は
、
文
学
の
方
面
よ
り
す
る
こ
と
も
、
哲
学
の
方
面
よ
り
す

る
こ
と
も
、
皆
重
要
な
れ
ど
も
、
ま
た
決
し
て
歴
史
、
地
理
、
言
語
、
文
字
、
宗
教
、
芸
術
等
の
方
面
を
閑
却
す
る
こ
と

あ
た能

わ
ず
。

し
こ
う而

し
て
古
代
に
於
け
る
学
術
の
重
要
部
分
を
占
め
て
歴
史
宗
教
等
と
密
接
の
関
係
あ
る
天
文
暦
数
の
学
を
疎
外
す
る
こ
と
は

も
と固

よ
り

あ
た能

わ
ざ
る
な
り
。
吾
人
近
者
此
に
感
ず
る
所
あ
り
、
上
古
よ
り
漢
代
に
至
る
ま
で
の
暦
法
の
変
遷
発
達
の
跡
を
考
察
し
て
、

之
を
西
方
諸
国
の
暦
法
に
比
較
し
、
更
に

ひ
る
が
え

飜
り
て
春
秋
左
氏
伝
に
於
け
る
暦
日
の
記
載
を
稽
査
し
、
其
の
前
漢
の
末
葉
に
出

で
た
る
暦
法
と
符
節
を
合
す
る
が
如
き
を
見
て
、
遂
に
左
氏
伝
の
一
書
が
前
漢
の
末
葉
に
於
て
偽
作
せ
ら
れ
た
も
の
な
る
こ
と

を
断
定
す
る
を
得
た
り
。
今
左
に
之
を
詳
説
し
て
、

あ
え敢

て
大
方
の
批
判
を
請
わ
ん
と
す
。
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二
　
上
古
よ
り
漢
代
に
至
る
ま
で
の
暦
法
の
変
遷

古
暦
研
究
に
必
要
な
る
文
献
　
　
支
那
上
古
以
来
の
暦
法
を
記
載
せ
る
も
の
に
し
て
、
研
究
者
の
必
ず
通
観
す
べ
き
も
の
は
、

書
経
の
堯
典
、
詩
経
の

ひ
ん
ふ
う

豳
風
七
月
の
篇
、

ら
い
き

礼
記
の
月
令
、
大
戴
礼
記
の
夏
小
正
、

え
な
ん
じ

淮
南
子
の
天
文
訓
、
史
記
の
天
官
書
、
歷
書
、

（
歷
は
暦
の
古
字
）
漢
書
以
下
の
正
史
中
に
在
る
律
歴
志
、
等
こ
れ
な
り
。

し
こ
う而

し
て

し
ん
け
い
で
ん

秦
蕙
田
の
観
象
授
時
、

ら
い
が
く
き

雷
学
淇
の
古
経
天
象

考
の
如
き
は
皆
価
値
あ
る
研
究
に
し
て
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
レ
ッ
グ(J

am
es

L
egge)

が
英
訳
書
経(T

h
e
C
h
in
ese

C
lassics.

V
ol.

III)

の
巻
首
に
附
載
せ
る
「
古
代
支
那
人
の
天
文
学
」(O

n
th
e
astron

om
y
of

th
e
an

cen
t
ch
in
ese.)

の
一
篇
も
亦
必
読
の
価

値
あ
る
も
の
と
す
。
此
の
篇
は
ジ
ョ
ン
・
チ
ャ
ル
マ
ー
ズ(J

oh
n
C
h
alm

ers)

の
研
究
に
成
り
た
る
も
の
に
し
て
、
現
代
天
文
学

の
智
識
を
応
用
し
て
よ
く
縦
横
の
観
察
を
遂
げ
、

も
っ
と尤

も
学
者
に
稗
益
を
与
う
る
も
の
な
り
。

孔
子
の
時
代
の
暦
法
　
　
孔
子(

1)の
時
代
に
於
て
は
、
な
お
太
陽
が
黄
道
を
一
周
す
る
の
日
数
を
三
百
六
十
六
日
と
定
め
て
、
太

陰
暦
を
用
い
た
れ
ど
も
、
其
の
閏
月
の
置
き
方
に
就
き
て
は
未
だ
一
定
の
規
則
を
発
見
す
る

あ
た能

わ
ず
し
て
、
た
だ
暦
法
を

つ
か
さ
ど

掌
る

大
史
の
官
が
、
任
意
に
閏
月
を
挿
入
し
て
四
時
の
錯
誤
を
正
し
た
り
し
も
の
の
如
し
。
書
経
の
堯
天
に
「
朞
三
百
有
六
旬
有
六
日
、

　以
㆓　
閏
　月
㆒　
　定
㆓　
四
　時
㆒　
　成
㆑　
歳
」
と
い
え
る
は
、
上
古
よ
り
暦
家
の
中
に
伝
わ
り
た
る
規
則
に
し
て
、
孔
子
の
時
代
に
於
て
も
、
な

お
生
命
あ
り
し
も
の
な
り
。
此
の
三
百
六
十
六
日
を
一
年
と
す
る
事
は
、

た
だ啻

に
孔
子
の
時
代
ま
で
に
行
わ
れ
た
る
の
み
な
ら
ず

し
て
、
漢
の
武
帝
の
頃
迄
も
し
か
く
信
ぜ
ら
れ
た
り
と
思
わ
る
る
証
左
あ
り
。
そ
は

な
お尚

後
に
述
ぶ
べ
し
。
一
回
帰
年(T

rop
ical

year)

の
真
の
日
数
が
三
百
六
十
五
日
五
時
四
十
八
分
四
十
五
秒
五
一
な
る
こ
と
は
、
近
代
天
文
学
の
確
定
す
る
所
な
れ
ば
、
三

百
六
十
六
日
は
真
の
日
数
よ
り
増
す
こ
と
四
分
の
三
日
餘
に
し
て
、
四
年
に
し
て
三
日
餘
り
の
差
を
生
ず
る
こ
と
と
な
る
。
又

此
の
時
代
に
於
て
一
月
の
日
数
を

い
く
ば
く

幾
何
と
せ
し
か
に
つ
き
て
は
何
等
の
記
録
も
存
せ
ざ
れ
ど
も
、
一
年
の
日
数
既
に
不
精
確
を
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以
て
甘
ん
ぜ
ら
る
る
時
に
於
て
一
月
の
日
数
の
み
精
確
な
る
べ
き
道
理
な
か
る
べ
く
、
察
す
る
所
、
一
月
を
二
十
九
日
二
分
の

一
と
数
う
る
位
の
程
度
に

と
ど
ま止

る
べ
け
れ
ば
、（
新
月
よ
り
次
の
新
月
ま
で
の
日
数
は
二
十
九
日
十
二
時
四
十
四
分
二
秒
六
八
四

を
正
し
と
す
。）
之
を
重
ね
て
十
二
月
を
一
年
と
し
、
其
の
真
の
一
年
に
足
ら
ざ
る
日
数

お
お
よ
そ

大
凡
十
日
程
ず
つ
の
、
積
り
て
一
月
に

達
す
る
を
待
ち
て
一
閏
月
を
挿
入
し
、
之
に
よ
り
て
年
月
の
調
和
を
謀
る
に
つ
き
て
も
、
未
だ
一
定
の
規
則
は
発
見
せ
ら
る
べ

く
も
あ
ら
ず
。
此
の
如
き
粗
雑
な
る
方
法
に
よ
り
た
る
計
算
の

た
ち
ま忽

ち
天
象
の
実
際
と

そ
ご

齟
齬
し
て
、
常
に

て
き
ぎ

適
宜
の
修
正
を
加
う
る

を
要
す
る
こ
と
は
多
言
を

も
ち須

い
ず
し
て
知
る
べ
し
。
此
の
時
代
に
於
て
修
正
の
標
準
と
な
り
し
も
の
は
北
斗
七
星
に
し
て
、
此

の
星
座
は
年
中
常
に
隠
る
る
こ
と
な
く
、
其
の
柄
に
当
る
部
分
が
春
に
於
て
指
す
方
向
の
毎
月
変
じ
行
き
て
、
一
年
に
し
て
一

周
を

お
わ了

る
も
の
な
れ
ば
、
季
節
の
位
置
を
定
む
る
に
は
最
も
便
利
な
る
も
の
な
り
と

い
え
ど雖

も
、
之
の
み
に
よ
り
て
閏
月
の
位
置
を

整
頓
せ
ん
に
は
、
未
だ
粗
漏
あ
る
を
免
る
べ
か
ら
ず
、
さ
れ
ば
、
一
年
の
始
を
立
春
の
頃
即
ち
冬
至
以
後
約
四
十
五
日
に
置
く

は
、
上
古
よ
り
の
定
め
な
れ
ど
も
（
堯
天
、
月
令
、
夏
小
正
、
七
月
等
の
諸
篇
に

く
わ精

し
）
閏
月
の
挿
入
不
整
な
る
が
為
に
、
往
々

錯
誤
を
生
じ
て
、
冬
の
中
に
歳
首
を
見
る
に
至
れ
る
こ
と
も
あ
り
て
、
孔
子
の
盛
時
に
は
既
に
大
抵
此
の
仲
冬
の
歳
首
を
普
通

と
す
る
に
至
れ
り
。
詩
経
の
小
雅
四
月
の
篇
に
「
四
月
維
夏
。
六
月
徂
暑
」
と
あ
り
、
此
の
篇
は
周
の
幽
王
の
時
に
成
り
し
も

の
に
し
て
、
其
年
の
正
月
は
正
し
く
立
春
の
頃
に
当
れ
り
。

し
か然

る
に
又
、
小
雅
十
月
の
篇
に
は
、「
十
月
之
交
。
朔
日
辛
卯
、
日

　有
㆑　
　食
㆑　
之
。
亦
孔
之
醜
」
云
々
の
句
あ
り
、
此
の
日
食
は
、
支
那
の
古
文
学
に
見
え
た
る
最
古
の
も
の
に
し
て
、
最
も
精
確
な

る
も
の
な
り
。
但
し
書
経
の
夏
書
に
あ
る

い
ん
せ
い

胤
征
の
篇
に
も
日
食
の
記
事
あ
れ
ど
も
、
此
の
篇
は
古
文
尚
書
中
に
属
す
る
も
の
に

し
て
、
其
の
真
偽
に
つ
き
て
疑
あ
る
も
の
な
れ
ば
取
ら
ず
。
さ
て
此
の
十
月
之
交
の
日
食
を
、
チ
ャ
ル
マ
ー
ズ
が
現
代
の
暦
法

に
よ
り
て
推
算
し
た
る
も
の
に
よ
り
て
見
れ
ば
、
こ
れ
幽
王
六
年
の
事
に
し
て
、
西
暦
紀
元
前
七
百
七
十
六
年
陽
暦
八
月
二
十
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九
日
に
当
れ
り
、
さ
れ
ば
此
の
年
の
正
月
は
冬
至
の
頃
に
在
り
。
同
じ
く
幽
王
の
時
代
に
於
て
す
ら

す
で已

に
此
の
如
き

そ
ご

齟
齬
あ
り
。

な
お尚

少
し
く
後
れ
て
之
を
春
秋
の
記
載
に
検
す
れ
ば
、
又

し
ば
し
ば

屡
々
此
の
種
の
出
入
あ
る
を
認
む
べ
し
。
今
チ
ャ
ル
マ
ー
ズ
の
推
算
す

る
所
に
よ
れ
ば
、
陰
公
三
年(B

.C
.
720)

の
正
月
元
日
は
陽
暦
一
月
十
六
日
に
、
桓
公
九
年(B

.C
.
704)

の
は
一
月
二
十
日
に
、

荘
公
六
年(B

.C
.
689)

の
は
一
月
四
日
に
、
同
九
年(B

.C
.
686)

の
は
一
月
一
日
に
、

き
こ
う

僖
公
元
年(B

.C
.
659)

の
は
一
月
三
日
に
、

き
こ
う

僖
公
三
十
一
年(B

.C
.
629)

の
は
一
月
八
日
に
当
り
て
、
皆
冬
至
の
後
に
在
り
。
次
に
宣
公
三
年(B

.C
.
606)

正
月
元
日
は
前

年
十
一
月
十
八
日
に
、
成
公
七
年(B

.C
.
584)

の
は
十
一
月
十
六
日
に
、
襄
公
十
六
年(B

.C
.
557)

の
は
十
一
月
十
七
日
に
、
昭

公
元
年(B

.C
.
541)

の
は
十
一
月
十
九
日
に
、
同
十
二
年(B

C
.
530)

の
は
十
一
月
十
八
日
に
、
同
十
五
年(B

.C
.
527)

の
は
十

一
月
十
五
日
に
当
り
て
、
皆
冬
至
よ
り
一
月
以
前
に
在
り
。
此
の
如
く
春
秋
二
百
四
十
二
年
中
、
正
月
元
日
が
冬
至
後
に
在
る

も
の
あ
り
、
冬
至
よ
り
一
月
以
前
に
在
る
も
の
あ
り
。

し
か然

も
其
の
大
部
分
は

な
お尚

太
陽
暦
の
十
二
月
即
ち
冬
至
の
頃
に
在
り
、
漢

代
の
学
者
の
伝
う
る
所
に
よ
れ
ば
、
夏
、
殷
、
周
の
三
代
に
於
て
、
夏
は
立
春
の
頃
を
以
て
歳
首
と
し
、
殷
は
夏
の
十
二
月
を

歳
首
と
し
、
周
は
ま
た
一
月
を
溯
り
て
夏
の
十
一
月
即
ち
冬
至
の
頃
を
以
て
歳
首
と
し
た
り
と
い
え
り
。

い
わ
ゆ
る

所
謂
三
正
の
説
是
な

り
。
さ
れ
ど
其
実
は

し
か然

ら
ず
し
て
、
春
秋
の
時
代
に
於
て
す
ら
、
な
お
此
等
の
出
入
あ
り
し
な
り
、
さ
れ
ば
周
は
常
に
冬
至
の

頃
を
以
て
歳
首
と
す
と
い
え
る
は
、
春
秋
時
代
に
於
け
る
大
体
の
傾
向
を
指
せ
る
も
の
と
な
す
べ
く
、

し
こ
う而

し
て
往
々
歳
首
の
出

入
を
見
る
は
、

ひ
っ
き
ょ
う

畢
竟
暦
法
の
不
備
に
よ
る
も
の
に
し
て
、
閏
月
の
位
置
に
つ
き
て
、
後
世
に
於
け
る
が
如
く
、
三
十
三
月
若
し

く
は
三
十
四
月
毎
に
一
回
を
置
く
の
規
則
な
か
り
し
に
よ
る
も
の
と
認
む
る
の
外
な
し
。

な尚
お
降
り
て
史
記
の
「
秦
楚
之
際
月

表
」
を
検
査
す
れ
ば
、
其
の
時
代
に
は
三
十
六
月
を
隔
つ
る
毎
に
一
閏
を
置
き
た
り
。
之
に
よ
れ
ば
、
秦
の
時
代
に
も
、
な
お
閏

月
挿
入
の
正
則
は
発
見
せ
ら
れ
ざ
り
し
な
り
。

し
こ
う而

し
て
此
の
時
代
に
は
既
に

い
わ
ゆ
る

所
謂
夏
の
十
月
を
以
て
歳
首
と
す
る
に
至
り
、
最
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初
立
春
の
頃
を
以
て
歳
首
と
せ
し
時
に
比
ぶ
れ
ば
、
全
く
一
季
の
差
を
生
ず
る
こ
と
と
な
れ
り
。

　
　
註

(

1)
孔
子
の
時
代
の
暦
法
が
一
年
の
日
数
を
三
百
六
十
六
日
と
し
て
居
た
と
い
う
こ
と
は
、
孔
子
の
編
纂
と
謂
わ
れ
て
居
る
書
経
の
堯
典
の
記

載
に
拠
っ
た
の
で
あ
る
が
、
後
年
の
研
究
の
結
果
、
堯
典
の
天
文
記
事
は
其
の
実
、
戦
国
時
代
の
天
象
を
取
っ
た
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら

ぬ
こ
と
と
な
っ
た
か
ら
、
そ
の
一
年
の
日
数
も
ま
た
戦
国
当
時
の
智
識
と
推
定
せ
ら
れ
る
三
百
六
十
五
日
四
分
の
一
の
概
数
を
取
っ
た
こ

と
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
此
の
一
節
は
大
修
正
を
要
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

古
代
に
於
け
る
食
の
知
識
　
　
日
食(

1)及
び
月
食
に
関
す
る
智
識
は
此
の
頃

い
か

如
何
な
り
し
か
と
尋
ぬ
る
に
、
月
食
の
算
出
法
は

既
に

あ
き
ら
か

明
に
な
り
居
た
る
が
如
く
な
れ
ど
も
、
日
食
の
方
は
未
だ
全
く
知
ら
れ
ず
。
さ
れ
ば
詩
経
小
雅
十
月
の
篇
に
も
「
彼
月

而
食
、
則
維
其
常
。
此
日
而
食
。
于
何
　不
㆑　
臧
」
と
あ
り
て
、
日
食
は
天
が
大
な
る
凶
変
を
下
す
の
前
兆
と
信
ぜ
ら
れ
、
春
秋
に

は
月
食
の
記
事
存
せ
ざ
れ
ど
も
、
日
食
を
ば
必
ず
記
載
し
、
其
時
に
は
社
に
於
て
鼓
を
撃
ち
、
犠
牲
を
捧
げ
て
祈
祷
し
た
る
こ

と
を
も
記
し
た
り
。
正
史
の
律
歴
志
に
日
食
算
出
の
法
を
載
せ
た
る
は
隋
書
に
始
ま
れ
り
、
さ
れ
ば
隋
以
前
に
於
て
は
暦
家
も

未
だ
之
を
知
ら
ざ
る
も
の
あ
り
し
な
る
べ
し
。

　
　
註

(

1)

古
代
に
於
け
る
食
の
智
識
の
論
も
ま
た
大
修
正
を
要
す
る
。
日
月
食
の
算
法
は
戦
国
時
代
に
於
て
西
方
か
ら
伝
来
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で

あ
る
。
そ
の
詳
細
は
『
支
那
暦
法
起
原
考
』
第
十
七
章
「
支
那
の
古
代
に
於
け
る
食
と
朔
と
の
智
識
」
の
條
に
論
じ
て
置
い
た
。

漢
代
の
暦
法
　
　
漢(

1)に
及
び
て
も
、
な
お
秦
代
の
暦
法
を
襲
用
す
る
こ
と
久
し
く
、
公
孫
臣
等
の
如
き
、
多
少
の
変
更
を
試

み
ん
と
す
る
も
の
も
往
々
之
な
き
に
非
ざ
り
し
が
、
皆
行
わ
れ
ず
し
て
止
み
、
武
帝
の
大
初
元
年(B

.C
.
104)

に
至
り
て
、
始
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め
て
新
に
太
初
暦
を
用
い
、
こ
こ
に
暦
法
の
大
革
新
を
見
る
に
至
れ
り
。
史
記
の
歴
書
に
曰
く
、

高
后
女
主
皆
　未
㆑　
遑
。
故
　襲
㆓　
秦
正
朔
服
　
。
色
㆒　
　至
㆓　
孝
文
　
。
時
㆒　
魯
人
公
孫
臣
、
　以
㆓　
終
始
五
　徳
㆒　
上
書
言
。
漢
　得
㆓　
土
　
。
徳
㆒　
　宜
㆘　
　更
㆑　

元
　改
㆓　
正
　朔
㆒　
　易
㆗　
服
　
。
色
㆖　
　当
㆑　
　有
㆑　
瑞
、
瑞
黄
龍
見
。
事
　下
㆓　
丞
相
張
　
。
蒼
㆒　
張
蒼
亦
　学
㆓　
律
　
。
歴
㆒　
以
　為
㆑　
　非
㆑　
是
。
　罷
㆑　
之
。
其
後

黄
龍
　見
㆓　
成
　
。
紀
㆒　
張
蒼
自
黜
。
　所
㆑　
　欲
㆓　
論
　著
㆒　
　不
㆑　
成
。
而
新
垣
平
　以
㆓　
望
　気
㆒　
見
。
頗
　言
㆘　
　正
㆓　
曆
服
　色
㆒　
　
。
事
㆖　
貴
幸
。
後
　作
㆑　
乱
。

故
孝
文
帝
廃
　不
㆓　
復
　
。
問
㆒　
　至
㆓　
今
上
（
孝
武
帝
）
即
　
。
位
㆒　
　招
㆓　
致
方
士。　唐
　。　都
㆒　
　。　分
㆓　。　其。　天
　
。
。　部

㆒　

而
巴。　落。　下。　閎
　。　運
㆑　。　算
　。　転
㆑　。　歴
。
然
後

日
辰
之
度
　。　与
㆓　。　夏
　。　正
㆒　。　同
。
乃
　改
㆑　
元
。
　更
㆓　
官
　
。
号
㆒　
　封
㆓　
泰
　
。
山
㆒　
因
　詔
㆓　
御
　史
㆒　
曰
。
乃
者
有
司
　言
㆓　
星
度
之
　未
㆒㆑　
定
也
。
広
延
宣

問
。
以
　理
㆓　
星
　
。
度
㆒　
　未
㆑　
　能
㆑　
詹
也
。
蓋
聞
。
昔
者
黄
帝
合
而
　不
㆑　
死
。
名
察
度
験
。
　定
㆓　
清
　
。
濁
㆒　
　起
㆓　
五
　
。
部
㆒　
　建
㆓　
気
物
分
　
。
数
㆒　

然
蓋
尚
矣
。
書
缺
楽
弛
。
朕
甚
閔
焉
。
朕
唯
　未
㆑　
　能
㆑　
循
也
。
　紬
㆓　
続
日
　
。
分
㆒　
卒
　応
㆓　
水
徳
之
　
。
勝
㆒　
今
日
　順
㆓　
夏
　
。
至
㆒　
黄
鐘
為

　㆑宮　
。
林
鐘
　為
㆑　
徴
。
太
簇
　為
㆑　
商
。
南
呂
　為
㆑　
羽
。
姑
洗
　為
㆑　
角
。
　自
㆑　
是
以
後
気
復
正
。
羽
声
復
清
。
名
　復
㆓　
正
　
。
変
㆒　
以
　至
㆓　

子
　
。
日
㆒　
　当
㆓　
冬
　
。
至
㆒　
則
陰
陽
離
合
之
道
行
焉
。
十
一
月
甲
子
朔
旦
冬
至
己
詹
。
其
更
　以
㆓　
七
年
（
元
封　）㆒　
　為
㆓　
太
初
元
　
。
年
㆒　
云
々
。

と
、
之
に
よ
れ
ば
、
武
帝
が
唐
都
、

ら
く
か
こ
う

落
下
閎
等
を
用
い
て
新
暦
を
作
ら
し
め
た
る
は
、
上
古
以
来
の
暦
法
の
一
時
廃
頽
に
及
べ
る

を
復
び
振
興
せ
し
も
の
に
し
て
、い

わ
ゆ
る

所
謂
夏
代
の
暦
法
に
合
せ
し
め
た
る
も
の
の
如
し
。
さ
れ
ど
其
実
際
を
検
す
れ
ば
、
正
に
是
れ

破
天
荒
の
事
業
な
り
、
此
の
時
よ
り
し
て
六
十
年
を
一
週
期
と
す
る
こ
と
始
ま
り
、
十
九
年
に
七
閏
月
を
置
く
の
事
即
ち
三
十

三
月

も若
し
く
は
三
十
四
月
毎
に
一
閏
月
を
挿
入
す
る
事
始
ま
り
、
七
十
六
年
を
以
て
年
月
日
の
初
の
再
び
一
致
す
る
の
期
と
な

す
の
事
始
ま
り
、
三
百
六
十
五
日
四
分
の
一
を
一
年
と
す
る
こ
と
始
ま
れ
り
。

し
こ
う而

し
て
新
月
よ
り
次
の
新
月
に
至
る
迄
の
日
数

を
二
十
九
日
九
百
四
十
分
の
四
百
九
十
九
、
即
ち
二
十
九
日
十
二
時
四
十
四
分
二
十
五
秒
五
三
二
と
す
る
こ
と
も
、
正
に
此
等

に
伴
い
て
此
の
時
よ
り
始
ま
れ
る
な
り
。
何
と
な
れ
ば
十
九
年
の
月
数
を
二
百
三
十
五
と
し
て
其
の
中
に
七
閏
月
を
含
ま
し
め
、
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其
の
間
の
日
数
を
六
千
九
百
四
十
日
と
な
し
、
四
回
即
ち
七
十
六
年
の
内
に
於
て
一
日
を
減
じ
て
二
万
七
千
七
百
五
十
九
日
と

す
る
事
は
、
実
に
二
十
九
日
九
百
四
十
分
の
四
百
九
十
九
な
る
数
に
基
づ
け
る
も
の
に
し
て
、
秦
楚
の
際
に
於
け
る
三
十
六
月

毎
に
一
閏
月
を
挿
入
す
る
が
如
き
計
算
は
決
し
て
此
の
数
を
豫
想
す
る
も
の
に
あ
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
此
の
如
く
に
し
て
此
の
太

初
暦
法
に
於
け
る
一
年
及
び
一
月
の
日
数
は
前
代
に
比
す
れ
ば

す
こ
ぶ頗

る
精
密
な
る
も
の
と
な
り
た
れ
ど
、
な
お
一
年
に
於
て
十
一

分
十
四
秒
四
九
を
増
し
、
一
月
に
於
て
二
十
二
秒
八
四
九
を
増
し
居
る
を
以
て
、
未
だ
不
完
全
た
る
を
免
れ
ざ
る
も
の
な
り
。

　
　
註

(

1)

漢
代
の
暦
法
に
つ
い
て
は
、
太
初
元
年
以
前
と
そ
の
以
後
と
を
劃
然
と
区
別
し
て
置
い
た
が
、
後
年
の
研
究
の
結
果
、
秦
始
皇
以
後
漢
武

帝
太
初
元
年
以
前
に
用
い
ら
れ
た
顓
頊
暦
と
、
太
初
元
年
以
後
に
用
い
ら
れ
た
太
初
暦
と
は
、
同
一
の
常
数
を
用
い
て
、
た
だ
暦
元
の
取

り
方
を
異
に
す
る
だ
け
の
も
の
と
判
明
し
た
の
で
、
此
の
一
点
も
修
正
を
要
す
る
の
で
あ
る
。

暦
術
甲
子
篇
　
　
史
記
の
歴
書
の
中
に
暦
術
甲
子
篇
あ
り
。
太
初
元
年
よ
り
始
め
て
七
十
六
年
間
に
於
け
る
毎
年
の
月
数
及

び
大
餘
小
餘
の
数
を
掲
ぐ
。
大
餘
小
餘
と
は
即
ち
歴
術
上
の
用
語
な
り
。
今
一
例
を
挙
げ
て
之
を
説
明
せ
ん
に
、太
初
元
年
の
下

に
は
大
餘
五
十
四
、
小
餘
三
百
四
十
八
と
記
せ
り
。
こ
は
此
の
年
に
於
け
る
太
陰
暦
一
年
の
日
数
よ
り
六
十
日
即
ち
十
干
と
十

二
支
と
の
最
小
公
倍
数
の
或
る
倍
数
を
減
じ
去
り
た
る
数
が54

348

940

日
な
る
こ
と
を
示
せ
る
も
の
に
し
て
、
此
の
年
は
平
年
十

二
ヶ
月
な
れ
ば
、
其
の
總
日
数
は29

499

940
×
12

=
354

348

940

な
る
を
以
て354

348

940
−
60の

倍
数

=
54

348

940

と
な
る
な
り
。
又
此

の
年
に
他
の
大
餘
小
餘
あ
り
て
、
大
餘
五
、
小
餘
八
と
記
せ
り
。
こ
は365

14
=

365
832
,
365

832
−
60の

倍
数

=
5
832

な
る
こ

と
を
示
せ
る
も
の
に
し
て
、
前
者
は
太
陰
の
運
行
を
主
と
し
、
後
者
は
太
陽
の
運
行
を
主
と
せ
る
も
の
な
り
。
此
の
如
く
に
し
て
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十
九
年
を
経
れ
ば
、
其
間
の
月
数12×

19
+
7
=

235

を
得
、
又
其
間
の
日
数29

499

940
×
235

=
6939

34

を
得
。
之
を
太
陽
年
十

九
年
の
日
数365

14
×
19

=
6939

34

に
比
較
す
る
に
全
く
相
同
じ
。

し
こ
う而

し
て
更
に
暦
術
甲
子
篇
を
検
す
れ
ば
、
太
初
元
年
よ
り

十
九
年
を
経
て
正
に
大
餘
三
十
九
、
小
餘
七
百
五
、
大
餘
三
十
九
、
小
餘
二
十
四
と
記
さ
れ
た
り
。
前
者
は
即
ち6939

34
−
60の

倍
数

=
39

705

940
を
意
味
し
、
後
者
は
即
ち6939

34
−

60の
倍
数

=
39

34
=

39
2432

を
意
味
す
。

な
お尚

進
み
て
七
十
六
年
の
終
に
至

れ
ば
其
総
日
数6939

34
×
4
=

27759

を
得
て
、
全
く
小
餘
即
ち
分
数
の
部
分
な
き
こ
と
と
な
り
、
こ
こ
に
太
陽
の
運
行
即
ち
年

と
、
太
陰
の
運
行
即
ち
月
と
、
恒
星
の
運
行
即
ち
日
と
の
初
の
再
び
全
く
相
一
致
す
る
の
期
に
達
す
。
以
上
は
即
ち
暦
術
甲
子

篇
の
組
織
に
し
て
、
武
帝
が
認
め
て
以
て
夏
代
の
暦
法
の
復
興
と
な
す
所
の
も
の
な
り
。

干
支
の
異
名
と
木
星
紀
年
法
　
　
暦
術
甲
子
篇
に
於
て
は
、

な
お尚

各
年
に
附
す
る
に
十
種
の
名
と
十
二
種
の
名
と
を
配
合
し
た

る
名
称
を
以
て
せ
り
。
十
種
の
名
と
は
、

え
ん
ほ
う

焉
逢
、
端
蒙
、
游
兆
、

き
ょ
う
ご

彊
梧
、
徒
維
、
祝
犂
、
商
横
、
昭
陽
、

お
う
が
い

横
艾
、
尚
章
を
云
い
、

十
二
種
の
名
と
は
、
困
敦
、
赤
奮
若
、
摂
提
格
、

た
ん
あ
つ

単
閼
、
執
徐
、
大
荒
落
、

と
ん
そ
う

敦
牂
、

き
ょ
う
こ
う

き
ょ
う
こ
う

協
洽
、

と
ん
た
ん

涒
灘
、

さ
く
が
く

作
噩
、

え
ん
も

淹
茂
、
大
淵
献
を

指
す
。
此
の
十
種
と
十
二
種
と
の
配
合
は
六
十
年
に
し
て
一
週
を
終
る
も
の
に
し
て
、
後
世
に
至
り
て
は
、
本
来
日
に
附
せ
ら

れ
た
る
甲
乙
丙
丁

ぼ戊
き己
こ
う庚
し
ん辛
じ
ん壬
き癸

即
ち
十
干
と
、
子

ち
ゅ
う丑
い
ん寅
ぼ
う卯
し
ん辰
し巳
ご午
び未
し
ん申
ゆ
う酉
じ
ゅ
つ戌
が
い亥

即
ち
十
二
支
と
の
配
合
を
移
し
て
之
を
年

に
懸
け
て
呼
び
、

え
ん
ほ
う

焉
逢
摂
提
格
の
歳
を

こ
う
い
ん

甲
寅
、
端
蒙

た
ん
あ
つ

単
閼
の
歳
を

お
つ
ぼ
う

乙
卯
等
と
称
す
る
に
至
り
た
り
。
此
の
六
十
年
を
以
て
一
週

期
と
す
る
こ
と
は
、
其
の
基
づ
く
所
木
星
の
運
行
に
あ
り
。
史
記
の
天
官
書
に
木
星
の
運
行
を
叙
し
て
、「
歳
行
三
十
度
十
六
分

度
之
七
。
率
日
行
十
二
分
度
之
一
。
十
二
歳
而
周
天
。」
と
い
え
り
。
こ
れ
即
ち
当
時
周
天
の
度
数
と
せ
ら
れ
た
る
三
百
六
十
五

度
四
分
の
一
を
除
す
る
に
、
三
十
度
十
六
分
の
七
を
以
て
す
れ
ば
、
其
の
商
十
二
を
得
る
こ
と
を
示
す
も
の
に
し
て
、
之
を
算
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式
に
て
示
せ
ば
、365

14
÷
30

716
=

12

と
な
る
。

し
こ
う而

し
て
木
星
は
歳
星
と
称
せ
ら
れ
て
、
歳
の
順
序
を
定
む
る
の
標
準
た
る
こ

と
を
明
示
せ
ら
れ
た
り
。

し
こ
う而

し
て
之
を
六
十
年
の
週
期
と
な
せ
る
は
、
普
通
の
記
数
法
た
る
十
進
法
と
の
調
和
を
謀
り
た
る
に

外
な
ら
ざ
る
べ
し
、

武
帝
改
暦
の
際
に
於
け
る
旧
暦
家
の
反
対
　
　
武
帝
の
改
暦
は
実
に
破
天
荒
の
事
業
な
れ
ば
、
旧
法
を
墨
守
せ
ん
と
す
る
一
部

の
暦
家
は
、し

ば
し
ば

屡
々
之
と
激
争
し
、太
初
元
年
以
後
三
十
六
年
を
経
て
、議
論
始
め
て
定
ま
る
に
至
れ
り
。
漢
書
律
歴
志
に
は

つ
ま
び
ら
か

詳

に
此
の
事
を
載
せ
た
り
、
律
歴
志
の
云
う
所
に
よ
れ
は
、
此
の
改
暦
の
主
た
り
し
も
の
は
治
歴
官
の
鄧
平(

1)と
い
え
る
人
に
し
て
、

彼
の
唐
都
、

ら
く
か
こ
う

落
下
閎
の
如
き
は
民
間
よ
り
出
で
て
之
は

あ
ず
か与

れ
る
も
の
な
り
。
鄧
平
は
之
に
よ
り
て
大
史
丞
と
な
れ
り
。
其
後
二

十
七
年
を
経
て
、
時
の
大
史
令
た
り
し
張
寿
王
は
上
書
し
て
改
暦
の
不
可
を
述
べ
、

暦
者
天
地
之
大
紀
。
上
帝
　所
㆓　
為
　
。
伝
㆒　
黄
帝
　調
㆓　
律
　
。
歴
㆒　
漢
元
年
以
来
　用
㆑　
之
。
今
陰
陽
　不
㆑　
調
。
　宜
㆓　
　更
㆑　
歴
之
　過
㆒　
也
。

と
い
い
、
又

太
初
歴
　虧
㆓　
四
分
日
之
　
。
三
㆒　
　去
㆓　
小
餘
七
百
五
　
。
分
㆒　
　以
㆑　
故
陰
陽
　不
㆑　
調
。
　謂
㆓　
之
乱
　
。
世
㆒　

と
い
い
、

し
き
り頻

に
新
暦
家
と
抗
論
せ
し
か
、
元
鳳
六
年
に
至
り
て
、
遂
に
旧
暦
家
の
敗
に
帰
し
た
り
。
太
初
元
年
を
距
る
こ
と
実

に
三
十
六
年
な
り
。
此
の
張
寿
王
の
書
中
に
、
太
初
歴
は
四
分
日(

2)の
三
を
虧
き
、
小
餘
七
百
五
を
去
る
と
い
え
る
に
つ
き
て
、

つ
ら
つ
ら

熟
々
其
の
意
義
を
察
す
る
に
、
こ
れ
旧
暦
法
が
此
の
頃

な
お尚

一
年
を
三
百
六
十
六
日
と
せ
る
に
対
し
て
、
新
暦
法
が
三
百
六
十
五

日
四
分
の
一
と
せ
る
を
非
難
す
る
も
の
な
る
こ
と
殆
ん
ど
疑
な
し
。
何
と
な
れ
ば366

−
365

14
=

34
=

705

940

な
れ
ば
な
り
。
さ

れ
ば
堯
典
に
載
せ
た
る
「
朞
三
百
有
六
旬
有
六
日
」
は
武
帝
の
時
ま
で
常
に
信
奉
せ
ら
れ
た
る
数
な
り
し
な
り
。
旧
暦
家
の
敗

北
は
免
る
べ
か
ら
ざ
る
の
運
命
な
れ
ど
、
三
十
六
年
間
の
抗
論
あ
り
た
る
を
以
て
す
れ
ば
、
新
暦
が
極
め
て
急
激
の
変
化
た
り
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し
を
知
る
に
難
か
ら
ず
。

　
　
註

(

1)
太
初
暦
は
最
初
に
は
唐
都
、
落
下
閎
が
関
係
し
、
後
に
鄧
平
が
関
係
し
た
の
で
あ
る
。
唐
都
、
落
下
閎
の
用
い
た
も
の
は
、
暦
術
甲
子
篇

で
あ
り
、
鄧
平
の
用
い
た
も
の
は
、
一
年
の
日
数
を3

65
385

1539

と
し
、
一
月
の
日
数
を29

43

81

と
し
た
も
の
で
あ
る
。

(

2)

四
分
日
の
三
を
虧
い
た
と
い
う
の
は
、
太
初
元
年
の
初
に
あ
る
冬
至
と
朔
と
の
合
一
す
る
時
刻
を
、
そ
れ
よ
り
以
前
の
暦
法
で
は
そ
の
日

の
夜
半
即
ち
午
前
零
時
か
ら
一
日
の
四
分
の
三
即
ち
十
八
時
間
を
進
ん
だ
と
こ
ろ
の
午
後
六
時
と
し
て
居
た
の
に
、
太
初
暦
で
は
改
め
て
、

そ
の
日
の
夜
半
と
し
て
、
一
日
の
四
分
の
三
だ
け
前
へ
引
上
げ
た
こ
と
を
指
し
た
の
で
あ
る
。
此
の
條
訂
正
。

武
帝
改
暦
以
前
に
於
け
る
新
法
の
痕
跡
　
　

ひ
る
が
え

飜
っ
て
太
初
元
年
以
前
に
於
て
、
新
暦
法
の
既
に
多
少
世
に
知
ら
れ
た
る
こ

と
あ
り
し
や
否
や
を

あ
ん按

ず
る
に
、
唐
都
、

ら
く
か
こ
う

落
下
閎
等
の
如
き
は

し
ば
ら姑

く
置
き
て
論
ぜ
ざ
る
も
、

え
な
ん
じ

淮
南
子
の
天
文
訓
に
は
既
に
詳
密

な
る
記
事
あ
る
を
見
る
。

え
な
ん
じ

淮
南
子
は

わ
い
な
ん

淮
南
王
劉
安
が
、
多
く
の
学
者
を
集
め
て
編
纂
せ
し
め
た
る
書
に
し
て
、
其
の
治
世
は
孝

文
帝
の
十
六
年(B

.C
.
164)

に
始
ま
り
、
武
帝
の
元
狩
元
年(B

.C
.
122)

に
終
る
。
元
狩
元
年
は
太
初
元
年
を

へ
だ
た距

る
こ
と
十
八

年
前
に
し
て
、
武
帝
即
位
の
後
十
九
年
に
当
れ
り
。
さ
れ
ば

え
な
ん
じ

淮
南
子
の
書
の
編
纂
は
、

お
よ凡

そ
武
帝
の
初
年
に
当
る
べ
き
か
。
其

の
天
文
訓
中
に
曰
く
、

歳
星
（
中
略
）
十
二
歳
而
　行
㆓　
二
十
八
　
。
宿
㆒　
日
行
十
二
分
度
之
一
。
歳
行
三
十
度
十
六
分
度
之
七
。
十
二
歳
而
周
。

日
行
一
度
。
以
　周
㆓　
於
　
。
天
㆒　
日
冬
　至
㆓　
峻
狼
之
　
。
山
㆒　
日
移
一
度
。
凡
行
百
八
十
二
度
八
分
度
之
五
。
而
夏
　至
㆓　
牛
首
之
　
。
山
㆒　
　反
㆓　

覆
三
百
六
十
五
度
四
分
度
之
　
。
一
㆒　
而
　成
㆓　
一
　
。
歳
㆒　

天
一
元
始
。
正
月
　建
㆑　
寅
、
日
月
倶
　入
㆓　
営
室
五
　
。
度
㆒　
天
一
　以
㆓　
始
建
七
十
六
　
。
歳
㆒　
日
月
復
　以
㆓　
正
　月
㆒　
　入
㆓　
営
室
五
　
。
度
㆒　
　無
㆓　
餘
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。
分
㆒　
名
　曰
㆓　
一
　
。
紀
㆒　
凡
二
十
紀
一
千
五
百
二
十
歳
而
大
終
。
日
月
星
辰
復
始
。

月
。
日
行
十
三
度
七
十
六
分
度
之
二
十
六
。
二
十
九
日
九
百
四
十
分
日
之
四
百
九
十
九
而
　為
㆑　
月
。
而
　以
㆓　
十
二
　月
㆒　
　為
㆑　
歳
。

歳
　有
㆑　
餘
十
日
九
百
四
十
分
日
之
八
百
二
十
七
。
故
十
九
歳
而
七
閏
。

と
。

し
こ
う而

し
て
又
摂
堤
格
、

た
ん
あ
つ

単
閼
等
十
二
の
名
称
と
、

あ
つ
ほ
う

閼
逢
、

せ
ん
も
う

旃
蒙
等
十
の
名
称
と
を
載
せ
た
り
。
是
故
に
天
文
訓
の
数
理
は
全

く
太
初
暦
と
一
致
す
る
も
の
な
り
。

な
お尚

溯
り
て
秦
の
始
皇
帝
の
時
代
に
著
述
せ
ら
れ
た
る
呂
氏
春
秋
に
は
、

維
秦
八
年
。
歳
　在
㆓　
涒
　
。
灘
㆒　

の
句
あ
り
。

と
ん
な
ん

涒
灘
は
前
に
掲
げ
た
る
十
二
の
名
称
中
の
一
に
し
て
史
記
に
見
え
た
る
如
き
智
識
が
秦
の
始
皇
の
頃
に
既
に
支
那

の
一
部
に
存
在
せ
る
を
証
す
る
も
の
な
り
。

な
お尚

溯
り
て
屈
原
が
離
騒
を
見
る
に
、

摂
提
　貞
㆓　
於
孟
　
。
陬
㆒　
維
庚
寅
吾
以
降
。

の
句
あ
り
。
此
の
摂
提
を
ば
、
従
来
の
注
家
は
、
史
記
の
天
官
書
に
見
え
た
る
「
大
角
者
天
王
帝
廷
。
其
両
旁
各
　有
㆓　
三
　
。
星
㆒　
鼎

足
　句
㆑　
之
。
　曰
㆓　
摂
　
。
提
㆒　
摂
提
者
　直
㆓　
斗
杓
　所
㆒㆑　
指
以
　建
㆓　
時
　
。
節
㆒　
故
　曰
㆓　
摂
提
　格
㆒　
」
の
文
に
よ
り
て
、
東
方
蒼
龍
の
宿
の
中
に
あ
る

大
角
星(A

rctu
ru
s)

の
傍
に
在
る
小
星
を
指
す
も
の
と
な
せ
ど
も
、
吾
人
は
之
を
首
肯
す
る
こ
と

あ
た能

わ
ず
。

な
お尚

天
官
書
を
飜
閲

す
る
に
、
木
星
即
ち
歳
星
の
別
名
を
挙
げ
た
る
中
に
「
摂
堤
」
と
い
え
る
も
の
あ
り
。
吾
人
は
之
を
取
り
て
、
此
の
離
騒
の
一

句
を
解
釈
す
る
の
至
当
な
る
を
覚
ゆ
。
さ
れ
ば
、「
摂
堤
貞
於
孟
陬
」
と
は
木
星
が

も
う
す
う

孟
陬
の
月
、
即
ち
正
月
に
於
て
正
し
き
東
方

木
徳
の
地
位
を
占
め
て
現
れ
た
る
の
義
に
し
て
、
其
の
位
置
は
即
ち

え
な
ん
じ

淮
南
子
の
文
に
見
え
た
る

歳
名
　曰
㆓　
執
　
。
徐
㆒　
歳
星
　舎
㆓　
営
室
東
　
。
壁
㆒　
　以
㆓　
正
　月
㆒　
　与
㆑　
之
晨
　出
㆓　
東
　
。
方
㆒　

こ
れ
な
る
べ
し
。
但
し(

1)史
記
の
天
官
書
に
は
歳
星
の
営
室
東
壁
に
合
し
て
太
陽
に
先
ち
て
東
方
よ
り
出
づ
る
月
を
三
月
と
し
た
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れ
ど
、
こ
は
太
初
暦
制
定
の
時
に
於
て

い
わ
ゆ
る

所
謂
夏
暦
に
一
致
せ
し
む
る
為
に
正
月
を
立
春
の
節
に
置
き
た
る
に
よ
り
て
生
じ
た
る

変
化
に
し
て
、

も若
し

い
わ
ゆ
る

所
謂
周
暦
に
従
い
て
冬
至
を
正
月
に
在
る
も
の
と
せ
ば

ま
さ当

に
え
な
ん
じ

淮
南
子
の
文
の
如
く
な
る
べ
し
。

し
こ
う而

し
て

え
な
ん
じ

淮
南
子
は
太
初
暦
以
前
の
も
の
な
れ
ば
、
其
の
記
載
は

ま
さ当

に
此
の
如
く
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
営
室
、
東
壁
と
はP

egasu
s

と

A
n
d
rom

ed
a

と
の
間
に

あ
た当

れ
り
。
之
に
よ
り
て
見
れ
ば
、「
摂
提
貞
於
孟
陬
」
と
は
「
歳
在
執
徐
」
と
い
う
に
同
じ
く
し
て
、
屈

原
の
離
騒
を
作
れ
る
頃
即
ち
西
紀
前
三
百
年
頃
に
は
既
に
歳
星
の
運
行
に
よ
り
て
、
歳
の
順
序
を
定
む
る
が
如
き
太
初
暦
の
智
識

の
存
せ
し
こ
と
を
察
す
べ
き
な
り
。

し
こ
う而

し
て
、

え
な
ん
じ

淮
南
子
の
此
の
記
事
が
太
初
暦
と
二
箇
月
の
差
あ
る
を
以
て
見
れ
ば
、

え
な
ん
じ

淮
南
子

の
編
者
は
、
秦
が
未
だ
十
月
を
以
て
歳
首
と
せ
ざ
り
し
以
前
即
ち
周
の
朝
廷
の

な
お尚

存
在
し
て
十
一
月
を
以
て
歳
首
と
す
る
を
本

則
と
せ
し
頃
に
行
わ
れ
た
る
説
を
伝
承
せ
し
も
の
と
も
見
る
を
得
べ
し
。

　
　
註

(

1)

こ
こ
に
述
べ
た
正
月
と
三
月
と
の
相
違
に
つ
い
て
の
解
釈
に
は
大
な
る
錯
誤
が
あ
る
。
夏
正
の
正
月
は
周
正
の
三
月
で
あ
る
か
ら
淮
南
子

は
夏
正
を
取
り
、
天
官
書
は
周
正
を
取
っ
た
も
の
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

周
髀
算
経
の
著
作
年
代
　
　
周
髀
算
経
は
支
那
数
学
書
中
の
最
古
の
も
の
に
し
て
、
周
公
が
殷
よ
り
伝
承
せ
る
算
法
を
記
せ

る
も
の
と
称
す
と

い
え
ど雖

も
、
其
の
著
者
の
誰
人
な
る
か
を
知
る
を
得
ず
。
其
の
中
に
「
古
時
天
子
　治
㆑　
周
」
の
語
あ
る
に
よ
れ
ば

其
の
周
代
の
も
の
に
あ
ら
ざ
る
こ
と

あ
き
ら
か

明
な
り
。

し
こ
う而

し
て
十
九
歳
を
一
章
と
な
し
、
四
章
を

ほ
う蔀

と
な
し
、
二
十

ほ
う蔀

を
一
遂
と
な

し
、
三
遂
を
一
首
と
な
し
、
七
首
を
一
極
と
な
し
、
合
せ
て
三
万
一
千
九
百
二
十
歳
に
し
て
万
物

ま
た復

始
ま
る
も
の
と
な
し
、
其

の
と説

く
所

え
な
ん
じ

淮
南
子
又
は
史
記
よ
り
も
複
雑
な
る
の
み
な
ら
ず
、
未
だ
漢
書
芸
文
志
に
収
録
せ
ら
れ
ざ
る
も
の
な
れ
ば
、

た
し
か確

に
後

漢
以
来
の
も
の
な
る
べ
し
。
さ
れ
ば
之
を
細
論
す
る
の
要
な
し
。
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摂
提
な
る
語
の
意
義
　
　
摂
提
な
る
語
が
二
種
の
意
義
を
有
し
、
一
は
大
角
星
の
傍
に
あ
る
小
星
群
を
指
し
、
一
は
木
星
を

指
せ
る
こ
と
実
に
怪
し
む
べ
し
。
吾
人
其
の

ゆ
え
ん

所
以
を
考
究
し
て

い
さ
さ聊

か
之
を
解
く
こ
と
を
得
た
り
。
天
官
書
を

あ
ん按

ず
る
に
、
木
星

を
以
て
東
方
を
支
配
し
木
徳
を
有
し
春
を

つ
か
さ
ど

主
る
も
の
と
な
せ
り
。
木
星
の
名
は
即
ち
木
徳
を
有
す
る
よ
り
起
れ
り
。
同
書
に

又
「
東
宮
蒼
龍
」
の
語
あ
り
。
蒼
龍
は
即
ち
、
角
・

こ
う亢

・
て
い氐

・
房
・
心
・
尾
・

き箕
の
七
宿
を
包
括
す
る
も
の
に
し
て

お
お
よ
そ

大
凡V

irgo,

L
ib
ra,

S
corp

io
の
三
星
座
を
含
み
、
大
角
星
は
即
ち
其
の
首
に
在
り
。
木
星
と
蒼
龍
と
は
此
の
如
く
類
似
の
徳
を
有
す
る
も
の

と
せ
ら
れ
た
れ
ば
、
漢
代
の
碑
文
に
は
「
歳
在
」
に
代
う
る
に
龍
集
、
龍
在
、
龍
游
、
青
龍
、
蒼
龍
等
の
文
字
を
以
て
し
た
る
も

あ
り
。
後
漢
書
張
純
伝
に
は
「
今
摂
提
之
歳
、
蒼
龍
甲
寅
。
徳
　在
㆓　
東
　宮
㆒　
」
の
語
も
見
え
た
り
。
是
に
由
り
て
考
う
れ
ば
、
蒼

龍
の
首
部
に
あ
る
星
群
と
木
星
と
が
同
じ
く
摂
堤
と
呼
ば
る
る
こ
と
偶
然
に
あ
ら
ざ
る
を
知
る
べ
し
。

な
お尚

一
歩
を
進
め
て
論
ず

れ
ば
、「
歳
在
」
或
は
「
龍
集
」
は
木
星
の
真
の
位
置
を
示
す
も
の
に
も
あ
ら
ず
、
又
蒼
龍
の
真
の
位
置
を
示
す
も
の
に
も
あ
ら

ず
。
特
に
蒼
龍
の
宿
の
如
き
は

も
と素

よ
り
恒
星
な
れ
ば
木
星
の
如
く
他
の
諸
恒
星
の
間
を
惑
行
し
て
年
々
其
位
置
を
異
に
す
る
も

の
に
あ
ら
ず
。

し
か然

ら
ば
此
の
「
歳
」
と
「
龍
」
と
は
何
を
指
す
か
と
問
う
に
、
こ
は
太
歳
、
太
陰
、
天
一
等
と
呼
ば
れ
木
星
と
反

対
の
方
向
を
取
り
て
十
二
年
に
し
て
一
周
天
す
る
空
想
的
の
神
霊
を
指
す
も
の
に
し
て
、
換
言
す
れ
ば
木
徳
の
精
霊
と
も
い
う

べ
き
も
の
な
り
。
さ
れ
ば

え
な
ん
じ

淮
南
子
天
文
訓
に
は
「
天
神
之
貴
者
　莫
㆑　
　貴
㆓　
於
青
　
。
龍
㆒　
或
　曰
㆓　
天
　
。
一
㆒　
或
　曰
㆓　
太
　
。
陰
㆒　
」
と
い
え
り
。
此

の
如
く
し
て
木
星
と
蒼
龍
と
太
歳
と
は

あ
た
か恰

も
三
位
一
体
の
如
き
関
係
を
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
用
語
の
往
々
混
乱
を
生
ず

る
に
至
り
し
も
の
な
る
べ
け
れ
ば
、
摂
提
な
る
語
に
二
様
の
意
義
あ
る
こ
と
も
決
し
て
怪
し
む
に
足
ら
ざ
る
な
り
。

左
伝
は
漢
末
の
編
輯
　
　
是
の
如
く
に
し
て
、
太
初
暦
法
に
関
す
る
智
識
は
既
に
漢
の
武
帝
を

へ
だ
た距

る
こ
と
二
百
餘
年
前
、
即

ち
西
紀
前
三
百
年
頃
に
存
在
せ
し
形
跡
を
認
む
る
こ
と
を
得
た
り
。
さ
れ
ど
、
こ
は
当
時
に
於
て
た
だ
学
者
の
一
部
に
伝
え
ら
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れ
た
る
も
の
に
し
て
、
未
だ
星
暦
の
官
の
採
用
す
る
所
と
な
り
し
に
は
あ
ら
ず
。
其
他
之
に
関
す
る
智
識
は
な
お

し
ゅ
ら
い

周
礼
、

じ
が

爾
雅
、

左
伝
等
の
中
に
認
む
る
を
得
れ
ど
も
、

し
ゅ
ら
い

周
礼
、

じ
が

爾
雅
は
周
公
の
作
に
あ
ら
ず
し
て
戦
国
以
後
秦
漢
に
及
び
て
編
纂
せ
ら
れ
た
る

疑
あ
り
、
左
伝
も
亦

い
わ
ゆ
る

所
謂
左
丘
明
の
著
に
あ
ら
ざ
る
べ
き
は
既
に

し
ば
し
ば

屡
々
論
議
せ
ら
れ
た
る
所
な
れ
ば
、

し
ば
ら暫

く
之
を

け
つ
り
ゃ
く

闕
略
し
て

あ
え敢

て
引
用
を
試
み
ざ
る
を
至
当
と
考
う
。

い
な否
む
し寧

ろ
か
え却

っ
て

し
ゅ
ら
い

周
礼
、

じ
が

爾
雅
、
左
伝
中
に
此
の
種
の
記
事
あ
る
を
資
と
し
て
、
之
を

暦
法
発
達
の
智
識
に
照
し
て
、
此
等
の
書
の
編
著
せ
ら
れ
た
る
時
を
論
定
す
る
の
順
序
を
取
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

し
こ
う而

し
て
余
は

遂
に
左
伝
が
漢
末
に
編
輯
せ
ら
れ
た
る
証
左
を
把
握
し
得
た
り
。
こ
れ
余
が

ま
さ将

に
後
章
に
於
て
解
説
を
試
み
ん
と
す
る
所
の
も

の
な
り
。

劉
歆
の
三
統
暦
　
　
上
古
よ
り
漢
武
帝
の
時
に
至
る
迄
の
暦
法
の
発
達
は
既
に
之
を
述
べ
た
り
。
武
帝
の
太
初
元
年
以
来

お
よ凡

そ
一
百
年
の
間
は
別
に
何
等
の
変
動
も
な
か
り
し
が
、
孝
成
帝
の
世
に
当
り
て
、
劉
向
は
太
初
暦
及
び
当
時
の
学
者
の
間
に
伝

え
ら
れ
た
る
五
種
の
暦
法
を
比
較
し
て
、
其
の
是
非
を
論
じ
て
五
紀
論
を
作
れ
り
。
此
の
五
種
の
暦
法
は
漢
書
芸
文
志
に
見
え

た
る
黄
帝
五
家
暦
、

せ
ん
ぎ
ょ
く
れ
き

顓
頊
暦
、
夏
、
殷
、
周
魯
暦
等
を
指
せ
る
も
の
な
る
べ
し
。
次
ぎ
て
其
の
子

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
に
至
り
て
新
に
太
初

暦
を
修
正
し
て
三
統
暦(

1)を
作
れ
り
。

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
は
西
暦
紀
元
頃
の
人
に
し
て

お
う
も
う

王
莽
と
時
代
を
同
じ
く
し
、
莽
に
重
用
せ
ら
れ
た
る
人

物
な
り
。

　
　
註

(

1)

三
統
暦
は
鄧
平
の
太
初
暦
を
本
と
し
て
、
そ
の
上
に
五
星
の
週
期
に
関
す
る
新
案
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
條
も
ま
た
訂
正
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
。

三
統
暦
の
組
織
　
　

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
の
三
統
暦
法
に
於
て
、
其
の
主
眼
と
す
る
所
は
、
天
象
観
測
の
基
礎
と
な
る
べ
き
数
字
に
神
秘
の
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意
義
を
附
加
し
之
を
周
易
の
数
字
に
結
合
せ
ん
と
す
る
の
努
力
な
り
。
是
を
以
て
太
初
暦
に
用
い
ら
れ
た
る
数
字
は
、
勢
い
多

少
の
修
正
を
加
え
ら
れ
ざ
る
を
得
ず
。
今
其
の
著
し
き
も
の
を
対
比
す
れ
ば
左
の
如
し
。

　

　
　
太
初
暦
　
　
三
統
暦

一
年
の
日
数
　
　

365
14

　
　365

385

1539

一
月
の
日
数
　
　29

499

940

　
　

29
4381

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
は
之
を
解
し
て
曰
く
、
一
月
の
日
数
の
分
母
を
八
十
一
と
せ
る
は
易
の
陽
の
数
な
る
九
の
自
乗
な
り
。
一
年
の
日
数
の
分

母
を
一
千
五
百
三
十
九
と
せ
る
は
九
の
自
乗
た
る
八
十
一
に
閏
法
十
九
（
太
初
暦
は
十
九
年
に
七
閏
月
を
置
く
）
を
乗
ぜ
る
な

り
。
閏
法
十
九
は
易
の
繋
辞
伝
に
見
え
た
る
天
一
地
二
天
三
地
四
天
五
地
六
天
七
地
八
天
九
地
十
の
数
に
於
て
、
天
の
終
数
九

と
地
の
終
数
十
と
を
取
り
て
之
を
合
せ
た
る
も
の
な
り
と
。
其
他
の
諸
数
に
於
て
も
其
の
論
法
皆
此
の
如
し
。

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
は
是
に
於

て
易
と
天
文
と
の
両
部
習
合
を
試
み
た
る
も
の
な
り
と
い
う
べ
し
。

し
こ
う而

し
て
其
の
三
統
暦
と
い
え
る
名
称
は
何
に
よ
り
て
起
り

し
か
。
請
う

ま先
ず
左
の
算
式
を
看
よ
。

　

12
×

19
+
7
=

235

十
九
年
即
ち
一
章
の
月
数

29
4381

×
235

=
6939

6181
十
九
年
の
日
数

365
385

1539
×
19

=
6939

6181

同
　
上
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19

×
81

=
1539

一
統
の
年
数

6939
6181

×
81

=
365

385

1539
×

1539
=

562120

一
統
の
年
数

562120
=

60の
倍
数

+
40

=
60の

倍
数

+
60

×
23

562120
×

3
=

1686360
=

60の
倍
数

三
統
即
ち
一
元
の
日
数

1539
×
3
=

4617

三
統
の
年
数

三
統
の
最
初
の
日
を
冬
至
と
定
め
て
、
其
の
干
支
を
甲
子
と
す
れ
ば
、
四
千
六
百
十
七
年
後
に
至
り
て
ま
た
同
様
の
現
象
を
呈

す
る
に
至
る
も
の
と
す
。

し
こ
う而

し
て
此
の
計
算
に
よ
れ
ば
、
第
二
統
の
最
初
の
日
は
甲
子
の
後
四
十
日
即
ち
甲
辰
に
し
て
、
第
三

統
の
最
初
の
日
は
甲
辰
の
後
四
十
日
即
ち
甲
申
な
り
。

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
は
ま
た
一
統
、
二
統
、
三
統
に
附
す
る
に
天
統
、
地
統
、
人
統
の

名
称
を
以
て
し
、

い
わ
ゆ
る

所
謂
夏
、
殷
、
周
の
三
暦
即
ち
三
正
は
此
の
天
、
地
、
人
の
三
統
に
基
づ
け
る
も
の
と
な
せ
り
。

三
統
暦
の
缺
陥
　
　

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
が
三
統
暦
は
其
の
一
年
の
日
数
に
於
て
、
大
初
暦
よ
り
増
す
こ
と
六
千
一
百
七
十
六
分
の
一
、
一

月
の
日
数
に
於
て
、
同
じ
く
増
す
こ
と
七
万
六
千
百
四
十
分
の
一
な
り
。
其
の
真
の
数
値
を

へ
だ
た距

る
こ
と

ま
す
ま
す

益
遠
し
と

い
え
ど雖

も
、
其

の
太
初
暦
と
の
差
は

す
こ
ぶ頗

る
微
細
に
し
て
二
百
五
十
年
を
経
る
も
な
お
一
時
間
の
相
違
を
見
る
に
至
ら
ず
。
さ
れ
ば
班
固
が
漢

書
律
歴
志
に
は
三
統
暦
と
太
初
暦
と
を
混
同
し
て
武
帝
の
時
の
暦
官
な
る
鄧
平
は
既
に
二
十
九
日
八
十
一
分
の
四
十
三
を
以
て

一
月
と
定
め
た
り
し
も
の
と
な
せ
り
。

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
が
易
と
暦
数
と
の
両
部
習
合
は

た
し
か確

に
其
の
功
を
奏
せ
る
に
似
た
り
。

し
か然

る
に
太

初
暦
法

も
し若

く
は
三
統
暦
法
の
缺
陥
は
後
漢
の
初
世
に
至
り
て

よ
う
や漸

く
暦
家
の
注
意
す
る
所
と
な
り
、
建
武
八
年(A

.D
.
32)

に
は
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既
に
朱
浮
、
許
淑
等
が
暦
の
不
正
を
建
言
す
る
こ
と
あ
り
。
之
に
加
う
る
に
歳
差(P

recession
of

E
q
u
in
ox
es)

の
理
未
だ
世
に

知
ら
れ
ざ
る
の
時
な
り
し
か
ば
、
三
統
暦
が
天
象
と
相
違
す
る
こ
と
は
年
と
共
に
益
々
甚
し
く
な
り
、
遂
に
章
帝
の
元
和
二
年

(A
.D

.
85)

に
至
り
て
三
統
暦
は
廃
止
せ
ら
れ
、
新
に
四
分
暦
の
施
行
を
見
る
に
及
べ
り
。
歳
差
の
理
は
南
北
朝
の
時
代
に
於
て
、

北
斉
の
張
子
信
が
始
め
て
唱
え
出
せ
る
も
の
な
れ
ど
も
、
西
洋
に
て
は
西
紀
前
百
二
十
年
頃
既
に
ギ
リ
シ
ヤ
の
人
ヒ
ッ
パ
ル
コ

ス(H
ip
p
arch

u
s)

の
発
見
し
た
り
し
も
の
な
れ
ば
、
こ
れ
或
は
西
洋
伝
来
の
説
な
る
こ
と
な
か
ら
ん
か
。
歳
差
の
理
一
た
び
唱

え
出
さ
れ
た
れ
ど
も
、
之
に
反
対
す
る
保
守
の
徒

な
お尚

甚
だ
多
く
、
其
の
暦
術
上
に
確
乎
た
る
根
拠
を
得
た
る
は
、
唐
の
玄
宗
の

開
元
年
中
に
施
行
せ
ら
れ
た
る

た
い
え
ん
れ
き

大
衍
暦
を
始
め
と
す
。

た
い
え
ん
れ
き

大
衍
暦
の
作
者
は
僧
一
行
に
し
て
、
此
の
暦
は
支
那
の
暦
法
上
に
一
時

期
を
劃
せ
る
も
の
な
り
。

木
星
週
期
に
関
す
る
太
初
暦
と
三
統
暦
と
の
相
違
　
　

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
の
三
統
暦
と
武
帝

の
時
に
施
行
せ
ら
れ
た
る
太
初
暦
と
の
間
に
於
け
る
重
要
な
る
相
違
の
点
は
、

な
お尚

一
あ
り
。
何
ぞ
や
。
木
星
の
運
行
に
つ
き
て
の
計
算
こ
れ
な
り
。
太
初
暦
は
木
星

の
一
年
の
行
度
を
以
て
三
十
度
十
六
分
の
七
と
な
し
、
十
二
年
に
し
て
正
し
く
一

周
天
す
る
も
の
と
な
せ
り
。

し
か然

る
に
三
統
暦
は
之
を
以
て
十
二
年
よ
り

や
や稍

少
な
き

も
の
と
な
し
、
一
百
四
十
四
年
に
一
次
即
ち
天
周
の
十
二
分
の
一
を

ゆ
え
つ

踰
越
す
と
な

せ
り
。
一
百
四
十
四
年
に
一
次
を

ゆ
え
つ

踰
越
す
と
は
百
四
十
四
年
に
百
四
十
五
次
即
ち

天
周
の14512

倍
を
運
行
す
る
の
意
に
し
て
、
之
に
よ
り
て
木
星
が
一
周
天
す
る
年

数
を
算
す
れ
ば
、11.92

年
と
な
る
。
後
世
に
於
け
る
実
測
の
結
果
に
よ
れ
ば
木
星
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は
お
よ凡

そ11.8622

年
に
一
周
天
を
な
す
も
の
に
し
て
、
地
球
よ
り
之
を
見
る
時
は

あ
た
か恰

も
図
の
如
き
運
動
を
な
し
、

お
よ凡

そ
八
十
三

年
に
し
て
七
周
天
を
了
し
、
八
十
六
年(12

−
11.8622

=
0.1378,

11.8622
÷
0.1378

=
86.082)

に
し
て
一
次
を

ゆ
え
つ

踰
越
す
る
も

の
な
り
。
此
の
八
十
三
年
七
周
の
事
た
る
や
支
那
に
於
て
は
南
北
朝
劉
宋
の
時
代
に
祖
沖
之
が
始
め
て
唱
え
出
せ
る
も
の
に
し

て
、
其
後

し
ば
し
ば

屡
々
論
難
あ
り
た
れ
ど
も
、
唐
の

た
い
え
ん
れ
き

大
衍
暦
以
来
全
く
此
の
数
に
一
決
し
た
り
。
然
れ
ば

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
が
百
四
十
四
年
に
一
次

を
ゆ
え
つ

踰
越
す
と
い
え
る
説
を
取
り
来
れ
る
は
多
少
実
際
に
近
づ
け
る
も
の
な
れ
ど
も
、

な
お尚

未
だ
甚
だ
不
精
確
な
る
を
免
れ
ざ
る
な

り
。
史
記
の
天
官
書
と
漢
書
の
律
歴
志
と
の
文
を
比
較
す
れ
ば
、
木
星
の
運
行
の
観
測
も
後
に
至
り
て

や
や稍

精
密
と
な
り
し
が
如

く
な
れ
ど
も
、
其
の
実
未
だ
太
初
暦
の
範
囲
を
脱
し
た
る
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
、
僅
に
一
日
の
行
度

112

度
を
改
め
て

145

1728

度

と
な
し
し
に
過
ぎ
ず
。
其
の
差
は
僅
に

1

1728

度
な
り
。

し
こ
う而

し
て
其
の
計
算
中
に
は
一
年
を365

385

1539

と
な
せ
る
こ
と
明
に
認

知
せ
ら
れ
、

か且
つ1728

の
数
に
は
複
雑
な
る
易
の
数
理
を
含
ま
し
め
た
り
。
こ
れ
実
際
を

へ
だ
た距

る
こ
と

な
お尚

遠
し
と
い
う
べ
き
な

り
。1728

な
る
数
の
成
立
に
つ
き
て
漢
書
律
歴
志
は
叙
し
て
曰
く
、

天
　以
㆑　
一
　生
㆑　
水
。
地
　以
㆑　
二
　生
㆑　
火
。
天
　以
㆑　
三
　生
㆑　
木
。
地
　以
㆑　
四
　生
㆑　
金
。
天
　以
㆑　
五
　生
㆑　
土
。
五
勝
相
乗
。
以
　生
㆓　
小
　
。
周
㆒　
以

　乗
㆓　
乾
坤
之
　
、
策
㆒　
而
　成
㆓　
大
　
。
周
㆒　

陰
陽
　比
㆑　
類
。
交
錯
相
成
。
故
九
六
之
変
。
　登
㆓　
降
於
六
　
。
体
㆒　
三
微
而
　成
㆑　
著
。
三
著
而
　成
㆑　
象
。
二
象
十
有
八
変
而
　成
㆑　
卦
。

四
営
而
　成
㆑　
易
。
　為
㆓　
七
十
　
。
二
㆒　
　参
㆓　
三
　統
㆒　
　両
㆓　
四
　時
㆒　
相
乗
之
数
也
。
　参
㆑　
之
則
　得
㆓　
乾
之
　
。
策
㆒　
　両
㆑　
之
則
　得
㆓　
坤
之
　
。
策
㆒　

統
母
木
金
相
乗
　為
㆓　
十
　
。
二
㆒　
是
　為
㆓　
歳
星
小
　
。
周
㆒　
小
周
　乗
㆓　
坤
　
。
策
㆒　
　為
㆓　
一
千
七
百
二
十
　
。
八
㆒　
是
　為
㆓　
歳
星
歳
　
。
数
㆒　

と
。
此
の
文
に
よ
る
時
は
左
の
関
係
あ
る
な
り
。

3（
木
の
数
）
×
4（
金
の
数
）
=

12（
木
星
の
小
周
）
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4（
営
）
×
3（
微
）
×
3(著
）
×
2（
象
）
=

72
=

3（
統
）
×

3
×
4（
時
）
×

2

72
×
3
=

216（
乾
策
）

72
×

2
=

144（
坤
策
）

144（
坤
策
）
×

12（
小
周
）
=

1728（
大
周

)

之
を
易
の
繋
辞
伝
の
文
な
る

大
衍
之
数
五
十
。
其
用
四
十
有
九
。
分
而
　為
㆑　
二
。
以
　象
㆑　
両
。
　掛
㆑　
一
以
　象
㆑　
三
。
　揲
㆑　
之
　以
㆑　
四
。
以
　象
㆓　
四
　
。
時
㆒　
　帰
㆓　
奇
於

　
。
扐
㆒　
以
　象
㆑　
閏
。
五
歳
再
閏
。
故
再
扐
而
後
掛
。
乾
之
策
二
百
一
十
有
六
。
坤
之
策
百
四
十
有
四
。
凡
三
百
有
六
十
。
　当
㆓　

期
之
　
。
日
㆒　
二
篇
之
策
万
有
一
千
五
百
二
十
。
　当
㆓　
万
物
之
　数
㆒　
也
。

是
故
四
営
而
　成
㆑　
易
。
十
有
八
変
而
　成
㆑　
卦
。
八
卦
而
小
成
。
引
而
　伸
㆑　
之
。
　触
㆑　
類
而
　長
㆑　
之
。
天
下
之
能
事
畢
矣
。

に
比
す
れ
ば
、
三
統
暦
作
者
の
苦
心
の
跡
以
て
知
る
を
得
べ
く
、
又
易
と
暦
数
の
両
部
習
合
が
其
の
淵
源
更
に
遠
く
し
て
、
実

に
繋
辞
伝
よ
り
始
ま
れ
る
を
知
る
べ
き
な
り
。

三
　
漢
代
の
暦
と
外
国
の
古
暦
法
と
の
比
較

希
臘
の
カ
リ
ポ
ス
暦
　
　
吾
人
は
漢
代
の
暦
法
を
研
究
し
て
遂
に
西
方
諸
国
の
古
層
に
及
び
、
こ
こ
に
太
初
暦
と
密
に
相
符

合
す
る
一
法
を
得
た
り
。
そ
は

ギ
リ
シ
ア

希
臘
の
カ
リ
ポ
ス(

1)

(C
alip

u
s)

の
暦
法
な
り
。
カ
リ
ポ
ス
は

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー

亜
歴
山
大
王
の
時
の
人
に
し
て
、
其

の
修
正
せ
る
暦
法
は
西
紀
前
三
百
三
十
年
を
以
て
実
施
せ
ら
れ
た
り
。
こ
れ

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー

亜
歴
山
が
大
に

ペ
ル
シ
ア

波
斯
王
の
軍
を
敗
り
し
年
の
翌
年

に
し
て
、
其
の

イ
ン
ド

印
度
征
伐
に
先
だ
つ
こ
と
三
年
な
り
。
是
よ
り
先
き
西
紀
前
四
百
三
十
二
年
頃

ギ
リ
シ
ア

希
臘
に
メ
ト
ン(M

eton
)

な
る

人
あ
り
て
、
始
め
て
十
九
年
に
七
閏
月
を
設
く
る
こ
と
を
発
見
す
。
こ
れM

eton
’s
cy
cle

と
名
づ
く
る
も
の
に
し
て
、
古
暦
中
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の
傑
作
と
称
せ
ら
る
。

け
だ蓋

し
ギ
リ
シ
ア

希
臘
は
古
来
太
陰
暦
を
用
い
た
り
と

い
え
ど雖

も
、
メ
ト
ン
よ
り
以
前
は
其
の
法
未
だ
整
わ
ず
、
ソ
ロ
ン

(S
olon

)

の
時
、
月
に
大
小
を
設
け
て
三
十
日
及
び
二
十
九
日
と
な
し
、
交
互
に
六
大
六
小
を
置
き
て
、
十
二
月
三
百
五
十
四
日
を

以
て
一
年
と
し
た
り
し
が
、
後
二
年
毎
に
三
十
日
の
閏
月
一
個
を
挿
入
す
る
に
至
り

な
お猶

其
の
天
象
と
合
せ
ざ
る
も
の
あ
る
を
以
て
、

更
に
ク
レ
オ
ス
ト
ラ
ト
ス(C

leostratu
s
of

T
en
ed
os)

な
る
も
の
出
で
て
八
年
に
三
閏
月
を
置
く
こ
と
に
改
め
た
り
。

し
か然

る
に

此
の
数
た
る
や
、
十
二
月
が
精
密
に
三
百
五
十
四
日
に
し
て
一
年
が
精
密
に
三
百
六
十
五
日
四
分
の
一
な
る
時
に
始
め
て
正
し

か
る
べ
き
も
の
に
し
て(354×

8
+
30×

3
=

2922
=

365
14
×
8)

其
の
八
年
の
日
数
は
実
際
の
日
数
よ
り
少
き
こ
と
大
約
一
日

半
な
り
。
百
六
十
年
を
経
れ
ば

お
よ凡

そ
三
十
日
の
差
を
生
ず
る
に
至
る
。
よ
り
て
百
六
十
年
毎
に
一
閏
を
減
ず
る
の
説
生
ぜ
し
が
、

実
用
上
不
便
な
る
を
以
て
施
行
せ
ら
れ
ず
。
こ
れ
よ
り
後
は
た
だ
時

て々
き
ぎ

適
宜
の
修
正
を
加
う
る
の
み
に
て
一
定
の
規
則
を
立
つ

る
こ
と

あ
た能

わ
ざ
り
し
か
ば
、
暦
法
の
紛
乱

ま
す
ま
す

益
〻
甚
し
く
な
る
に
至
れ
り
。
其
後
メ
ト
ン
の
説
一
た
び
出
ず
る
に
及
び
て
暦
法
始

め
て
正
し
く
、ギ

リ
シ
ア

希
臘
の
諸
州
皆
一
斉
に
之
を
採
用
す
る
こ
と
と
な
れ
り
。
メ
ト
ン
は
十
九
年
に
七
閏
月
を
置
く
こ
と
を

は
じ創

め
、
其

間
の
月
数
二
百
三
十
五
を
分
ち
て
百
二
十
五
月
を
大
と
し
、
百
十
月
を
小
と
し
、
其
間
の
日
数
を
合
せ
て6940

と
定
め
、
一
種

の
方
法
を
設
け
て
、
大
小
の
配
列
を
整
頓
せ
り
。

し
か然

る
に
後
一
百
年
カ
リ
ポ
ス
の
出
ず
る
に
及
び
て
、365

14
×
19

=
6939

34

な

る
が
為
に
、
メ
ト
ン
の
法
の
七
十
六
年
に
一
日
の
誤
差
を
生
ず
る
を
矯
正
せ
ん
と
し
、
こ
こ
に29

499

940
×
235

×
4
=

27759

な

る
計
算
を
採
用
し
て
七
十
六
年
の
週
期
を
制
定
す
る
に
至
れ
り
。
此
の
カ
リ
ポ
ス
の
暦
法
は
漢
の
太
初
暦
に
分
毫
も

た
が差

う
所
な

き
な
り
。

あ豈
に
奇
と
い
わ
ざ
る
べ
け
ん
や
。

　
　
註

(

1)

カ
リ
ポ
ス
暦
に
つ
い
て
は
、『
支
那
古
代
史
論
』、『
支
那
暦
法
起
原
考
』
に
一
層
深
く
突
込
ん
だ
研
究
を
記
し
て
置
い
た
。
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印
度
の
木
星
紀
年
法
　
　
太
初
暦
に
見
え
た
る
歳
星
の
運
行
を
以
て
年
の
順
序
を
定
む
る
こ
と
は
、ギ

リ
シ
ア

希
臘
、エ

ジ
プ
ト

埃
及
、カ
ル
デ
ヤ
等

の
諸
国
に
な
き
も
の
の
如
し
。

し
か然

る
に
、チ
ャ
ル
マ
ー
ズ
の
記
す
る
所
に
よ
れ
ば
、

イ
ン
ド

印
度
の
古
代
に
ブ
リ
ハ
ス
パ
チ（V

rih
asp

ati
宿
曜
経
に
は
勿
哩
訶
娑
跛
底
と
書
す
）
の
週
期
な
る
も
の
あ
り
。
六
十
年
を
一
周
と
な
せ
り
と
い
う
。
勿
哩
訶
娑
跛
底
は
即
ち

木
星
の
事
な
れ
ば
、
こ
れ
即
ち
支
那
の
智
識
と
一
致
せ
る
も
の
な
り
。

東
西
暦
法
の
交
渉
に
関
す
る
四
個
の
問
題
　
　
吾
人
は
是
に
於
て
四
種
の
問
題
を
提
出
せ
ざ
る
を
得
ず
。（
一
）
漢
代
の
暦
法

は
ギ
リ
シ
ア

希
臘
よ
り
伝
わ
り
し
か
。
或
は

か
え却

っ
て
支
那
よ
り

ギ
リ
シ
ア

希
臘
に
及
ぼ
せ
し
か
。（
二
）
歳
星
の
運
行
に
よ
り
て
年
の
順
序
を
定
む
る

こ
と
は
、

イ
ン
ド

印
度
よ
り
支
那
に
伝
わ
り
し
か
。
或
は
其
の
反
対
な
り
し
か
。（
三
）
七
十
六
年
を
一
週
期
と
す
る
暦
法
と
、
六
十
年

を
一
週
期
と
す
る
歳
星
の
運
行
と
は
支
那
に
於
て
結
合
せ
ら
れ
し
か
。
或
は
其
他
の
国
に
於
て
せ
し
か
。（
四
）
支
那
と
西
方
諸

国
と
は
も
と
何
等
の
関
係
な
く
し
て
、
其
の
暦
法
は
偶
然
に
暗
合
し
た
る
も
の
か
。
是
な
り
。

第
一
の
問
題
に
つ
き
て
　
　

ま先
ず
第
一
の
問
題
に
つ
き
て
考
う
る
に
、

ギ
リ
シ
ア

希
臘
に
て
カ
リ
ポ
ス
暦
を
施
行
し
た
る
は
西
紀
前
三

百
三
十
年
に
在
り
。
支
那
に
て
太
初
暦
を
施
行
し
た
る
は
西
紀
前
一
百
四
年
に
在
り
。
支
那
の

ギ
リ
シ
ア

希
臘
よ
り
後
る
る
こ
と
実
に
二

百
二
十
六
年
な
り
。
但
し
支
那
に
は
先
に
述
べ
た
る
如
く
西
紀
前
三
百
年
頃
に
於
て
既
に
此
の
種
の
暦
の
知
ら
れ
た
る
形
跡
な

き
に
し
も
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
そ
は
た
だ
歳
星
の
週
期
に
過
ぎ
ず
し
て
、
七
十
六
年
の
週
期
に
つ
き
て
は
何
等
の
徴
証
の
存
す
る

も
の
あ
ら
ず
。
七
十
六
年
の
週
期
を
用
う
る
こ
と
の
明
瞭
に
顯
れ
た
る
は

え
な
ん
じ

淮
南
子
を
最
古
と
な
す
。
さ
れ
ど
こ
れ

な
お尚

大
約
武
帝

(B
.C
.
140

―87)

の
初
年
に
あ
り
。
支
那
の

ギ
リ
シ
ア

希
臘
に
後
れ
た
る
は
、
こ
れ
人
を
し
て
支
那
が

ギ
リ
シ
ア

希
臘
よ
り
伝
え
ら
れ
た
る
を
思
わ
し

む
る
も
の
な
り
。

し
か
の
み
な
ら
ず

加
之
、

ギ
リ
シ
ア

希
臘
に
於
て
は
、
よ
く
暦
法
発
達
の
経
路
を

た
ど辿

る
を
得
れ
ど
も
、
支
那
に
於
て
は
、
太
初
暦
以
前

に
な
お
一
年
を
三
百
六
十
六
日
と
し
三
十
六
月
即
ち
三
年
毎
に
一
閏
を
置
き
た
る
証
跡
あ
り
。

し
こ
う而

し
て

た
だ
ち直

に
七
十
六
年
の
週
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期
を
作
り
、
十
九
年
に
七
閏
を
置
く
こ
と
を
定
め
た
る
は
極
め
て
急
激
の
変
化
な
り
と
す
。
是
を
以
て
太
初
暦
施
行
後
三
十
六

年
間
は
な
お
旧
暦
家
の
反
対
を
免
れ
ざ
り
し
な
り
。
之
を
後
世
の
事
蹟
に
比
す
れ
ば
、
唐
の
大
徳
暦
、
元
の
授
時
暦
の
如
き
支

那
の
暦
法
史
上
に
一
新
時
期
を
劃
せ
る
も
の
は

い
ず何

れ
も
西
方
よ
り
輸
入
せ
ら
れ
た
る
も
の
を
根
拠
と
し
て
製
作
し
た
る
も
の
な

り
。

し
こ
う而

し
て
支
那
よ
り
出
で
て
西
方
に
影
響
を
与
え
し
暦
法
は
一
も
存
す
る
こ
と
な
し
。

し
か然

ら
ば
則
ち
太
初
暦
の
方
法
が
支
那

よ
り

ギ
リ
シ
ア

希
臘
に
入
り
し
も
の
と
は
到
底
認
む
る
を
得
べ
か
ら
ず
。

か且
つ

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー

亜
歴
山
大
王
の

イ
ン
ド

印
度
征
伐
は
西
紀
前
三
百
二
十
七
年
に
在

り
。
次
ぎ
て
セ
リ
ウ
カ
ス
の
シ
リ
ヤ
王
国
建
設
せ
ら
れ
て

ギ
リ
シ
ア

希
臘
の
文
化
は

よ
う
や漸

く
支
那
の
西
鄰
に
輸
入
せ
ら
れ
た
れ
ば
、
其
の
暦

法
も
亦

て
ん
て
ん

輾
転
し
て
支
那
に
入
り
た
ら
ん
こ
と
決
し
て
疑
う
べ
か
ら
ず
。
太
初
暦
の
算
者
た
り
し

ら
く
か
こ
う

落
下
閎
も
、
純
粋
の
支
那
人
と

し
て
は

や
や

稍
〻
異
彩
あ
る
姓
名
な
り
。
チ
ャ
ル
マ
ー
ズ
は
此
の
暦
法
の
輸
入
を
以
て
武
帝
の
世
に

ち
ょ
う
け
ん

張
騫
が
西
域
に
使
し
た
る
時
な

る
べ
し
と
論
じ
た
れ
ど
も
、

え
な
ん
じ

淮
南
子
の
成
り
た
る
は
、
既
に
其
の
以
前
に
あ
れ
ば
此
の
説
は
採
用
し
難
し
。

第
二
の
問
題
に
つ
き
て
　
　
次
に
第
二
の
問
題
を
考
う
る
に
、
支
那
に
於
て
歳
星
の
運
行
を
示
す
に
用
う
る
語
の
他
の
普
通

の
支
那
語
と
餘
り
に
多
く
懸
隔
せ
る
は
、
人
を
し
て
其
の
外
国
語
の
分
子
を
含
む
も
の
な
る
を
疑
わ
し
め
ざ
る
を
得
ず
。
即
ち

史
記
の
暦
書
に
見
え
た
る

摂
提
格
　
　

た
ん
あ
つ

単
閼
　
　
執
徐
　
　
大
荒
落
　
　

と
ん
そ
う

敦
牂
　
　

き
ょ
う
こ
う

協
洽
　
　

と
ん
な
ん

涒
灘
　

さ
く
が
く

作
噩
　
　

え
ん
も

淹
茂
　
　
大
淵
獻
　
　
困
敦
　
　

赤
奮
若
　
　
（
以
上
十
二
支
）

え
ん
ほ
う

焉
逢
　
　
端
蒙
　
　
游
兆
　
　

き
ょ
う
ご

彊
梧
　
　
徒
維
　
　

し
ゅ
く
れ
い

し
ゅ
く
れ
い

祝
犂
　
　
商
横
　
　
昭
陽
　
　

お
う
が
い

横
艾
　
　
尚
章
　
　
（
以
上
十
干
）

及
び
天
官
書
に
見
え
た
る

　
　
摂
提
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の
如
き
こ
れ
な
り
。

な
お尚
こ
こ茲

に
最
も
注
意
す
べ
き
は
十
干
の
文
字
及
び
其
の
順
序
が

え
な
ん
じ

淮
南
子
及
び
史
記
に
於
て
、
非
常
な
る
混
雑

あ
る
こ
と
こ
れ
な
り
。

　
　

史
　
記

え
な
ん
じ

淮
南
子

焉
　
逢

Y
en
fên

g

　
　

け
つ闕

　
逢

Y
en
fên

g,
A
(t)fên

g

甲

端
　
蒙

T
u
an

m
u
n
g

　
　

せ
ん旃

　
蒙

C
h
an

m
u
n
g

乙

游
　
兆

Y
u
ch
ao

　
　
柔
　
兆

J
ou

ch
ao

丙

き
ょ
う

彊
　

ご梧

C
h
ian

gw
u

　
　
強
　

ぎ
ょ圉

C
h
ian

gy
ü

丁

徒
　
維

T
u
w
ei

　
　
著
　

よ
う雝

C
h
o(k

)y
u
n
g

戊

祝
　

れ
い犂

C
h
u
(k
)li

　
　
屠
　
維

T
ú
w
êi

己

商
　
横

S
h
an

gh
ên
g

　
　
上
　
章

S
h
an

gch
an

g

庚

昭
　
陽

C
h
aoyan

g

　
　
重
　
光

C
h
u
n
gk

u
an

g

辛

横
　

が
い艾

H
ên
gai

　
　
玄
　

よ
く黓

H
sü
an

i(k
)

壬

尚
　
章

S
h
an

gch
an

g

　
　
昭
　
陽

C
h
aoyan

g

癸

え
ん
ほ
う

焉
逢
を

え
ん
ほ
う

閼
逢
と
し
、
端
蒙
を

せ
ん
も
う

旃
蒙
と
し
、
游
兆
を
柔
兆
と
し
、

き
ょ
う
ご

彊
梧
を

き
ょ
う
ぎ
ょ

強
圉
と
す
る
が
如
き
は

あ
き
ら
か

明
に
同
一
語
を
音
標
的
文
字

に
て
示
せ
る
も
の
な
り
。

し
こ
う而

し
て
尚
章
と
上
章
、
昭
陽
と
昭
陽
、
徒
維
と
屠
維
の
如
き
も
必
ず
同
一
語
な
る
べ
く
、

し
ゅ
く
れ
い

祝
犂
と

ち
ょ
よ
う

著
雝
、
商
横
と
重
光
、

お
う
が
い

横
艾
と

げ
ん
よ
く

玄
黓
の
如
き
も
亦
同
一
語
の
訛
伝
な
る
べ
し
と

い
え
ど雖

も
、
其
の
位
置
の
甚
だ
混
乱
せ
る
は

す
こ
ぶ頗

る

け
げ
ん

怪
訝
に
堪
え
ざ
る
事
に
し
て
、
此
等(

1)の
語
が
支
那
本
土
に
産
出
せ
ら
れ
た
り
と
は
到
底
考
う
る

あ
た能

わ
ざ
る
な
り
。

か且
つ

え
な
ん
じ

淮
南
子
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と
史
記
と
に
於
て
此
等
の
語
の
其
順
序
を
異
に
せ
る
は
、
武
帝
の
当
時
に
於
て
既
に
之
に
対
し
て
学
者
の
間
に
明
瞭
な
る
智
識

な
か
り
し
を
証
明
す
る
も
の
に
し
て
、
ま
た
外
国
よ
り
種
々
の
経
路
を
取
り
て
伝
来
せ
る
間
に
種
々
の
誤
謬
を
生
じ
た
り
し
こ

と
を
想
像
せ
し
む
る
も
の
な
り
。
さ
れ
ば
ブ
リ
ハ
ス
パ
チ
の
週
期
を
以
て
年
歳
の
順
序
を
定
む
る
こ
と
の

イ
ン
ド

印
度
に
存
す
る
以
上
、

吾
人
は

し
ば
ら姑

く
之
が
本
原
を

イ
ン
ド

印
度
に
帰
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
。

　
　
註

(

1)

十
干
十
二
支
の
異
名
を
必
ず
し
も
外
国
語
の
音
訳
と
見
る
必
要
の
な
い
こ
と
は
、『
支
那
古
代
史
論
』
第
九
章
に
論
じ
て
置
い
た
。

干
支
の
異
名
の
バ
ビ
ロ
ン
伝
来
説
に
つ
い
て
　
　

な
お尚

お
此
の
十
干
十
二
支
の
名
称
に
つ
き
て
は
、ラ
ク
ー
ペ
リ
ー(L

acou
p
erie)

のW
estern

origin
of

th
e
early

ch
in
ese

civ
ilization

に
バ
ビ
ロ
ン
よ
り
伝
来
せ
る
も
の
な
る
べ
し
と
の
説
あ
れ
ど
も
、
未
だ

容
易
に
信
じ
難
し
。
此
等
を
以
て

イ
ン
ド

印
度
伝
来
と
す
る
は
既
に
チ
ャ
ル
マ
ー
ズ
の
立
て
た
る
臆
説
な
り
。
彼
は
摂
提(S

ep
ti)

を
以

てV
rih

asp
ati

の
頭
部
の
省
略
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
ら
ん
か
と
い
え
り
。
こ
れ
或
は

し
か然

る
べ
し
。
吾
人
は
之
に
加
う
る
に

え
な
ん
じ

淮
南
子

と
史
記
と
に
於
け
る
相
違
の
点
を
観
察
し
て
、
其
た
と
い

イ
ン
ド

印
度
伝
来
に
あ
ら
ず
と
す
る
も
必
ず
外
国
伝
来
た
る
を
確
信
す
る
に

至
れ
り
。

第
三
の
問
題
に
つ
き
て
　
　
次
に
第
三
の
問
題
に
つ
き
て
考
う
る
に
、

ギ
リ
シ
ア

希
臘
の
暦
法
が

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー

亜
歴
山
大
王
の
遠
征
に
伴
い
て

イ
ン
ド

印
度

に
入
り
た
る
は
明
白
な
る
事
実
な
れ
ば
、

イ
ン
ド

印
度
の
暦
家
が
或
は
之
に
結
合
す
る
に
従
来
其
国
に
存
し
た
る
ブ
リ
ハ
ス
パ
チ
の
週

期
を
以
て
し
た
る
こ
と
あ
り
て
、
其
後
何
等
か
の
方
法
に
て
支
那
に
輸
入
せ
ら
れ
た
り
と
な
す
も
、
全
く
強
誣
の
説
に
は
あ
ら
ざ

る
べ
き
か
。
支
那
の
暦
家
が

ギ
リ
シ
ア

希
臘
の
カ
リ
ポ
ス
暦
と

イ
ン
ド

印
度
の
ブ
リ
ハ
ス
パ
チ
の
週
期
と
を
別
々
に
取
り
集
め
て
両
者
を
結
合
す
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る
の
努
力
を
な
し
た
ら
ん
か
と
の
疑
な
き
に
あ
ら
ざ
る
べ
き
も
、
此
の
如
き
は
、
之
を
武
帝
以
前
の
暦
家
の
保
守
的
な
り
し
に
見
、

又
之
を
十
干
の
名
の
紛
乱
せ
る
に
徴
し
、
殆
ん
ど
有
り
得
べ
か
ら
ざ
る
事
と
考
う
。
さ
れ
ば
屈
原
が
離
騒
を
作
り
て
摂
堤
貞
於

も
う
す
う

孟
陬
と
歌
い
し
西
紀
前
三
百
年
頃
に
は
既
に
カ
リ
ポ
ス
の
暦
法
も

ひ
そ
か密

に
イ
ン
ド

印
度
よ
り
し
て
支
那
の
地
に
輸
入
せ
ら
れ
居
り
し
な
る

べ
き
か
。
或
は
其
頃
は
単
に
ブ
リ
ハ
ス
パ
チ
の
週
期
の
織
込
ま
れ
た
り
し
も
の
の
新
に
輸
入
せ
ら
る
る
に
至
り
し
な
ら
ん
か
。

戦
国
時
代
に
於
け
る
支
那
と
印
度
と
の
交
通
　
　
吾
人
は
戦
国
の
中
葉
に
於
て
支
那
と

イ
ン
ド

印
度
と
何
等
か
の
交
通
あ
り
し
を
想
う

べ
き
理
由
を
有
す
。
彼
の
老
荘
の
汎
神
論
的
哲
学
が

イ
ン
ド

印
度
思
想
と
酷
似
す
る
は
言
わ
ず
も
が
な（
老
子
を
孔
子
の
時
代
の
人
と
せ

る
は
取
ら
ず
）す

う
え
ん

鄒
衍
の
世
界
形
態
論
が
多
少

し
ゅ
み
せ
ん

須
弥
山
説
の
面
影
を

ほ
う
ふ
つ

髣
髴
せ
し
む
る
が
如
き
は
、
皆
此
の
種
の
想
像
を
助
く
る
の
材

料
た
る
者
な
り
。
彼
の
荘
子
に
記
し
て
南
越
に
あ
り
と
せ
る
建
徳
の
国
は
或
は
史
記
の
身
毒
（
索
陰
に
曰
く
昔
乾
篤
）
即
ち

イ
ン
ド

印
度

の
漠
然
た
る
伝
説
に
あ
ら
ざ
る
な
き
か
。
さ
れ
ば
、歳
星
の
運
行
を
以
て
年
の
順
序
を
定
む
る
の
説
が
屈
原
の
頃
に
於
て

イ
ン
ド

印
度
よ

り
支
那
に
入
り
し
と
す
る
臆
説
も
、
他
日
に
於
て
積
極
的
の
証
明
を
得
る
の
望
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
。
ラ
ク
ー
ペ
リ
ー
は
斉
国

の
港
な
る
琅
邪(L

an
gn

ga)

を
以
て
セ
ー
ロ
ン
の
ラ
ン
カ
プ
ラ(L

an
kap

u
ra)

ニ
コ
バ
ル
島
の
ラ
ン
カ
バ
ル
ス(L

an
ka-B

alu
s)

ジ
ヤ
バ
の
北
部
に
あ
る
ラ
ン
ガ
シ
ウ(L

an
g-n

ga-siu
)

等
と
同
種
の
語
な
り
と
し
、
之
を
以
て
春
秋
戦
国
時
代
に

イ
ン
ド

印
度
と
海
路
の

交
通
あ
り
し

あ
か
し証

と
し
、
其
他

な
お尚

多
く
の
証
拠
を
挙
げ
て
海
陸
両
路
よ
り

イ
ン
ド

印
度
と
交
通
し
た
り
し
こ
と
を
述
べ
た
れ
ど
も
、
其
の

言
往
々
牽
強
附
会
に
失
し
て

か
え
っ却

て
人
を
し
て
厭
わ
し
む
る
に
過
ぎ
ざ
り
し
な
り
。

第
四
の
問
題
に
つ
き
て
　
　
第
四
の
問
題
に
つ
き
て
は

こ
こ茲

に
多
言
す
る
の
要
を
認
め
ず
。
七
十
六
年
の
週
期
と
六
十
年
の
週

期
と
は
、

い
ず何

れ
も
前
に
述
べ
た
る
が
如
く
、
外
国
伝
来
の
証
憑
充
分
に
し
て
決
し
て
偶
然
の
暗
合
と
な
す
を
得
ざ
る
も
の
あ
れ

ば
な
り
。
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概
括
　
　
上
来
叙
述
す
る
所
を
概
括
す
れ
ば
左
の
如
し
。

（
一
）　
漢(

1)の
武
帝
以
前
の
暦
法
は
未
だ
整
頓
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
あ
ら
ず
。

（
二
）　
武
帝
の
太
初
暦
は

ギ
リ
シ
ア

希
臘
の
カ
リ
ポ
ス
暦
の
伝
来
せ
る
も
の
な
り
。

（
三
）　
木
星
の
運
行
に
基
づ
き
て
六
十
年
を
一
期
と
な
す
事
は
外
国
伝
来
の
智
識
な
り
。

（
四
）　
前
漢
の
末
に

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
が
作
れ
る
三
統
暦
は
太
初
暦
に
易
の
数
理
を
習
合
し
て
多
少
の
修
正
を
行
え
る
も
の
な
り
。

（
五
）　
太
初
暦(

2)（
三
統
暦
）
は
施
行
後
一
百
八
十
七
年
を
経
て
廃
止
せ
ら
れ
た
り
。

　
　
註

(

1)

武
帝
以
前
の
暦
法
に
就
て
は
、
後
年
の
研
究
の
結
果
、
太
初
暦
と
類
似
し
た
も
の
を
戦
国
時
代
ま
で
溯
っ
て
認
め
得
た
の
で
あ
る
。

(

2)

こ
の
太
初
暦
は
暦
術
甲
子
篇
に
見
え
る
も
の
で
は
な
く
、
鄧
平
の
作
っ
た
も
の
を
指
し
た
の
で
あ
る
。

四
　
春
秋
の
暦
法

春
秋
の
暦
法
　
　
孔
子
の
春
秋
は
魯
の
陰
公
元
年(B

.C
.
722)

よ
り
哀
公
十
四
年(B

.C
.
481)

ま
で
の
事
を
記
せ
る
年
代
記

な
り
。
其
の
間
の
年
数
は
二
百
四
十
二
年
あ
り
。
其
の
記
法
に
「
王
正
月
」
と
あ
る
は
周
王
の
定
め
た
る
正
月
と
い
う
事
に
し
て
、

此
の
時
代
に
於
て
暦
日
制
定
の
権
が
王
室
に
在
り
し
こ
と
を
証
明
す
る
と
同
時
に
、
諸
侯
の
国
に
て
も
皆
年
々
王
室
よ
り

わ
か頒

た

れ
た
る
暦
を
奉
ず
る
の
習
慣
あ
り
し
を
想
像
せ
し
む
る
も
の
な
り
。
古
来
の
学
者
の
中
に
は
、
此
の
頃
有
力
な
る
諸
侯
の
国
に

て
は
各
々
自
国
に
て
定
め
た
る
暦
を
行
い
た
り
と
い
え
る
も
の
あ
れ
ど
も
、
此
の
時
代
に
は

い
わ
ゆ
る

所
謂
五
覇
起
り
て
王
室
を
挟
ん
で

諸
侯
に
号
令
し
た
れ
ば
、
此
等
の
覇
者
が

こ
と
さ故

ら
に
王
室
の
暦
日
制
定
権
を
承
認
せ
ず
し
て
天
下
統
一
の
一
利
器
を
放
棄
す
べ
き
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理
由
な
く
、

か且
つ
諸
侯
の
会
盟
等
も
頻
繁
に
行
わ
れ
た
る
に
、
暦
法
が
区
々
に
て
は
其
の
不
便
も
少
な
か
ら
ざ
る
べ
け
れ
ば
、

あ
え肯

て
此
の
如
き
事
あ
り
と
も
思
わ
れ
ず
。

し
か
の
み
な
ら
ず

加
之
、
前
章
に
於
て
記
す
所
の
如
く
、
此
の
時
代
に
は
閏
月
を
置
く
の
定
則
未
だ

成
立
せ
ず
し
て
、
た
だ
四
季
の
餘
り
に
狂
わ
ざ
る
様
に
、
北
斗
な
ど
を
標
準
と
し
て
時
々
任
意
に
閏
月
を
挿
入
し
た
る
に
止
ま

れ
り
。
大
諸
侯
等
に
し
て
、

も若
し
別
々
に
暦
を
作
る
も
の
と
せ
ば
、
数
年
を
出
で
ず
し
て
混
乱
紛
糾
の
状
態
に
陥
る
べ
し
。
当

時
の
社
会
は
な
お
全
く
解
体
せ
ず
し
て
、
な
お
多
少
の
統
一
を
保
て
る
に
、
暦
法
の
上
に
於
て
の
み
此
の
如
き
こ
と
あ
ら
ん
と

は
、
決
し
て
認
む
る
を
得
べ
か
ら
ず
。
周
の
王
室
衰
え
た
り
と

い
え
ど雖

も
、
な
お
之
に
委
す
る
に
正
朔
を
頒
つ
の
権
を
以
て
し
、
諸

侯
皆
之
を

じ
ゅ
ん
ぽ
う

遵
奉
し
て
之
を
以
て
通
信
会
合
等
の
用
に
供
せ
し
こ
と
は
毫
も
疑
う
べ
か
ら
ざ
る
事
な
り
と
す
。

春
秋
の
閏
月
　
　
春
秋
の
記
事
に
於
て
、
月
を
示
す
に
は
一
、
二
、
三
等
の
数
を
用
い
、
日
を
示
す
に
は
甲
子
、

お
つ
ち
ゅ
う

乙
丑
等
の

干
支
を
用
う
。

し
こ
う而

し
て
朔
と

み
そ
か晦

と
は
必
ず
之
を
明
記
せ
り
。

か且
つ
日
食
の
記
事
は
鄭
重
に
其
の
月
日
を
記
し
て

あ
え敢

て
か
り
そ
め
に

苟
も

せ
ず
。
春
秋
時
代
の
暦
法
を
探
求
せ
ん
と
せ
ば
、

ま先
ず
日
食
の
月
日
を
精
査
し
て
、
之
に
相
当
す
る
太
陽
暦
の
月
日
を
求
め
、
更

に
各
年
に
於
け
る
冬
至
の
干
支
を
算
出
し
、
次
に
各
種
の
記
事
中
に
散
在
せ
る
干
支
を
推
し
て
、
其
の
相
当
す
る
所
の
月
日
を

定
め
、
以
て
閏
月
の
所
在
を
見
出
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
閏
月
の
配
当
既
に

あ
き
ら
か

明
な
ら
ば
、
其
の
暦
法
の

い
か

如
何
な
る
根
拠
に
出
ず

る
か
は

た
だ
ち直

に
推
定
す
る
を
得
べ
し
。
此
の
如
き
方
法
は
即
ち
チ
ャ
ル
マ
ー
ズ
の
取
り
た
る
所
に
し
て
、
其
の
結
果
は
レ
ッ
グ
が

英
訳
春
秋
の
巻
首
に
掲
げ
ら
れ
た
り
。(T

h
e
C
h
in
ese

C
lasics

V
ol.

V
,
P
t.

I,
p
p
.
86–87,

93–97)

之
に
よ
れ
ば
春
秋
二
百
四

十
二
年
の
間
に
閏
月
を
置
く
こ
と
八
十
八
回
に
し
て
、
平
均
十
一
年
に
四
回
を
置
く
割
合
に
当
り
、
或
は
二
年
に
一
回
、
或
は

三
年
に
一
回
、
或
は
四
年
に
一
回
を
置
き
、
其
の
間
に
一
定
の
規
則
な
し
。
故
を
以
て
、
其
の
正
月
中
に
冬
至
を
含
み
て

い
わ
ゆ
る

所
謂

周
正
に
合
す
と

い
え
ど雖

も
往
々
出
入
あ
る
を
免
れ
ざ
り
き
。
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春
秋
の
暦
日
記
事
の
価
値
　
　
春
秋
の
暦
日
は
支
那
上
古
の
暦
法
を
証
す
べ
き
最
上
の
材
料
な
る
が
上
に
、
其
の
記
事
の
孔

子
の
筆
に
成
り
た
り
と
い
う
を
以
て
漢
代
以
後
の
暦
家
は
之
を
推
重
し
て

お措
か
ず
。
漢
以
後
に
及
び
て
暦
法
の
改
革
者

し
ば
し
ば

屡
々
出

で
た
れ
ど
も
、い

ず何
れ
も
自
家
の
暦
法
の
精
確
な
る
こ
と
を
示
さ
ん
が
為
に
、
春
秋
の
記
事
を
引
き
来
り
て
証
拠
と
せ
ざ
る
も
の
な

し
。
其
の
往
々
に
し
て
通
ぜ
ざ
る
こ
と
あ
れ
ば
、
百
方
苦
心
し
て
其
の
一
致
を
見
出
さ
ん
と
し
、
甚
し
き
は
曲
説
誣
辞
自
ら
其

間
に
生
ず
る
を
顧
み
ざ
る
に
至
る
。

し
か然

り
と

い
え
ど雖

も
亦

か
え
っ却

て
本
文
を
改
訂
せ
ん
と
す
る
も
の
を
生
ず
る
こ
と
あ
り
。
又
春
秋
の

朔
閏
を
詳
密
に
研
究
し
て
、
之
を
表
に
作
り
出
し
た
る
も
の
数
種
あ
る
が
中
に
、
清
の
陳
厚
耀
の
春
秋
長
暦
の
如
き
、
清
の
顧
棟

高
の
春
秋
大
事
表
の
中
に
あ
る
春
秋
朔
閏
表
の
如
き
、

い
ず何

れ
も

す
こ
ぶ頗

る
詳
密
な
る
も
の
な
り
と

い
え
ど雖

も
、
皆
後
世
の
智
識
を
混
入

し
た
る
も
の
に
し
て
、
春
秋
時
代
の
真
相
を
示
せ
る
も
の
に

あ
ら非

ず
。
之
を
前
に
述
べ
た
る
チ
ャ
ル
マ
ー
ズ
の
表(L

u
n
er

m
on

th
s

accord
in
g
to

C
on

fu
ciou

s)

に
比
す
れ
ば
、
大
に
劣
る
所
あ
る
を
免
れ
ざ
る
な
り
。
陳
厚
耀
、
顧
棟
高
よ
り
遙
か
に
以
前
に
於

て
、
晋
の
杜
預
が
作
る
所
の
春
秋
長
暦
あ
り
し
が
、
こ
れ
亦
魏
晋
時
代
に
行
わ
れ
た
る
暦
法
に
よ
り
て
春
秋
時
代
の
月
日
を
算

定
せ
る
も
の
の
如
く
、
其
の
経
文
の
月
数
及
干
支
を
改
訂
す
る
こ
と
数
十
箇
所
に
及
べ
る
を
見
れ
ば
、
其
の
研
究
は

あ
き
ら
か

明
に
春

秋
時
代
の
真
相
に
遠
ざ
か
れ
る
も
の
な
り
。

お
よ凡

そ
春
秋
の
経
文
は

く
よ
う

公
羊
、
穀
梁
、
左
丘
明
三
家
の
書
に
伝
う
る
所
多
少
の
異
同

あ
り
と

い
え
ど雖

も
、

あ
え敢

て
甚
し
き

そ
ご

齟
齬
あ
る
に
至
ら
ず
。
孔
子
以
来
相
伝
承
し
来
れ
る
も
の
な
れ
ば
、
如
何
に
伝
写
の
訛
誤
あ
る
べ

し
と
は
い
え
、
月
日
を
誤
る
こ
と
数
十
箇
所
の
多
き
に
至
れ
り
と
は
決
し
て
信
ず
る

あ
た能

わ
ざ
る
こ
と
な
り
。
彼
の
日
食
の
記
事

の
如
き
、
現
今
の
暦
法
に
よ
り
て
其
の
月
日
を
算
定
し
之
に
配
す
る
に
其
の
日
に
相
当
す
る
干
支
を
以
て
し
、
更
に
之
を
本
文

と
比
較
す
る
に
、
其
の
一
致
せ
ざ
る
も
の
三
十
中
僅
か
に
一
あ
る
の
み
。
し
か
も
こ
れ
亦
僅
に
一
日
の
差
あ
る
に
過
ぎ
ず
。
其

の
精
確
な
る
こ
と
想
う
可
し
。

け
だ蓋

し
春
秋
日
食
を
記
す
る
も
の

お
よ凡

そ
三
十
六
あ
り
と

い
え
ど雖

も
、
其
の
三
は
干
支
を
記
さ
ず
、
其
の
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二
は
明
か
に
誤
記
に
し
て
、（
日
食
の
翌
月
ま
た
日
食
あ
り
と
な
す
も
の
）
其
の
一
は
黄
河
の
流
域
に
て
は
見
る
を
得
ざ
る
も
の

な
り
。
さ
れ
ば
本
文
の
文
字
は
充
分
之
を
尊
重
し
て
、
他
に
明
証
な
き
限
り
は

み
だ
り猥

に
之
を
改
訂
す
べ
き
に
あ
ら
ず
。
杜
預
が
為

す
所
の
如
き
は
餘
り
に
大
胆
に
過
ぎ
た
り
と
す
べ
し
。
之
を
要
す
る
に
春
秋
の
本
文
に
見
え
た
る
月
日
は
、
殆
ん
ど
当
時(

1)の
真

記
と

み
な

見
做
す
べ
き
も
の
に
し
て
、
後
世
の
暦
法
に
よ
り
て
算
出
し
た
る
も
の
と
は
必
ず
し
も
一
致
せ
ざ
る
も
の
な
り
。

　
　
註

(

1)

春
秋
の
本
文
に
見
え
た
月
日
は
、
必
ず
し
も
当
時
の
真
記
と
見
做
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
春
秋
の
書
は
戦
国
時
代
の
作
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
は
、
干
支
の
起
原
の
研
究
か
ら
推
断
し
た
も
の
で
、
そ
の
詳
細
は
『
支
那
古
代
史
論
』
其
の
他
に
詳
述
し
て
置
い
た
。

五
　
左
氏
伝
の
暦
法
　
其
一

左
氏
伝
の
暦
法
　
　
春
秋
の
経
文
を
離
れ
て
、
単
に
左
氏
伝
に
於
け
る
暦
日
の
記
事
を
点
検
す
る
に
、（
一
）
七
十
六
年
の
週

期
あ
り
、（
二
）
歳
星
の
運
行
に
基
づ
く
十
二
年
の
週
期
あ
り
、（
三
）
歳
星
が
百
四
十
四
年
に
一
次
を
踰
越
す
る
の
事
あ
り
。
今

順
序
を
追
う
て
之
が
詳
説
を
試
み
ん
と
す
。

（
一
）
七
十
六
年
の
週
期

七
十
六
年
の
週
期
　
　

き
こ
う

僖
公
五
年(B

.C
.
655)

の
伝
に
曰
く
、

春
王
正
月
辛
亥
朔
。
日
南
至
。
公
既
　視
㆑　
朔
。
遂
　登
㆓　
観
　台
㆒　
以
望
而
書
。
礼
也
。
凡
分
至
啓
閉
。
必
　書
㆓　
雲
　
。
物
㆒　
　為
㆑　
備
故
也
。

と
。
昭
公
二
十
年(B

.C
.
522)

の
伝
に
曰
く
、
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春
王
二
月
己
丑
。
日
南
至
。
梓
慎
　望
㆑　
氛
曰
。
今
茲
宋
　有
㆑　
乱
。
国
幾
亡
。
三
年
而
後
弭
。
蔡
　有
㆓　
大
　
。
喪
㆒　
叔
孫
昭
子
曰
。
然

則
戴
桓
也
。
汰
侈
無
礼
已
甚
。
乱
　所
㆑　
在
也
。

と
。

き
こ
う

僖
公
五
年
よ
り
昭
公
二
十
年
ま
で
正
に
一
百
三
十
三
年
を
経
た
り
。
試
み
に
此
の
数
を
点
検
す
る
に133

÷
19

=
7

に
し

て
剰
餘
な
し
。
故
に
仮
に
太
初
暦
法
に
よ
り
て
、
之
を
十
九
年
毎
に
正
月
朔
旦
冬
至
の
事
あ
る
も
の
と
し
て
測
算
す
れ
ば
、
昭

公
二
十
年
は
正
に
正
月
朔
旦
冬
至
の
年
に
当
れ
り
。
次
に
又
同
じ
暦
法
に
よ
り
て
此
の
日
の
干
支
を
考
う
る
に
、

ま先
ず
一
年
を

三
百
六
十
五
日
四
分
の
一
と
し
て
百
三
十
三
年
間
の
日
数
を
計
算
す
れ
ば365

14
×

133
=

48578
14

を
得
。
此
の
剰
餘
は
之
を

翌
年
に
組
込
む
べ
き
も
の
な
れ
ば

き
こ
う

僖
公
五
年
正
月

し
ん
が
い

辛
亥
朔
よ
り
、
昭
公
十
九
年
十
二
月

み
そ
か晦

に
至
る
ま
で
の
日
数
は48578

に
し

て
、
之
を60

に
て
除
す
れ
ば
剰
餘38

を
得
。
此
の
三
十
八
日
の
最
初
の
日
は
即
ち

し
ん
が
い

辛
亥
な
れ
ば
最
後
の
日
は

ぼ
し

戊
子
な
り
。
さ
れ

ば
其
の
翌
日
な
る
昭
公
二
十
年
正
月
朔
の
干
支
は

き
ち
ゅ
う

己
丑
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

し
か然

る
に
左
伝
の
記
事
は
此
の
推
定
に
反
し
て
此

の
年
に
於
け
る

き
ち
ゅ
う

己
丑
冬
至
を
以
て
二
月
中
の
こ
と
と
な
せ
り
。
果
し
て

し
か然

ら
ば
此
等
の
記
事
は
大
初
暦
の
知
識
と
何
等
の
関
係

な
き
も
の
の
如
し
。

し
か然

り
と

い
え
ど雖

も
、
左
伝
の
著
者
が

き
こ
う

僖
公
五
年
以
来
、
特
に
此
の
年
の
み
に
限
り
て
冬
至
の
こ
と
及
び
そ
の
日

の
干
支
を
記
せ
る
は
必
ず
何
等
か
の
重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
な
る
べ
し
。
是
に
於
て

ひ
る
が
え

飜
り
て
経
文
を
見
れ
ば
、
此
の

年
の
十
一
月
に

し
ん
ぼ
う

辛
卯
の
日
あ
り
。
之
に
よ
り
て
逆
算
す
れ
ば
、
此
の
年
に
於
け
る
最
初
の

き
ち
ゅ
う

己
丑
は
実
に
二
月
中
に
あ
り
て
、
之

を
正
月
に
溯
ら
し
む
る

あ
た能

わ
ず
。
吾
人
は
是
に
依
り
て
初
め
て
此
の
記
事
中
に
潜
め
る
秘
密
を
探
り
得
た
る
を
感
ず
。
想
う
に

此
の
記
事
は
此
の
年
に
於
け
る

き
ち
ゅ
う

己
丑
冬
至
が
真
の
算
法
に
依
る
時
は
正
月
朔
旦
に
在
る
べ
き
を
暗
示
す
る
と
同
時
に
、
春
秋
当

時
の
暦
家
が
此
の
年
以
前
に
於
て
閏
月
一
箇
の
挿
入
を

お
こ
た怠

り
た
る
こ
と
を
示
さ
ん
と
す
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
か
。

も若
し
吾
人
の

想
像
に
し
て
誤
ら
ず
ん
ば
、
左
伝
の
著
者
は
既
に
太
初
暦

も若
し
く
は
之
に
類
似
し
た
る
知
識
を
有
せ
る
も
の
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
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ず
。

し
こ
う而

し
て

き
こ
う

僖
公
五
年
及
び
昭
公
二
十
年
の
記
事
は
実
に
十
九
年
及
び
七
十
六
年
の
週
期
を
豫
想
す
る
も
の
な
る
べ
き
な
り
。

左
氏
伝
の
七
十
六
年
週
期
と
太
初
暦
と
の
関
係
　
　
次
に
一
歩
を
進
め
て

き
こ
う

僖
公
五
年
の
正
月

し
ん
が
い

辛
亥
朔
旦
冬
至
の
記
事
の
性
質

を
調
査
す
る
に
、

き
こ
う

僖
公
五
年
は
実
に
漢
武
帝
の
太
初
元
年(B

.C
.
104)

を
距
つ
る
こ
と655

−
104

=
551

年
に
あ
り
。
太
初
元

年
の
前
年
は
十
一
月
甲
子
朔
旦
冬
至
に
し
て
、
之
を

い
わ
ゆ
る

所
謂
周
暦
に
換
算
す
れ
ば
太
初
元
年
正
月
甲
子
朔
旦
冬
至
と
な
る
。

し
こ
う而

し

て551
÷
19

=
29

に
し
て
剰
餘
な
き
を
以
て

き
こ
う

僖
公
五
年
の
正
月
朔
旦
冬
至
の
記
事
は
正
に
十
九
年
毎
に
正
月
朔
旦
冬
至
の
現
象

を
生
ず
る
も
の
と
な
せ
る
太
初
暦
の
知
識
に
合
す
る
も
の
な
り
。
又365

14
×
551

=
201052

34

日
に
し
て
、
餘
数34

を
一
日
と

数
え
、
こ
れ
を60

に
て
除
す
れ
ば
剰
餘13

を
得
。
此
の
十
三
日
の
最
初
の
日
の
干
支
は

し
ん
が
い

辛
亥
な
る
を
以
て
是
よ
り
十
三
日
を
過

ぐ
れ
ば
甲
子
を
得
。
こ
れ
正
し
く
太
初
元
年
正
月
（
夏
暦
に
改
む
れ
ば
前
年
十
一
月
）
朔
が
甲
子
な
る
の
事
実
に
合
す
る
も
の

な
り
。

し
か然

ら
ば
則
ち

き
こ
う

僖
公
五
年
正
月

し
ん
が
い

辛
亥
朔
旦
冬
至
の
記
事
は
実
に365

14

を
以
て
一
太
陽
年
と
し
、
十
九
年
を
以
て
一
週
期
と

し
、
従
っ
て
七
十
六
年
を
以
て
又
一
週
期
と
す
る
太
初
暦
の
知
識
に
依
り
て
、
太
初
元
年
を
起
点
と
し
て
逆
算
し
た
る
も
の
と

全
然
一
致
す
べ
き
も
の
な
り
。
吾
人
は
、
是
に
於
て

ま
す
ま
す

益
〻
左
氏
伝
の
記
事
と
太
初
暦
と
の
間
に
、
密
接
の
関
係
あ
る
を
感
ぜ
ざ

る
こ
と

あ
た能

わ
ず
。

左
氏
伝
の
記
事
は
漢
代
の
暦
法
に
よ
っ
て
逆
算
せ
る
も
の
　
　
更
に

ひ
る
が
え

飜
り
て
考
う
る
に
、

き
こ
う

僖
公
五
年
正
月

し
ん
が
い

辛
亥
朔
旦
冬
至

の
記
事
は
経
文
に
見
ゆ
る
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
、
た
だ
伝
文
に
録
せ
ら
れ
た
る
の
み
。
之
を
其
の
年
の
経
文
に
徴
す
る
に
、

九
月
戊
申
朔
。
日
　有
㆑　
　食
㆑　
之
。

あ
り
。
チ
ャ
ル
マ
ー
ズ
の
計
算
に
よ
れ
ば
此
の
日
は
太
陽
暦
八
月
十
一
日
に
当
り
、
其
の
干
支
は
即
ち

あ
た
か恰

も
ぼ
し
ん

戊
申
に
し
て
経
文

と
一
致
す
。
是
よ
り
し
て
逆
算
す
れ
ば
此
の
年
正
月
朔
は

じ
ん
し

壬
子
な
り
。
又
同
氏
の
計
算
に
よ
れ
ば
此
の
年
正
月
朔
は
冬
至
前
二
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日
に
当
り
絶
え
て

し
ん
が
い

辛
亥
朔
旦
冬
至
の
事
な
し
。

し
こ
う而

し
て

き
こ
う

僖
公
五
年
正
月

し
ん
が
い

辛
亥
朔
旦
冬
至
の
事
は
、
太
初
暦
又
は
三
統
暦
に
よ
り

て
計
算
し
出
さ
れ
た
る
も
の
な
る
こ
と
漢
書
律
暦
志
に
載
す
る
所
の
表
を
以
て
証
す
べ
し
。
吾
人
は
是
に
於
て
始
め
て
左
氏
伝

の
記
事
が
其
の
当
時
の
実
録
に
あ
ら
ず
し
て
、
単
に
太
初
暦

も若
し
く
は
三
統
暦
に
よ
り
て
逆
算
せ
る
結
果
を
記
載
せ
る
も
の
に

外
な
ら
ざ
る
こ
と
を
確
認
す
。
従
っ
て
吾
人
が
先
に
昭
公
二
十
年
二
月

き
ち
ゅ
う

己
丑
冬
至
の
記
事
の
性
質
を
推
測
し
て
、
太
初
暦
又
は

之
に
類
似
せ
る
智
識
を
含
有
せ
る
も
の
な
る
べ
し
と
い
え
る
も
、
亦
誤
謬
な
ら
ざ
り
し
を
知
る
な
り
。

　
（
二
）
歳
星
の
運
行
に
基
づ
く
十
二
年
の
週
期

木
星
十
二
年
の
週
期
　
　
襄
公
二
十
八
年(B
.C
.
545)

の
伝
に
曰
く
、

春
　無
㆑　
冰
。
梓
慎
曰
。
今
茲
宋
鄭
其
饑
乎
。
歳
　在
㆓　
星
　
。
紀
㆒　
而
　淫
㆓　
於
玄
　
。
枵
㆒　
以
　有
㆓　
時
　
。
菑
㆒　
陰
　不
㆑　
　堪
㆑　
陽
。
蛇
　乗
㆑　
龍
。
龍
宋

鄭
之
星
也
。
宋
鄭
必
饑
。
玄
枵
虚
中
也
。
枵
耗
名
也
。
土
虚
而
民
耗
。
　不
㆑　
饑
何
為
。

と
。
同
三
十
年(B

.C
.
543)

の
伝
に
曰
く
、

　於
㆑　
是
歳
　在
㆓　
降
　
。
婁
㆒　
降
婁
中
而
旦
。
裨
竈
指
而
曰
。
猶
　可
㆓　
以
　終
㆒㆑　
歳
。
歳
　不
㆑　
　及
㆓　
此
　次
㆒　
也
。
已
及
。
其
亡
也
。
歳
　在
㆓　
娵

訾
之
　
。
口
㆒　
其
明
年
乃
　及
㆓　
降
　
。
婁
㆒　

と
。
昭
公
八
年(B
.C
.
535)

の
伝
に
曰
く
、

陳
顓
頊
之
族
也
。
歳
　リ

シ
ト
キ

在
㆓
　
鶉
　
。
火
㆒　
是
以
卒
滅
。
陳
　将
㆑　
　如
㆑　
之
。
今
　在
㆓　
析
木
之
　
。
津
㆒　
猶
　将
㆓　
復
　
。
由
㆒　

と
。
同
十
年(B

.C
.
532)

の
伝
に
曰
く
、

春
王
正
月
　有
㆑　
星
　出
㆓　
于
婺
　
。
女
㆒　
鄭
裨
竃
　言
㆓　
於
子
　産
㆒　
曰
。
七
月
戊
子
。
晋
君
　将
㆑　
死
。
今
茲
歳
　在
㆓　
顓
頊
之
　
。
虚
㆒　
姜
氏
任
氏

実
　守
㆓　
其
　
。
地
㆒　
　居
㆓　
其
維
　
。
首
㆒　
而
　有
㆓　
妖
　星
㆒　
焉
。
　告
㆓　
邑
　姜
㆒　
也
。
邑
姜
晋
之
妃
也
。
天
　以
㆑　
七
紀
。
戊
子
逢
公
以
登
。
星
。
斯
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　於
㆑　
是
乎
出
。

と
。
同
十
一
年(B

.C
.
521)

の
伝
に
曰
く
、

景
王
　問
㆓　
於
萇
　弘
㆒　
曰
。
今
茲
諸
侯
何
実
吉
何
実
凶
。
対
曰
。
蔡

凶
。
此
蔡
侯
般
　弑
㆓　
其
　君
㆒　
之
歳
也
。
歳
　在
㆓　
豕
　
。
韋
㆒　
　弗
㆑　
　渦
㆑　
此
矣
。

楚
　将
㆑　
　有
㆑　
之
。
然
壅
也
。
歳
　及
㆓　
大
　
。
梁
㆒　
蔡
復
楚
凶
。
天
之
道
也
。

と
。
此
等
の
記
事
は
、
皆
歳
星
即
ち
木
星
の
所
在
が
人
事
と
密
接
の

関
係
あ
る
を
示
す
も
の
に
し
て
、星
紀
、げ

ん
き
ょ
う

玄
枵
、こ

う
ろ
う

降
婁
、

し
ゅ
し

娵
訾
、じ

ゅ
ん
か

鶉
火
、

析
木
、

せ
ん
ぎ
ょ
く

顓
頊
之
虚
、

し
い

豕
韋
、
大
梁
等
は
皆
天
中
に
於
て
歳
星
の
運
行

す
る
種
々
の
星
宿
を
指
す
の
名
な
り
。
星
紀
等
の
名
は
漢
書
律
歴
志

に
よ
る
に
総
て
十
二
あ
り
。
今
図
を
以
て
之
を
示
せ
ば
、
上
の
如
し
。

左
伝
に
見
え
た
る
木
星
所
在
　
　
又
左
伝
中
に
あ
る

せ
ん
ぎ
ょ
く

顓
頊
之
虚
は

げ
ん
き
ょ
う

玄
枵
の
異
名
に
し
て
、

し
い

豕
韋
は

し
ゅ
し

娵
訾
の
異
名
な
り
。
今
左
伝
の
記
事

に
基
づ
き
て
之
を
漢
書
律
歴
志
に
参
し
、
嚢
公
二
十
八
年(B

.C
.
545)

以
後
昭
公
二
十
年
ま
で
に
於
け
る
毎
年
の
歳
星
所
在
を
表
示
す
れ
ば
、

左
の
如
し
。
但
し
圏
点
を
附
せ
る
は
左
伝
に
明
記
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
り
。

嚢。　二。　十。　八
　
　
　
昭
九
　
　
星
紀

二
十
九
　
　

。　十
　
　
玄
枵



34

。　三。　十
　
　

。　十。　一
　
　
娵
訾

　。　三。　十。　一
　
　

十
二
　
　
降
婁

昭
元

　
　

。　十。　三
　
　
大
梁

　
二

　
　

十
四
　
　
実
沈

　
三

　
　

十
五
　
　
鶉
首

　
四

　
　

十
六
　
　
鶉
火

　
五

　
　

十
七
　
　
鶉
尾

　
六

　
　

十
八
　
　
寿
星

　
七

　
　

十
九
　
　
大
火

　。　八

　
　
　
　
二
十
　
　
析
木

此
の
表
に
よ
り
て
見
れ
ば
、
左
氏
伝
の
作
者
は
、

あ
き
ら
か

明
に
木
星
が
十
二
年
に
一
周
天
す
る
を
知
り
居
た
る
な
り
。

　
（
三
）
歳
星
が
百
四
十
四
年
毎
に
一
次
即
ち
天
周
の
十
二
分
の
一
を

ゆ
え
つ

踰
越
す
る
こ
と
。

左
伝
と
国
語
と
に
あ
る
木
星
が
百
四
十
四
年
に
一
次
を
踰
越
す
る
こ
と
　
　
前
項
に
列
挙
せ
る
左
伝
の
記
事
及
び
昭
公
三
十

二
年(B

.C
.
510)

の
伝
に
於
け
る
記
事
即
ち

夏
。
呉
　伐
㆑　
越
。
始
　用
㆓　
師
於
　越
㆒　
也
。
史
墨
曰
。
　不
㆑　
　及
㆓　
四
十
　
。
年
㆒　
越
其
　有
㆑　
呉
乎
。
越
　得
㆑　
歳
。
而
呉
　伐
㆑　
之
。
必
　受
㆓　
其
　
。
凶
㆒　

は
、
共
に
ま
た
歳
星
が
百
四
十
四
年
に
一
次
即
ち
天
周
の
十
二
分
の
一
を

ゆ
え
つ

踰
越
す
る
こ
と
を
示
せ
る
も
の
な
り
。
今
之
を
詳
説

せ
ん
が
為
に
は
、
左
伝
と
並
立
し
て
同
じ
く
左
丘
明
の
著
と
称
せ
ら
れ
た
る
国
語
の
文
を
引
用
す
る
を
便
利
と
す
。
国
語
の
一
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篇
た
る
晋
語
の
中
に
晋
の
董
因
が
其
の
君
文
公
に

こ
た対

う
る
の
言
を
載
す
る
も
の
あ
り
。
曰
く
、

歳
　在
㆓　
大
　
。
梁
㆒　
　将
㆑　
　集
㆓　
天
　
。
行
㆒　
元
年
始
受
。
実
沈
之
星
也
。
実
沈
之
虚
。
晋
人
是
居
。
　所
㆓　
以
　興
㆒　
也
。
今
君
　当
㆑　
之
。
　無
㆑　
　不
㆑　

済
矣
。
君
之
行
也
。
歳
　在
㆓　
大
　
。
火
㆒　
大
火
閼
伯
之
星
也
。
是
　謂
㆓　
大
　
。
辰
㆒　
（
中
略
）
　以
㆑　
辰
出
而
　以
㆑　
参
入
。
皆
晋
祥
也
。
而
天

之
大
紀
也
。
済
　且
㆑　
　秉
㆑　
成
。
必
　覇
㆓　
諸
　
。
侯
㆒　
子
孫
　頼
㆑　
之
。
君
　無
㆑　
懼
矣
。

と
。
此
の
文
を
左
氏
伝
に
対
照
す
る
時
は
、

き
こ
う

僖
公
五
年
に
木
星
大
火
の
宿
次
に
あ
り
、
同
公
二
十
三
年
に
大
梁
の
宿
次
に
あ
る

な
り
。
左
伝
と
国
語
と
は
一
方
に

つ
ま
び
ら
か

詳
な
る
こ
と
は
他
方
に
略
し
て
互
に
相
輔
翼
す
る
が
如
き
組
織
と
見
え
た
れ
ば
、
今
之
と

前
項
に
於
け
る
左
伝
の
記
事
と
を
合
し
て
更
に
左
の
表
を
作
る
。

（
＊
符
を
附
せ
る
は
左
伝
又
は
国
語
に
記
事
あ
る
年
な
り
）

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅹ

Ⅺ

Ⅻ

XIII

XIV

僖
7

僖
19

僖
31

文
10

宣
4

宣
16

成
10

襄
4

襄
16

＊襄
28

昭
9

昭
20

＊昭
32

星
　
紀

8

20

32

11

5

17

11

5

17

29

*

10

21

玄
　
枵

9

21

33

12

6

18

12

6

18

*

30

*

11

22

娵
　
訾

10

22

文
1

13

7

成
1

13

7

*

19

*

31

12

23

降
　
婁

11

*

23

2

14

8

2

14

8

20

昭
1

*

13

24

大
　
梁

12

*

24

3

15

9

3

15

9

21

2

14

25

実
　
沈

13

25

4

16

10

4

16

10

22

3

踰

26

鶉
　
首
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Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅹ

Ⅺ

Ⅻ

XIII

XIV

僖
14

僖
26

僖
5

文
17

宣
11

成
5

成
17

襄
11

襄
23

昭
4

昭
15

昭
27

鶉
　
火

15

*

27

6

18

12

6

18

12

24

5

16

28

鶉
　
尾

*
16

*

28

7

宣
1

13

7

襄
1

13

25

6

17

29

寿
　
星

僖
5

17

29

8

2

14

8

2

14

26

7

18

30

　

大
　
火

6

18

30

9

3

15

9

3

15

27

*

8

19

31

析
　
木

襄
公
二
十
八
年
と
昭
公
三
十
二
年
と
の
間
に
於
て
木
星
一
次
の
踰
越
あ
る
こ
と
　
　
襄
公
二
十
八
年
の
記
事
に
、「
歳
在
星
紀
。

而
淫
於
玄
枵
」
と
あ
る
は
、
歳
星
の
運
行
が
精
密
に
十
二
年
を
以
て
一
周
天
せ
ず
し
て

よ
う
や漸

く
其
の
差
を
増
す
の
結
果
、
翌
年
の

位
次
に
侵
入
せ
ん
と
す
る
の
傾
向

よ
う
や漸

く
大
な
る
を
示
す
も
の
に
し
て
、
昭
公
三
十
二
年
の
記
事
は

す
で已

に
全
く
翌
年
の
位
次
を
奪

い
た
る
後
の
有
様
を
示
す
も
の
な
り
。
此
の
最
後
の
記
事
に
於
て
「
越
得
歳
」
と
い
え
る
語
が
何
故
に
歳
星
の
星
紀
に
在
る
を

示
す
か
と
い
え
ば
、
漢
書
律
歴
志
を

あ
ん按

ず
る
に
、
星
紀
は
二
十
八
宿
中
の
斗
、
牛
、
女
の
三
宿(S

agittariu
s,
C
ap

ricorn
u
s)

を

含
み
、
又
史
記
の
天
官
書
に
よ
れ
ば
、
牛
、
女
の
分
野
は
揚
州
に
当
り
て
呉
、
越
の
地
を
含
み
た
り
。
さ
れ
ば
越
が
歳
星
を
得

た
り
と
い
う
は
、
歳
星
が
越
の
分
野
に
在
る
を
意
味
す
る
も
の
に
し
て
、
又
歳
星
が
此
の
年
に
於
て
、
星
紀
に
宿
る
を
示
せ
る

も
の
に
外
な
ら
ず
。
此
の
年
は
正
に

き
こ
う

僖
公
五
年
を

へ
だ
た距

る
こ
と
一
百
四
十
五
年
に
し
て
、
其
の
間
に
歳
星
一
次
の

ゆ
え
つ

踰
越
を
な
せ
り
。

前
に
掲
げ
た
る
表
に
於
て
、
歳
星
の

ゆ
え
つ

踰
越
せ
る
年
を
昭
公
十
五
年
に
係
け
た
る
は
、
左
伝
に
何
等
の
明
文
あ
る
に

あ
ら非

ず
。
た
だ

後
段
に
述
ぶ
る
の
理
由
に
よ
り
三
統
暦
の
方
法
に
て
算
出
せ
る
結
果
を
記
し
た
る
な
り
。

左
伝
と
三
統
暦
　
　

そ
も
そ抑

も
歳
星
が
百
四
十
四
年
毎
に
一
次
を

ゆ
え
つ

踰
越
す
る
事
は
太
初
暦
に
於
て
も

な
お尚

未
だ
知
ら
ざ
り
し
智
識
に
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し
て
、
其
の
始
め
て
唱
道
せ
ら
れ
た
る
は
、
実
に

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
の
三
統
暦
な
る
こ
と
、
こ
れ
吾
人
が
既
に
上
文
に
於
て
詳
論
せ
る
所
な

り
。

し
か然

ら
ば
則
ち
此
の
左
伝
及
び
国
語
の
記
事
を
述
作
せ
る
も
の
は
果
し
て
春
秋
時
代

も若
し
く
は
戦
国
時
代
の
人
な
る
を
得
べ

き
か
。

け
い
が
ん

炯
眼
な
る
読
者
は
容
易
に
其
の

し
か然

る
あ
た能

わ
ざ
る
を
認
む
べ
し
。

し
か然

り
と

い
え
ど雖

も
左
伝
を

と説
く
に
当
り
て
国
語
の
記
事
を
引

用
せ
る
こ
と
は
、
或
は
読
者
を
し
て
多
少
の
疑
惑
を
懐
か
し
め
、
吾
人
を
以
て
附
会
の
説
を

た
く
ま逞

し
う
す
る
も
の
と
思
わ
し
む
る

こ
と
あ
ら
ん
。
是
故
に
吾
人
は
更
に
左
伝
の
記
事
の
み
に
よ
り
て
、
昭
公
十
三
年(B

.C
.
529)

に
歳
星
が
大
梁
に
居
る
こ
と
及

び
同
三
十
二
年(B

.C
.
510)

に
析
木
に
居
ら
ず
し
て
、
其
の
次
の
区
劃
な
る
星
紀
に
入
れ
る
事
は
全
く
三
統
暦
に
よ
り
て
計
算

せ
る
結
果
と
一
致
す
る
も
の
な
る
こ
と
を
説
明
せ
ん
と
す
。

三
統
暦
に
よ
る
木
星
の
所
在
の
計
算
　
　
漢
書
律
歴
志
は
三
統
暦
の
書
な
り
。
其
中
に
歳
術
と
い
え
る
條
項
あ
り
。
こ
れ
即

ち
一
定
の
年
に
於
け
る
歳
星
の
所
在
を
算
出
す
る
の
方
法
を
記
せ
る
も
の
な
り
。
其
の
文
に
曰
く
、

　推
㆓　
歳
　所
㆒㆑　
在
。
　置
㆔　
上
元
以
来
　外
㆓　
　所
㆑　
求
　
。
年
㆒　
　盈
㆓　
歳
　
。
数
㆒　
　除
㆓　
去
　
。
之
㆒　
　不
㆑　
盈
者
。
　以
㆓　
百
四
十
　五
㆒　
　乗
㆑　
之
。
　以
㆒　
百
四
十
　四
㆒　

　為
㆑　
法
。
　如
㆑　
法
　得
㆑　
一
。
名
　曰
㆓　
積
　
。
次
㆒　
　不
㆑　
盈
者
。
名
　曰
㆓　
次
　
。
餘
㆒　
積
次
　盈
㆓　
十
　
。
二
㆒　
　除
㆓　
去
　
。
之
㆒　
　不
㆑　
盈
者
。
名
　曰
㆓　
定
次
　
。
数
㆒　

　従
㆓　
星
　紀
㆒　
　起
㆑　
算
　盡
㆑　
之
。
外
則
　所
㆑　
在
次
也
。

と
。

こ
こ茲

に
上
元
と
い
え
る
は
木
火
土
金
水
の
五
星
が
同
一
点
に
在
り
し
時
を
指
す
も
の
に
し
て
、
三
統
暦
法
に
て
は
、
之
を
以

て
太
初
元
年(B

.C
.
104)

よ
り
十
四
万
三
千
一
百
二
十
七
年
以
前
と
算
定
せ
り
。
又
歳
数
と
い
え
る
は
、
木
星
が
天
中
を
一
週

す
る
年
数
の
或
倍
数
に
し
て
小
数
の
部
分
を
有
せ
ざ
る
も
の
を
指
し
、
三
統
暦
法
に
て
は
之
を
一
千
七
百
二
十
八
年
と
な
せ
り
。

今
此
等
の
数
に
よ
り
て
算
出
す
れ
ば
、
昭
公
十
三
年
は
上
元
以
来
十
四
万
二
千
七
百
三
年
に
当
り
、
昭
公
三
十
二
年
は
同
じ
く

十
四
万
二
千
七
百
二
十
二
年
に
当
る
。
次
に
歳
術
に
よ
り
て
昭
公
十
三
年
に
於
け
る
歳
星
の
位
置
を
算
出
す
れ
ば
、
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(142703
−
1)÷

1728
=

82
剰
餘

1006

1006
×
145

÷
144

=
1012······

1012
÷
12

=
84
剰
餘

4

星
紀
を
起
点
と
し
て
第
四
番
に
至
る
ま
で
を
去
れ
ば
、
其
の
次
に
来
る
も
の
は
大
梁
な
り
。
此
れ
即
ち
此
の
年
に
於
け
る
歳
星

の
位
置
に
外
な
ら
ず
。
又
昭
公
三
十
二
年
に
於
け
る
歳
星
の
位
置
を
算
出
す
れ
ば

　
　

(142722
−
1)÷

1728
=

82
剰
餘

1025

1025
×
145

÷
144

=
1032······

1032
÷
12

=
86
剰
餘

0（
或
は

12)

星
紀
を
起
点
と
し
て
第
十
二
番
に
至
る
ま
で
を
去
れ
ば
、
其
の
次
に
来
る
も
の
は
ま
た
星
紀
な
り
。
よ
り
て
昭
公
三
十
二
年
に

は
歳
星
の
位
置
星
紀
に
在
る
を
知
る
。
以
上
二
つ
の
結
果
は
皆
左
伝
に
記
す
る
所
と
符
節
を
合
す
る
が
如
し
。
こ
れ

あ豈
に
偶
然

の
一
致
と
い
う
べ
け
ん
や
。
事
の

つ
い
で序

に
、
昭
公
十
三
年
及
び
三
十
二
年
の
間
に
於
て
歳
星
が
一
次
の

ゆ
え
つ

踰
越
を
な
せ
る
の
年
を
調

査
せ
ん
に
は
、
其
の
年
は

　
　

142703
<

x
<

142722

(x
−

1)÷
144

=
整
数

な
る
要
件
に
合
す
る
も
の
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
此
の
如
き
も
の
は
即
ち142705

な
り
。
此
の
年
は
昭
公
十
三
年
後
二
年
に
し

て
、
即
ち
昭
公
十
五
年
こ
れ
な
り
。

木
星
の
真
の
運
行
　
　

そ
も
そ抑

も
左
伝
国
語
等
の
書
を
除
き
て
古
書
中
歳
星
の
位
置
の
明
瞭
に
記
載
せ
ら
れ
た
る
も
の
は
呂
氏
春
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秋
に
於
け
る
「
維
秦
八
年
歳
涒
灘
」
と
、
史
記
の
暦
書
に
於
け
る
太
初
元
年
に
歳
星
が
星
紀
に
在
る
こ
と
と
の
二
あ
る
の
み
。

し
こ
う而

し
て
太
初
元
年
の
記
事
は
最
も
信
憑
す
べ
き
も
の
な
り
。

お
よ凡

そ
歳
星
の
真
の
運
行
は
八
十
六
年
に
一
次
を

ゆ
え
つ

踰
越
す
る
も
の
な

れ
ば
、
昭
公
三
十
二
年(B

.C
.
510)

と
太
初
元
年(B

.C
.
104)

と
の
間
に
は(510−

104)÷
86

=
4······

即
ち
四
回
の

ゆ
え
つ

踰
越
あ

ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
太
初
元
年
に
於
け
る
星
紀
の
位
置
よ
り
溯
れ
ば
、
昭
公
三
十
二
年
に
は
星
紀
の
位
置
に
在
ら
ず
し
て

大
火
の
位
置
に
在
る
を
真
な
り
と
す
。
又
三
統
暦
に
よ
れ
ば
百
四
十
四
年
毎
に
一
次
を

ゆ
え
つ

踰
越
す
る
も
の
な
れ
ば
此
の
二
つ
の
年

の
間
に
は
二
回
の

ゆ
え
つ

踰
越
あ
る
の
み
。

し
か然

る
時
は
昭
公
三
十
二
年
に
は
星
紀
の
位
置
に
在
る
こ
と
と
な
り
て
左
伝
の
記
事
に
合
す
。

左
伝
の
七
十
六
年
週
期
及
び
木
星
記
事
は
三
統
暦
に
よ
り
て
製
作
し
た
る
も
の
　
　
以
上
述
べ
来
れ
る
が
如
く
、
左
氏
伝
に

は
七
十
六
年
の
週
期
あ
り
、
木
星
の
運
行
に
基
づ
く
十
二
年
の
週
期
あ
り
、
又
木
星
が
百
四
十
四
年
に
一
次
を

ゆ
え
つ

踰
越
す
る
の
知
識

あ
り
。

し
こ
う而

し
て
此
等
の
記
事
の
実
録
な
る
を
証
明
す
る
も
の
は
、
た
だ
三
統
暦
あ
る
の
み
。
之
を
現
代
の
天
文
学
上
の
智
識
に

照
せ
ば
皆
其
の
根
柢
を
失
う
も
の
な
り
。

し
か然

ら
ば
則
ち
左
伝
に
於
け
る
此
等
の
記
事
は
三
統
暦
家
の
手
に
成
れ
る
こ
と

だ
ん
だ
ん
こ

断
々
乎

と
し
て
明
か
な
る
も
の
あ
る
な
り
。

星
紀
等
の
十
二
次
名
に
つ
い
て
　
　
（
附
）
星
紀(

1)、
げ
ん
き
ょ
う

玄
枵
等
の
名
は

え
な
ん
じ

淮
南
子
、
史
記
に
見
ゆ
る
こ
と
な
し
。

え
な
ん
じ

准
南
子
及
び
史

記
に
は
な
お
此
等
の
位
置
を
記
す
る
に
二
十
八
宿
の
名
称
を
以
て
せ
る
の
み
。
即
ち
左
の
如
し
。

（
一
）
星
紀
　
斗
、
牽
牛
。（
二
）

げ
ん
き
ょ
う

玄
枵
　

ぶ
じ
ょ

婺
女
、
虚
、
危
。（
三
）

し
ゅ
し

娵
訾
　
営
室
、
東
壁
。（
四
）

こ
う
ろ
う

降
婁
、

け
い奎

、
ろ
う婁

。（
五
）

大
梁
　
胃
、

ぼ
う昴

、
ひ
つ畢

。（
六
）
実
沈
　

し
け
い

觜
觽
、
参
。（
七
）

じ
ゅ
ん
し
ゅ

じ
ゅ
ん

鶉
首
　
東
井
、

よ
き

輿
鬼
。（
八
）

じ
ゅ
ん
か

鶉
火
　
柳
、
七
星
、
張
。（
九
）

じ
ゅ
ん
び

鶉
尾
　
翼
、

し
ん軫

。（
一
〇
）
寿
星
　
角
、

こ
う亢

。（
一
一
）
大
火
　

て
い氐

、
房
、
心
。（
一
二
）
析
木
　
尾
、

き箕
。

星
紀
、

げ
ん
き
ょ
う

玄
枵
等
の
名
は
始
め
て
漢
書
に
見
ゆ
。
さ
れ
ば
此
の
種
の
名
称
は
武
帝
以
後
の
時
代
に
創
造
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
る
べ
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し
。
史
記
の
天
官
書
に
は
星
辰
の
名
称
を
記
載
す
る
こ
と

す
こ
ぶ頗

る
詳
密
な
る
に
も

か
か拘

わ
ら
ず
、
一
語
も
此
等
に
及
び
し
こ
と
な
き

は
、
其
頃
な
お
此
等
の
名
称
な
か
り
し
明
証
な
り
。
論
者
或
は

じ
が

爾
雅
に
此
等
の
語
を
記
載
せ
ら
れ
た
る
を
以
て
、
其
の
史
記
以

前
に
存
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
を
言
う
も
の
あ
ら
ん
。
さ
れ
ど
こ
は

か
え
っ却

て
じ
が

爾
雅
の
書
が
史
記
よ
り
も
後
に
出
で
た
る
こ
と
を
証
す

る
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
。

じ
が

爾
雅
に
つ
き
て
は
吾
人
別
に
説
あ
り
。
其
の
事
別
問
題
に
属
す
る
を
以
て
今
此
処
に
詳
論
せ
ず
。

　
　
註

(

1)

星
紀
等
の
十
二
次
名
は
必
ず
し
も
史
記
以
後
の
も
の
と
言
わ
な
く
て
も
よ
い
。
単
に
史
記
以
前
の
書
に
見
え
な
い
と
い
う
だ
け
で
は
、
そ

の
未
成
立
を
断
定
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

六
　
左
氏
伝
の
暦
法
　
其
二

春
秋
と
左
伝
と
の
暦
日
の
齟
齬
　
　
左
氏
伝
の
暦
日
は

し
ば
し
ば

屡
〻
春
秋
の
経
文
と

そ
ご

齟
齬
す
。
古
来
説
を
な
す
も
の
、
大
抵
之
を
以

て
、
諸
侯
の
国
に
於
け
る
暦
法
の
相
違
に
帰
し
、
周
の
正
朔
の
既
に
諸
侯
の
国
に
行
わ
れ
ず
し
て
、
諸
侯
の
中
に
は
、
夏
の
暦

法
を
用
い
居
る
も
の
あ
る
の

あ
か
し証

と
な
せ
り
。
此
の
説
の
取
る
べ
か
ら
ざ
る
は
既
に
春
秋
の
暦
法
の
條
に
於
て
概
論
し
た
る
所
な

れ
ど
も
、
今
又
左
に
数
例
を
掲
げ
て
其
の
果
し
て

し
か然

る
や
否
や
を
点
検
せ
ん
。

　
（
一
）
晋
の
太
子
申
生
の
死
し
た
る
月

太
子
申
生
の
死
月
　
　
春
秋
の
経
文
に
は
晋
の
太
子
申
生
の
死
を
以
て

き
こ
う

僖
公
五
年
の
春
に
在
り
と
な
し
、
左
伝
の
文
に
は
、
之

を
以
て
前
年
十
二
月
の
事
と
な
せ
り
。
思
う
に
こ
れ
、
左
伝
の
文
に
於
て

き
こ
う

僖
公
五
年
正
月

し
ん
が
い

辛
亥
朔
旦
冬
至
な
る
こ
と
を
示
せ
る

結
果
な
る
べ
し
。

し
か然

る
ゆ
え
ん

所
以
は
経
文
に
於
て
此
の
年
九
月

ぼ
し
ん

戊
申
朔
に
日
食
あ
り
。

も若
し
果
し
て
正
月
朔
が

し
ん
が
い

辛
亥
な
ら
ば
、
太
初
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暦
も若

し
く
は
三
統
暦
に
よ
り
て
推
算
せ
る
結
果
は

ぼ
し
ん

戊
申
朔
を
七
月
に
置
か
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
左
伝
の
作
者
は
必
ず
経
文
の

暦
日
を
以
て
二
個
月
を
誤
り
た
る
も
の
と
な
し
、
之
に
よ
り
て
春
の
記
事
を
前
年
冬
に
送
り
出
し
た
る
な
ら
ん
。
晋
が
夏
暦
を

使
用
し
た
る

あ
か
し証

と
は
な
す
べ
か
ら
ず
。

　
（
二
）
韓
の
戦

韓
の
戦
　
　

き
こ
う

僖
公
十
五
年
の
経
に
曰
く
、

十
有
一
月
壬
戌。
晋
侯
　及
㆓　
秦
　伯
㆒　
　戦
㆓　
于
　
。
韓
㆒　
　獲
㆓　
晋
　
。
侯
㆒　

と
。
伝
に
曰
く
、

九
月
晋
侯
　逆
㆓　
秦
　
。
師
㆒　
（
中
略
）
壬
戌
　戦
㆓　
于
韓
　
。
原
㆒　

と
。
此
の
相
違
は

い
か

如
何
な
る
原
因
に
よ
る
か
。
翌
年
の
経
を
見
る
に
、

正
月
戊
申
朔
。
　隕
㆓　
石
于
　宋
㆒　
五
。

と
あ
り
。
さ
て
三
統
暦
法
に
よ
り
て

き
こ
う

僖
公
十
六
年
正
月
朔
の
干
支
を
推
算
す
れ
ば
丁
未
と
な
る
。

し
こ
う而

し
て

ぼ
し
ん

戊
申
を
以
て
朔
と
す

る
も
の
は
正
月
に
あ
ら
ず
し
て
前
年
十
一
月
に
あ
り
。
よ
り
て
経
文
に
於
て
十
五
年
十
一
月
と
す
る
も
の
は
、
此
の
真
正
な
る

べ
き
三
統
暦
法
に
て
は
九
月
と
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
こ
れ
左
伝
の
作
者
が
韓
の
戦
を
九
月
と
せ
し

ゆ
え
ん

所
以
な
ら
ん
。
晋
が
夏
暦
を

使
用
せ
し

あ
か
し証

と
は
な
ら
ざ
る
な
り
。

　
（
三
）
襄
公
二
十
七
年
の
日
食

嚢
公
二
十
七
年
の
日
食
　
　
経
に
曰
く
、

冬
十
有
二
月
乙
亥
朔
。
日
　有
㆑　
　食
㆑　
之
。
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と
。
伝
に
曰
く
、

十
一
月
乙
亥
朔
。
日
　有
㆑　
　食
㆑　
之
。
辰
　在
㆑　
申
。
司
歴
過
也
。
再
　失
㆑　
閏
矣
。

と
。
襄
公
二
十
七
年
の
九
月
朔
は
、三
統
暦
に
よ
れ
ば
、乙
亥
に
当
る
。

し
こ
う而

し
て「
辰

在
申
」
と
い
え
る
は
北
斗
の
柄
が
宵
に
於
て
申
の
方
角
に

ヲ
ザ建

す
の
意
に
し
て
、
周
暦

の
正
月
は
建
子
の
月
な
れ
ば
、
建
申
の
月
は
即
ち
九
月
に
相
当
す
。
こ
れ
乙
亥
朔
の

九
月
に
あ
る
べ
き
証
拠
と
し
て
左
伝
の
作
者
の
特
に
意
を
用
い
て
記
載
せ
る
所
な
る

べ
し
。

か
つ且

又
十
一
月
乙
亥
朔
と
記
せ
る
は
、
当
時
の
暦
官
が
二
回
の
閏
月
を
置
く
こ

と
を

お
こ
た怠

り
た
る
結
果
な
る
を
言
わ
ん
が
為
な
り
。
経
文
に
十
二
月
と
あ
る
に

か
か拘

わ
ら

ず
伝
文
に
十
一
月
と
記
し
た
る
は
、
如
何
に
し
て
も
三
た
び
閏
月
を
置
く
こ
と
を

お
こ
た怠

り
し
と
は

し誣
う
る
こ
と

あ
た能

わ
ざ
る
に
よ
り
し
な
ら
ん
か
。
何
と
な
れ
ば
、
三
た
び
閏

月
を
置
く
こ
と
を
怠
ら
ば
、
全
く
一
季
の
錯
誤
を
生
ず
べ
く
、
た
と
い
古
代
の
暦
家

の
疎
漏
に
出
ず
と
す
る
も
、
此
の
如
き
非
常
な
る
誤
あ
ら
ん
と
は
到
底
信
ず
べ
か
ら

ざ
れ
ば
な
り
。
又
思
う
に
左
伝
の
作
者
は
経
文
に
於
け
る
十
二
月
の
文
字
を
以
て
十
一
月
の
誤
写
と

み
な

見
做
し
た
る
も
の
に
て
も

あ
る
べ
き
か
。

此
の
日
食
の
月
は
実
際
と
合
わ
ず
　
　

そ
も
そ抑

も
此
の
日
食
は
、
太
陽
暦
に
よ
れ
ば
西
紀
前
五
百
四
十
六
年
十
月
七
日
に
在
り
。

北
斗
の
建
を
考
う
れ
ば

ま
さ当

に
じ
ゅ
つ戌

を
指
す
の
月
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
さ
れ
ば
辰
在
申
と
は
三
統
暦
法
に
よ
る
逆
算
の
誤
謬
に
し

て
、
先
秦
時
代
の
記
録
に

あ
ら非

ざ
る
こ
と
明
白
な
り
。
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左
伝
の
記
事
と
劉
歆
の
知
識
と
の
一
致
　
　
漢
書
の
五
行
志
に
此
の
日
食
を
叙
し
て
曰
く
、「
劉
歆
以
　為
㆓　
九
　
。
月
㆒　
周
楚
分
。」

と
。
こ
れ

あ
き
ら
か

明
に
左
氏
伝
の
記
事
が

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
以
前
の
春
秋
学
者
の
説
に
合
せ
ず
し
て
、
始
め
て

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
の
説
と
一
致
す
る
を
示
す

も
の
な
り
。

　
（
四
）

こ
う
け
ん

絳
縣
老
人
の
語

絳
縣
老
人
の
語
　
　
嚢
公
三
十
年(B

.C
.
543)

の
伝
に
曰
く
、

二
月
癸
未
。
晋
悼
夫
人
。
　食
㆓　
輿
人
之
　城
㆑　
杞
　
。
者
㆒　
絳
縣
人
。
或
年
長
矣
。
　無
㆑　
子
。
而
往
　与
㆓　
於
　
。
食
㆒　
　有
㆑　
与
　疑
㆑　
年
。
　使
㆓　
之

　
。
年
㆒　
曰
。
小
臣
小
人
也
。
　不
㆑　
　知
㆑　
　紀
㆑　
年
。
臣
生
之
歳
正
月
甲
子
朔
。
四
百
有
四
十
五
甲
子
矣
。
其
季
　於
㆑　
今
三
之
一
也
。
吏

走
　問
㆓　
諸
　
。
朝
㆒　
師
曠
曰
。
魯
叔
仲
恵
伯
　会
㆓　
郤
成
子
于
承
　匡
㆒　
之
歳
也
。
是
歳
也
。
狄
　伐
㆑　
魯
。
叔
孫
荘
叔
　於
㆑　
是
乎
　敗
㆓　
狄
于

　
。
鹹
㆒　
　獲
㆓　
長
狄
僑
　
。
如
㆒　
　及
㆓　
虺
也
豹
　
。
也
㆒　
而
皆
以
　名
㆓　
其
　
。
子
㆒　
七
十
三
年
矣
。
史
趙
曰
。
亥
　有
㆓　
二
首
六
　
。
身
㆒　
下
二
　如
㆑　
身
。
是

其
日
数
也
。
士
文
伯
曰
。
然
則
二
万
六
千
六
百
有
六
旬
也
。
云
々
。

と
。
此
の
説
話
の
意
味
は
魯
が

て
き狄

を
敗
り
た
る
文
公
十
一
年(B

.C
.
616)

の
正
月
甲
子
朔
よ
り
襄
公
三
十
年
の
二
月

き
び

癸
未
の
日

迄
に60×

444
+
60×

13

日
を
経
過
せ
り
と
い
う
こ
と
な
り
。
文
公
十
一
年
正
月
朔
が
甲
子
な
り
と
は
こ
れ
三
統
暦
法
の
計
算
に

よ
る
も
の
に
し
て
、
僖
公
五
年

し
ん
が
い

辛
亥
朔
旦
冬
至
の
日
よ
り
数
う
れ
ば
正
に
此
の
如
し
、
文
公
十
一
年
正
月
朔
よ
り
七
十
三
年
目
は

襄
公
二
十
九
年
に
当
る
。

し
か然

る
に
三
統
暦
に
於
て
、
文
公
十
年
は

あ
た
か恰

も
十
九
年
の
週
期
の
首
に
位
す
る
を
以
て
其
の
翌
文
公
十

一
年
正
月
朔
よ
り
襄
公
二
十
九
年
十
二
月

み
そ
か晦

迄
の
日
数
は27759（

七
十
六
年
の
日
数
）−

{
354（

文
公
十
年
の
日
数
）
+
365（

襄
公
三
十
年
の
日
数
）
+
384（

襄
公
三
十
一
年
の
日
数
）
}
=

26668

な
り
。
故
に
襄
公
三
十
年
二
月

き
び

癸
未
は
其
の
実
前
年
十
二
月

の
下
旬
に
在
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。
其
の
此
の
如
き
錯
誤
を
生
じ
た
る
は
何
故
ぞ
や
。
こ
れ
即
ち
前
項
に
引
き
た
る
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襄
公
二
十
七
年
以
前
に
於
て
再
び
関
月
を
置
く
こ
と
を

お
こ
た怠

り
た
る
結
果
と
し
て
の
み
解
釈
す
べ
き
も
の
な
り
。
是
に
由
て
之
を

観
れ
ば
、

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
の
三
統
暦
は
常
に
此
の
種
の
問
題
を
解
く
の
管
鍵
た
る
も
の
な
り
。
旧
来
の
学
者
此
の

こ
う
け
ん

絳
縣
老
人
の
言
中
に
あ

る
文
公
十
一
年
正
月
甲
子
朔
を
以
て
夏
代
の
暦
法
に
よ
り
た
る
も
の
と
し
、
よ
り
て
以
て
晋
国
が
夏
暦
を
使
用
し
居
た
り
し
証

と
な
せ
ど
も
、
こ
れ
決
し
て

こ
う
け
い

肯
綮
を
得
た
る
の
説
と
い
う
べ
か
ら
ず
。

か且
つ
此
等
の
学
者
は
七
十
三
年
の
数
に
拘
泥
し
て
文
公

十
一
年
よ
り
嚢
公
三
十
年
迄
は
七
十
四
年
な
る
が
故
に
月
日
の
計
算
理
に
合
せ
ず
と
な
し
、

し強
い
て
之
を
夏
暦
の
法
に
附
会
し

て
二
月

き
び

癸
未
を
前
年
の
部
に
繰
入
れ
、
以
て
七
十
三
の
数
に
合
せ
し
め
ん
と
せ
り
。

い
ず
く焉

ん
ぞ
知
ら
ん
「
年
」
は
即
ち
収
穫
な
る

本
義
を
脱
了
せ
ず
し
て
、
文
公
十
一
年
正
月
よ
り
襄
公
三
十
年
二
月
迄
は
実
に
七
十
三
回
の
収
穫
を
経
た
り
し
こ
と
を
。

し
こ
う而

し

て
再
び
閏
月
を
置
く
こ
と
を
怠
れ
る
結
果
と
し
て
考
う
れ
ば
、
前
年
の
十
二
月
が
翌
年
の
二
月
と
な
さ
れ
た
る
も
、
何
等
の
疑

う
べ
き
も
の
な
き
こ
と
を
。

　
（
五
）
左
伝
中
の
夏
麿
の
記
事

左
伝
中
の
夏
暦
の
記
事
　
　
上
来
叙
述
し
た
る
諸
例
中
（
一
）（
二
）
及
び
（
四
）
は
従
来
の
学
者
が
認
め
て
以
て
晋
国
が
夏

暦
を
用
い
た
る
の
証
と
な
す
も
の
な
れ
ど
も
、
吾
人
は
其
の
根
柢
な
き
議
論
な
る
を
断
ぜ
ざ
る
を
得
ず
。
し
か
も
亦
左
伝
中
に

夏
暦
に
関
す
る
記
事
全
く
な
き
に

あ
ら非

ず
。

き
こ
う

僖
公
五
年
の
條
を
見
る
に
左
の
文
あ
り
。

八
月
甲
午
。
晋
侯
　囲
㆓　
上
　
。
陽
㆒　
　問
㆓　
於
卜
　偃
㆒　
曰
。
吾
其
済
乎
。
対
曰
。
　克
㆑　
之
。
公
曰
。
何
時
。
対
曰
。
童
謡
云
。
丙
（
漢
書

に
よ
れ
ば
丙
の
下
に
子
の
字
を
脱
す
）
之
辰
。
龍
尾
　伏
㆑　
晨
。
袀
服
振
々
。
　取
㆓　
虢
之
　
。
旂
㆒　
鶉
之
賁
々
。
天
策
焞
々
。
火
中
　成
㆑　
軍
。

虢
公
其
奔
。
其
九
月
十
日
之
交
乎
。
丙
子
旦
。
日
　在
㆑　
尾
。
月
　在
㆑　
策
。
参
火
中
。
必
是
時
也
。
冬
十
二
月
丙
子
朔
。
晋
　滅
㆑　

虢
。
云
々
。
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と
。

じ
ゅ
ん
び

鶉
尾
、じ

ゅ
ん
か

鶉
火
、天
策
は
皆
星
座
の
名
な
り
。
此
の
説
話
の
主
意
は
、童
謡
が

か
く虢

国
の
滅
ぜ
ら
る
る
の
月
日
を
豫
言
し
、し

こ
う而

し

て
其
の
豫
言
の
適
中
し
た
る
を
述
べ
た
る
な
り
。
十
二
月
の
丙
子
朔
を
以
て

ぼ
く
え
ん

ト
偃
が
九
月
の
末
十
月
の
初
と
な
し
た
る
は
、
即

ち
其
間
に
於
て
二
月
の
差
を
有
す
る
も
の
に
し
て
、
夏
の
正
月
は
周
の
三
月
な
る
の
規
定
に
一
致
す
。
こ
れ

ぼ
く
え
ん

卜
偃
の
言
が

い
わ
ゆ
る

所
謂

夏
暦
に
よ
り
た
る
の
証
左
な
り
。

し
か然

る
に
十
二
月
朔
の
丙
子
な
る
こ
と
は
経
文
に
記
さ
れ
ず
と

い
え
ど雖

も
、
伝
文
に
此
の
年
正
月
朔

を
し
ん
が
い

辛
亥
と
せ
る
も
の
と
は
記
載
の
体
裁
上
必
ず
連
絡
す
べ
き
も
の
な
り
。

き
こ
う

僖
公
五
年
正
月
朔
が

し
ん
が
い

辛
亥
な
る
こ
と
は
三
統
暦
法
に

よ
り
て
推
算
せ
る
結
果
に
出
で
し
も
の
に
し
て
、
此
の
事
は
前
に

す
で已

に
論
じ
た
る
所
に
て

あ
き
ら
か

明
な
る
べ
け
れ
ば
、
此
の
十
二
月

丙
子
朔
も
ま
た
同
一
の
根
源
よ
り
出
で
た
る
も
の
な
る
べ
し
。
試
み
に
三
統
暦
法
に
よ
り
て
計
算
す
れ
ば
、
十
二
月
朔
は
正
月

朔
し
ん
が
い

辛
亥
よ
り
数
え
て29（

正
）
+
30（
二
）
+
29（
三
）
+
30（
四
）
+
29（
五
）
+
30（
六
）
+
29（
七
）
+
30（
八
）
+
30（
九
）
+

29（
十
）
+
30（
十
一
）
+
1（
十
二
）
=

326

日
に
あ
り
て
、
其
の
干
支
は

し
ん
が
い

辛
亥
よ
り
数
え
て
（326÷

60
=

5剰
餘

26

）
二
十
六
日

に
あ
り
。
此
れ
即
ち
丙
子
な
り
。
果
し
て
豫
想
の
如
し
。
さ
れ
ば
此
の
一
段
の
説
話
は
ま
た
三
統
暦
の
影
響
を
受
け
た
る
も
の

と
推
定
す
る
の
外
な
し
。

い
わ
ん況

や
其
の
童
謡
を
引
き
て
将
来
を

ぼ
くト

す
る
が
如
き
は
前
漢
末
に
流
行
せ
る

し
ん
い

讖
緯
の
習
気
を
帯
べ
る
が

如
き
に
於
て
を
や
。

し
こ
う而

し
て
其
「
九
月
十
月
之
交
」
の
文
あ
る
は
特
に
漢
代
の
学
者
が
重
大
事
の
一
と
せ
る
夏
、
殷
、
周
三
正

の
説
に
基
づ
き
て
、
周
暦
と
夏
暦
と
の
相
違
の
点
を
実
例
に
よ
り
て
示
さ
ん
と
せ
る
も
の
な
る
べ
く
し
て
、
左
伝
の
作
者
の
苦

心
に
成
り
た
る
も
の
と
断
ず
る
の
外
な
き
な
り
。

し
こ
う而

し
て
又

き
こ
う

僖
公
五
年
の
伝
に
於
て
、
天
文
暦
日
に
関
す
る
記
事
の
特
に

ふ
く
そ
う

輻
輳

せ
る
は
、
其
の
七
十
六
年
の
週
期
の
首
に
当
る
を
以
て
左
伝
の
作
者
の
大
に
力
を
注
げ
る
所
な
る
を
察
す
べ
き
な
り
。

春
秋
と
相
違
せ
る
左
伝
の
暦
日
は
三
統
暦
家
の
偽
作
　
　
之
を
要
す
る
に
左
氏
伝
の
暦
法
は
春
秋
の
暦
法
と
全
く
異
に
し
て
、

あ
た
か宛

も
前
漢
の

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
が
修
正
を
加
え
た
る
三
統
暦
に
合
す
。
三
統
暦
は
未
だ
精
確
な
る
天
象
観
測
の
結
果
に
成
り
し
も
の
に
あ



46

ら
ざ
る
を
以
て
、
其
の
誤
謬

よ
う
や漸

く
発
見
せ
ら
れ
、
後
漢
の
中
世
既
に
新
に
四
分
暦
の
制
定
を
見
る
に
至
れ
り
（
四
分
暦
は
或
意

味
に
於
て
、
其
の
太
初
暦
に
復
古
し
た
る
も
の
な
り
）。
さ
れ
ば
其
れ
よ
り
五
六
百
年
以
前
な
る
春
秋
時
代
の
暦
日
を
三
統
暦
に

よ
り
て
逆
推
し
、
其
の
精
確
を
得
ん
こ
と
は
到
底
不
可
能
の
事
に
属
す
。
故
に
左
伝
に
於
け
る
暦
日
の
記
載
に
し
て
春
秋
の
経

文
に
よ
ら
ざ
る
も
の
は
、
全
く
三
統
暦
家
の
臆
造
偽
作
に
出
で
た
る
を
断
定
す
べ
き
な
り
。

七
　
漢
書
律
歴
志
に
見
え
た
る
春
秋
時
代
の
暦
法

漢
書
律
歴
志
に
あ
る
春
秋
時
代
の
暦
法
　
　
漢
書
律
歴
志
は
殆
ど
全
く
三
統
暦
法
の
書
な
り
。
故
に
其
の
書
経
、
詩
経
、
春
秋

等
の
記
事
を
引
き
て
上
代
の
暦
日
を
説
明
す
る
に
当
り
て
は
、
常
に
此
等
の
記
事
が
全
く
三
統
暦
に
一
致
す
る
も
の
な
る
を
論

断
し
て
、
三
統
暦
が
数
千
万
年
を
通
じ
て
、
些
少
の
誤
差
を
も
生
ぜ
ざ
る
最
も
精
確
な
る
暦
法
な
る
こ
と
を
証
明
せ
ん
と
せ
り
。

し
か然

る
に
三
統
暦
の
性
質
た
る
や
、
吾
人
が
既
に
述
べ
盡
く
し
た
る
が
如
く
、
甚
だ
不
精
確
な
る
も
の
な
り
。
故
に
古
代
の
記
事

が
三
統
暦
に
合
す
れ
ば
合
す
る
程
、
吾
人
は

ま
す
ま
す

益
〻
其
の
三
統
暦
家
の
偽
作

も若
し
く
は
附
会
の
も
の
な
る
を
断
言
す
る
に

は
ば
か憚

ら
ざ

る
な
り
。
今
漢
書
律
歴
志
に
於
け
る
春
秋
時
代
の
暦
法
の
記
事
を
掲
出
し
て
、
三
統
暦
家
が
偽
作
附
会
の
跡
を
暴
露
し
来
ら
ん
。

春
秋
。
隠
公
春
秋
即
位
十
一
年
。
　及
㆓　
桓
公
軌
　
。
立
㆒　
此
元
年
。
上
　距
㆑　
　伐
㆑　
紂
四
百
歳
。
桓
公
春
秋
即
位
十
八
年
。
子
荘
公
同

立
。
荘
公
春
秋
即
位
三
十
二
年
。
子
愍
公
啓
方
立
。
愍
公
春
秋
即
位
二
年
。
　及
㆓　
釐
公（
僖
公
と

同
じ

）申
　
。
立
㆒　
釐
公
五
年
正
月
辛

亥
朔
旦
冬
至
。
殷
歴
以
　為
㆓　
壬
　
。
子　
（
漢
末
に
殷
暦
家
と
い
う
も
の
あ
り
。
春
秋
命
歴
序
に
は
僖
公
五
年
壬

子
朔
旦
冬
至
と
あ
り
。
こ
れ
殷
暦
家
の
説
に
よ
れ
る
も
の
な
る
べ
し
）　距
㆓　
成
　公
㆒　。　七。　十。　六。　歳
。
是
歳
　距
㆓　

上
　
。
元
㆒　
（
日
月
五
星
同
一

点
に
在
り
し
時
）十
四
万
二
千
五
百
七
十
七
歳（
如
何
に
し
て
此
数
を
得
た
る
か
と
い
え
ば
、
三
統
暦
に
よ
る
時
は
、
五
星
の
一
点
に
集
り

し
時
よ
リ
再
び
一
点
に
集
る
時
迄
の
年
数
は
十
三
万
八
千
二
百
四
十
年
に
し
て
、
顓
頊
の

時
此
事
あ
り
。
三
統
即
ち
四
千
六
百
十
七
年
の
週
期
を
之
に
当
て
て
算
う
れ
ば1

3
8
2
4
0
÷

4
6
1
7
=

3
0不
足

2
7
0

に
し
て
、
顓
頊
の
時
此
事
あ
り
し
年
よ
り
し
て
二

百
七
十
年
の
後
十
一
月
甲
子
朔
旦
冬
至
を
得
。
此
年
よ
り
四
千
六
百
十
七
年
を
経
て
太
初
元
年
と
な
る
な
り
。
而
し
て
僖
公
五
年
は
太
初
元
年
に
先
だ
つ
こ
と
五
百
五
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十
一
年
な
れ
ば1

3
8
2
4
0
+
2
7
0
+
4
6
1
7−

5
5
1
+
1
=

1
4
2
5
7
7

を
得
る
な
り
。

）　得
㆓　
孟
統（
三
統
に
名
づ
く
る
に

孟
仲
季
を
以
て
す
。
）五
十
三
章（
一
章
は

十
九
年
）　
。
首
㆒　
故
伝（
左
氏
伝

を
指
す
）曰
。
五
年

春
王
正
月
辛
亥
朔
日
南
至
。
八
月
甲
午
晋
侯
　囲
㆓　
上
　
。
陽
㆒　
童
謡
云
。
丙
子
之
辰
。
龍
尾
　伏
㆑　
辰
。
袀
服
振
々
。
　取
㆓　
虢
之
　
。
旂
㆒　
鶉

之
賁
々
。
天
策
焞
々
。
火
中
　成
㆑　
軍
。
虢
公
其
奔
。
卜
偃
曰
。
其
九
月
十
月
之
交
乎
。
丙
子
旦
。
日
　在
㆑　
尾
。
月
　在
㆑　
策
。
鶉

火
中
。
必
是
時
也
、冬
十
二
月
丙
子
　滅
㆑　
虢
。
　言
㆑　
歴
者
　。　以
㆓　。　夏
　
。
。　時

㆒　
。　故。　周。　十。　二。　月。　夏。　十。　月。　也

。
是
歳
歳
　在
㆓　
大
　
。
火
㆒　
故
伝（
国語
）

曰
。
晋
侯
　使
㆓　
寺
人
披
　伐
㆒㆑　
蒲
、重
耳
　奔
㆑　
狄
。
董
因
曰
。
君
之
行
。
歳
　在
㆓　
大
　
。
火
㆒　
後
十
二
年
。
釐
之
十
六
歳
。
歳
　在
㆓　
寿
　
。
星
㆒　

故
伝（
国語
）曰
。
重
耳
　処
㆑　
狄
。
十
二
年
而
行
。
　過
㆓　
衞
五
　
。
鹿
㆒　
　乞
㆓　
食
於
野
　
。
人
㆒　
野
人
　挙
㆑　
塊
而
　与
㆑　
之
。
子
犯
曰
。
天
賜
也
。

後
十
二
年
。
必
　獲
㆓　
此
　
。
土
㆒　
歳
　復
㆓　
於
寿
　
。
星
㆒　
必
　獲
㆓　
諸
　
。
侯
㆒　
後
八
歳
。
釐
之
二
十
四
年
也
。
歳
　在
㆓　
実
　
。
沈
㆒　
秦
伯
　納
㆑　
之
。
故

伝（
国語
）曰
。
董
因
云
。
君
　以
㆑　
辰
出
。
而
　以
㆑　
参
入
。
必
　獲
㆓　
諸
　
。
侯
㆒　
春
秋
釐
公
即
位
三
十
三
年
。
子
文
公
興
立
。
文
公
元

年
　距
㆓　
辛
亥
朔
旦
冬
　至
㆒　
二
十
九
歳
。
是
歳
閏
餘
十
三
。
正
小
雪
。
閏
　当
㆑　
　在
㆓　
十
二
月
　
。
後
㆒　
而
　在
㆓　
三
　
。
月
㆒　
故
伝（
左伝
）曰
。
　非　

　㆑礼　
也
。
後
五
年
閏
餘
十
。
此
歳
　亡
㆑　
閏
而
　置
㆑　
閏
。
閏
　所
㆔　
以
　正
㆓　
中
　朔
㆒　
也
。
　亡
㆑　
閏
而
　置
㆑　
閏
。
又
　不
㆑　
　告
㆑　
朔
。
故
経
曰
。
閏

月
　不
㆑　
　告
㆑　
朔
。
　言
㆑　
　亡
㆓　
此
　
。
月
㆒　
伝（
左伝
）曰
。
　不
㆑　
　告
㆑　
朔
　非
㆑　
礼
也
。（
孔
子
が
春
秋
の
経
文
を
記
す
る
に
当
り
て
は
、
た
だ
閏
月
に
告
朔
の
式

を
行
わ
ざ
り
事
実
を
述
べ
た
る
の
み
。
若
し
左
氏
の
言
の
如
く
閏
を
置

き
し
を
咎
め
た
り
と
せ
ば
、
吾
人
は
更
に
孔
子
が
標
準
と
せ
る
暦
法
の
如
何
な
る
も
の
な
り
か
を
問
わ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
而
し
て
左
氏
が
取
る
所
の
暦
法
は

孔
子
の
時
に
未
だ
有
ら
ざ
り
し
所
の
も
の
な
り
。
孔
子
何
ぞ
之
を
知
る
こ
と
を
得
ん
や
。
又
之
に
よ
り
て
当
時
の
暦
家
の
疎
漏
を
咎
む
る
こ
と
を
得
ん
や

）春
秋
文

公
即
位
十
八
年
。
子
宣
公
倭
立
。
宣
公
春
秋
即
位
十
八
年
。
子
成
公
黒
肱
立
。
成
公
十
二
年
正
月
庚
寅
朔
旦
冬
至
。（
左
伝

に
記

載
な
し
。
三
統
暦
に
よ
り
て

算
す
れ
ば
正
に
此
の
如
し

）殷
歴
以
　為
㆓　
辛
　
。
卯
㆒　
　距
㆓　
定
公
七
　
。
年
㆒　
。　七。　十。　六。　歳

。
春
秋
成
公
即
位
十
八
年
。
子
襄
公
午
立
。
襄
公

二
十
七
年
　距
㆓　
辛
　亥
㆒　
百
九
歳
。
九
月
乙
亥
朔
。
是
　建
㆑　
申
之
月
也
。
魯
史
　書
㆓　
十
二
月
乙
亥
朔
。
日
　有
㆒㆑　
　食
㆑　
之
。
伝（
左伝
）

曰
。
冬
十
一
月
乙
亥
朔
。
日
　有
㆑　
　食
㆑　
之
。
　於
㆑　
是
辰
　在
㆑　
申
。
司
歴
過
也
。
再
　失
㆑　
閏
矣
。
　言
㆔　
時
実
行
以
　為
㆓　
十
一
　月
㆒　
也
。
　不　

　㆑察
㆓　
其
　
。
建
㆒　
　不
㆑　
　考
㆓　
之
於
　天
㆒　
也
。
二
十
八
年
　距
㆓　
辛
　亥
㆒　
百
一
十
歳
。
歳
　在
㆓　
星
　
。
紀
㆒　
故
経
曰
。
春
　無
㆑　
冰
。
伝（
左伝
）曰
。
歳
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　在
㆓　
星
　
。
紀
㆒　
而
　淫
㆓　
於
玄
　
。
枵
㆒　
三
十
年
歳
　在
㆓　
娵
　
。
訾
㆒　
三
十
一
年
歳
　在
㆓　
降
　
。
婁
㆒　
是
歳
　距
㆓　
辛
　亥
㆒　
百
一
十
三
年
。
二
月
　有
㆓　
癸
　
。
未
㆒　

上
　距
㆘　
文
公
十
一
年
　会
㆓　
于
承
　匡
㆒　
之
歳
夏
正
月（
夏
暦
の
正
月
と
い
う
の
意
な
れ
ど
夏
字
は
必
ず
後
人
の
攙
入
な
り
。
何
と
な
れ
ば
、
三
統
暦

法
に
よ
る
推
算
の
結
果
は
、
此
年
周
暦
正
月
朔
が
甲
子
に
当
る
こ
と
を
証
明
す
れ
ば
な
り

）甲
子

　
。
朔
㆖　
凡
四
百
四
十
五
甲
子
。
奇
二
十
日
。
　為
㆑　
日
二
万
六
千
六
百
有
六
旬
。
故
伝（
左伝
）曰
。
絳
縣
老
人
曰
。
臣
生
之
歳
正
月

甲
子
朔
。
四
百
四
十
有
五
甲
子
矣
。
其
季
　於
㆑　
今
三
之
一
也
。
師
曠
曰
。
郤
成
子
　会
㆓　
于
承
　匡
㆒　
之
歳
也
。
七
十
三
年
矣
。
史

趙
曰
。
亥
　有
㆓　
二
首
六
　
。
身
㆒　
下
二
　如
㆑　
身
。
則
其
日
数
也
。
士
文
伯
曰
。
然
則
二
万
六
千
六
百
有
六
旬
也
。
春
秋
襄
公
即
位

三
十
一
年
。
子
昭
公
稠
立
。
昭
公
八
年
歳
　在
㆓　
析
　
。
木
㆒　
十
年
歳
　在
㆓　
顓
頊
之
　
。
虚
㆒　
玄
枵
也
。
十
八
年
。
　距
㆓　
辛
　亥
㆒　
百
三
十
一
歳
。

五
月
　有
㆓　
丙
子
戊
寅
壬
　
。
午
㆒　
火
始
昏
見
。
宋
衞
陳
鄭
火
。
二
十
年
春
王
正
月
。
　距
㆓　
辛
　亥
㆒　
百
三
十
三
歳
。
是
辛
亥
後
八
章
首
也
、

正
月
己
丑
朔
旦
冬
至
。
　失
㆑　
閏
。
故
伝（
左伝
）曰
。
二
月
己
丑
日
南
至
。（
此
年
の
冬
至
は
チ
ャ
ル
マ
ー

ズ
に
よ
れ
ば
、
辛
卯
に
当
る
）三
十
二
年
。
歳
　在
㆓　
星
　
。
紀
㆒　

　距
㆓　
辛
　亥
㆒　。　百。　四。　十。　五。　歳
。
　。　盈
㆓　。　一
　。　次
㆒　
矣
。（
三
統
暦
法
に
木
星
一
年
の
運
行
を一

周
天

×
11
2 ×

1
4
5

1
4
4

と

な
せ
り
。
然
も
其
実
は
大
略一

周
天

×
11
2
×

8
7

8
6

な
り

）故
伝（
左伝
）曰
。
越
　得
㆑　
歳
。
呉
伐

　㆑之　
。
必
　得
㆓　
其
　
。
咎
㆒　
春
秋
昭
公
即
位
三
十
二
年
。
　及
㆓　
定
公
宋
　
。
立
㆒　
定
公
七
年
正
月
己
巳
朔
旦
冬
至
。
殷
歴
以
　為
㆓　
庚
　
。
午
㆒　
　距
㆓　

元
　公
㆒　
七
十
六
歳
。
春
秋
定
公
即
位
十
五
年
。
子
哀
公
蒋
立
。
哀
公
十
二
年
冬
十
一
月（
今
の
左
伝
に
は
十
二
月
に
作
る
。
さ

れ
ど
こ
れ
却
て
伝
写
の
誤
な
る
べ
し
）流
火
。

　非
㆓　
建
戌
之
　月
㆒　
也
。
是
月
也
螽
。
故
伝（
左伝
）曰
。
火
伏
而
後
蟄
者
畢
。
今
火
猶
西
流
。
司
歴
過
也
。
詩
曰
。
七
月
流
火
。

（
火
はS

co
rp
io

中
の
一
等
星
な
り
。
此
年
冬
十
一
月
は
チ
ャ
ル
マ
ー
ズ
に
よ
れ
ば
、
凡
そ
陽
暦
十
月
に
当
る
。
即
ち
建
戌
の
月
な
り
。B

.C
.
4
8
3

に
於
て
此
月
の
夕

に
火
の
見
ゆ
る
こ
と
な
し
。
左
伝
に
は
此
語
を
以
て
孔
子
の
言
う
所
と
な
せ
り
と
い
え
ど
も
信
ず
べ
か
ら
ず
。
此
説
話
は
必
ず
経
文
に
於
て
十
一
月
に
螽
あ
り
と
い

え
る
に
附
会
せ
る
後

人
の
偽
作
な
る
べ
し
）春
秋
哀
公
即
位
二
十
七
年
。
　自
㆓　
春
　秋
㆒　
　盡
㆓　
哀
十
四
　
。
年
㆒　
凡
二
百
四
十
二
年
。

以
上
律
歴
志
の
文
中
に
在
る
所
は
、
多
く
は
左
伝
の
暦
法
の
章
に
於
て
既
に
引
用
し
論
評
せ
る
所
の
も
の
な
り
。
仔
細
に
之
を

研
究
す
れ
ば
、
漢
末
暦
家
の
用
意
の
極
め
て
周
密
な
る
に
驚
か
ざ
る
を
得
ず
。
其
の
三
統
暦
を
し
て
精
確
な
る
推
歩
に
基
づ
け

る
こ
と
、
現
今
の
暦
法
の
如
く
な
ら
し
め
ば
、
数
千
年
を
経
た
ら
ん
後
と
い
う
と
も
、
誰
が
左
氏
伝
の
記
事
の
偽
作
な
り
し
を
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窺
い
知
る
こ
と
を
得
ん
や
。

八
　
左
氏
伝
は
漢
の
劉
歆
の
偽
作
な
り

序
言
　
　
吾
人
は
漢
代
に
於
け
る
暦
法
を
研
究
し
て
之
を
左
氏
伝
の
記
事
に
参
照
し
、
遂
に
其
の
春
秋
の
暦
日
と

そ
ご

齟
齬
し
て

か
え
っ却

て
り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
の
三
統
暦
法
と
符
節
を
合
す
る
が
如
き
を
見
、
又

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
の
三
統
暦
法
が

ギ
リ
シ
ア

希
臘
の
カ
リ
ポ
ス
の

は
じ創

め
た
る
サ
イ
ク
ル

に
易
理
を
習
合
せ
る

す
こ
ぶ頗

る
非
科
学
的
の
も
の
な
る
を
見
て
、
左
氏
伝
中
の
暦
日
に
関
す
る
記
事
に
し
て
、
特
に
三
統
暦
法
に
合

す
る
も
の
は
、
必
ず
三
統
暦
家
の
偽
作
に
出
で
し
も
の
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
を
断
定
す
る
を
得
た
り
。

し
こ
う而

し
て
此
の
偽
作
を

試
み
た
る
三
統
暦
家
の
果
し
て

な
に
び
と

何
人
な
る
か
を
定
む
る
に
つ
き
て
は
、

ま先
ず
左
氏
伝
の
伝
来
に
つ
き
て
研
究
す
る
所
な
か
る
べ

か
ら
ず
。

左
氏
伝
は
劉
歆
に
よ
っ
て
世
に
出
さ
る
　
　
左
氏
伝
は

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
以
前
に
於
て
は
未
だ
世
に
知
ら
れ
ず
。
左
丘
明
の
著
と
し
て
世

に
伝
わ
り
し
も
の
は
た
だ
国
語
あ
り
し
の
み
。
国
語
は
司
馬
遷
が
其
の
史
記
を
録
す
る
に
当
り
て
引
用
し
た
る
も
の
の
一
な
り
。

但
し
其
の
書
た
る
や
、
今
の
世
に
存
す
る
国
語
と
は
同
一
物
に
あ
ら
ず
と

い
え
ど雖

も
、
其
の
一
部
分
は
今
の
も
の
の
中
に
伝
え
ら
れ

た
る
な
る
べ
し
。

し
こ
う而

し
て
司
馬
遷
の
時
代
に
左
氏
伝
の
存
在
せ
し
や
否
や
は
実
に
疑
わ
し
く
、
史
記
中
往
々
春
秋
古
文
、
左
氏

春
秋(

1)等
の
語
な
き
に

あ
ら非

ず
と

い
え
ど雖

も
、

い
ず何

れ
も
後
人
の

ざ
ん
に
ゅ
う

攙
入
に
成
り
た
る
の
嫌
疑
な
き
に

あ
ら非

ず
。
何
と
な
れ
ば
史
記
が
司
馬
遷

以
後
に
於
て
多
少
の
附
加
を
蒙
り
た
る
は
明
白
な
る
事
実
な
れ
ば
な
り
。
又
漢
書
に
至
り
て
は
其
の
儒
林
伝
に

か
ぎ

賈
誼
、
張
蒼
等

の
名
を
掲
げ
て
漢
初
に
於
け
る
左
氏
春
秋
の
伝
来
を
述
べ
、
其
の
河
間
献
王
伝
に
は
、
左
氏
春
秋
の
採
集
せ
ら
れ
た
る
事
を
記

し
た
れ
ど
も
、
漢
書
は

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
以
後
の
書
に
し
て
、
其
の
記
事
中
に
は

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
の
著
述
を
転
載
し
た
る
も
の
あ
れ
ば
、
未
だ
充
分
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な
る
証
憑
と
な
す
に
足
ら
ず
。

そ
も
そ抑

も
左
氏
伝
の
世
に
出
ず
る
に
至
り
た
る
手
続
は
漢
書

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
の
伝
の
中
に

つ
ま
び
ら
か

詳
な
り
。
今
其

の
大
意
を
叙
す
れ
ば

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
は
孝
成
皇
帝
の
河
平
年
中(B

.C
.
28–25)

に
詔
を
受
け
て
其
の
父
な
る
劉
向
と
共
に
秘
府
の
書
籍
を

校
す
る
こ
と
を

つ
か
さ
ど

掌
り
、
六
芸
、
伝
、
記
、
諸
子
、
詩
、
賦
、
数
術
、
方
技
を
講
究
し
て
其
の

う
ん
お
う

蘊
奥
を
得
た
り
し
が
、

か
つ嘗

て
秘

書
中
よ
り
古
文
字
に
て
記
せ
る
春
秋
左
氏
伝
を
発
見
し
、
大
に
之
を
愛
読
し
た
り
き
。
其
頃

し
ょ
う
じ
ょ
う

丞
相
の
史
官
た
る

い
ん
か
ん

尹
咸
も
左
氏

に
通
ず
る
の
故
を
以
て
、

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
と
共
に
経
伝
を
校
し
た
れ
ば
、

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
は

い
ん
か
ん

尹
咸
と

し
ょ
う
じ
ょ
う

丞
相

て
き
ほ
う
し
ん

翟
方
進
と
に
就
き
て
左
氏
伝
の

く
ん
こ

訓
詁

天
文
等
に
関
す
る
質
問
を
試
み
、
又
始
め
て
伝
文
を
引
き
て
経
文
を
解
し
、
義
理
の
攻
究
も
大
に
備
わ
る
こ
と
と
な
れ
り
。
漢

代
に
於
け
る
春
秋
の
学
は
最
初

く
よ
う
で
ん

公
羊
伝
広
く
行
わ
れ
、
其
の
後
穀
梁
伝
出
で
、

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
の
父
劉
向
は
此
の
穀
梁
伝
を
広
む
る
に
功

あ
る
人
な
り
し
が
、

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
に
至
り
て
始
め
て
大
に
左
氏
伝
を

ひ
ょ
う
ぼ
う

標
榜
し
て
其
の
三
伝
中
最
も
優
良
な
る
を
主
張
し
、
其
の

よ
う
や漸

く

哀
帝
に
親
近
せ
ら
る
る
に
及
び
、

あ
え敢

て
建
言
し
て
左
氏
春
秋
及
び
毛
詩
、
逸
礼
、
古
文
尚
書
を
大
学
に
採
用
せ
し
め
ん
と
せ
り
。

哀
帝
は
之
に
よ
り
て

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
を
し
て
五
経
博
士
等
と
此
等
の
書
の
義
理
を
討
論
せ
し
め
た
り
し
に
、
博
士
等
は
多
く
は
之
に
対
し

て
耳
を
傾
く
る
こ
と
な
く
、
其
中
に
於
て
過
激
な
る
人
々
は

か
え
っ却

て
り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
を
弾
劾
し
て
、

ほ
し
い
ま
ま

恣
に
旧
章
を
改
乱
し
て
先
帝
の
立

て
た
る
経
学
を
非
毀
す
と
奏
す
る
に
至
れ
り
。

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
は
之
に
よ
り
て
一
た
び
都
を
去
る
の
止
む
な
き
に
至
り
し
が
、
其
後
大
に

お
う
も
う

王
莽
に
用
い
ら
れ
て
よ
り
、
其
の
学
も

や
や稍

広
ま
り
た
れ
ど
、
後
漢
の
世
に
入
り
て
も
な
お
之
を
非
難
す
る
も
の
多
く
、
光
武
帝

の
建
武
年
間
一
た
び
大
学
に
採
用
せ
ら
れ
し
も
、
論
難
依
然
と
し
て
止
ま
ず
、

ざ
ん
じ

暫
時
に
し
て
廃
せ
ら
れ
き
。
其
後

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
の
左
氏

学
は
鄭
興
、

が
き

賀
逵
等
に
伝
わ
り
、
鄭
興
及
び
其
の
子
鄭
衆
の
盡
力
に
よ
り
て
、
和
帝
の
元
興
十
一
年
（
西
暦
九
十
九
年
）
再
び

大
学
に
採
用
せ
ら
れ
、
遂
に

く
よ
う

公
羊
、
穀
梁
の
二
伝
を
圧
倒
す
る
に
至
れ
り
。
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註

(
1)
左
氏
春
秋
は
古
の
国
語
の
異
名
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
但
し
今
の
左
氏
伝
及
び
国
語
は
何
れ
も
古
の
国
語
に
あ
っ
た
資
料
を
用
い
て
、
そ

の
上
に
種
々
の
添
加
を
し
て
居
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
古
の
国
語
は
戦
国
時
代
の
著
作
で
あ
ろ
う
。

左
伝
の
暦
日
記
事
の
三
統
暦
に
合
す
る
も
の
は
劉
歆
の
手
に
成
る
　
　
以
上
叙
述
す
る
所
を
以
て
見
れ
ば
、
左
氏
伝
は

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆

が
始
め
て
之
を
世
間
に
発
表
し
た
る
も
の
な
り
。

し
こ
う而

し
て

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
は
実
に
三
統
暦
法
の
創
立
者
な
り
。

し
か然

ら
ば
則
ち
左
氏
伝
中

の
記
事
に
し
て
、
三
統
暦
の
智
識
を
包
含
す
る
も
の
は
、

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
の
手
に
成
り
た
る
こ
と
、
毛
頭
疑
う
べ
き
所
な
し
。
但
し

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆

と
共
に
左
氏
伝
を
校
合
し
、

か且
つ

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
の
質
問
を
受
け
た
り
と
い
え
る

い
ん
か
ん

尹
咸
は
、

か
つ嘗

て
太
史
令
と
な
り
た
り
し
人
に
て
、
数
学

に
長
じ
た
り
と
い
え
ば
、
三
統
暦
法
の
創
立
及
び
之
を
左
氏
伝
中
に
適
用
す
る
こ
と
は
、
其
の
実
此
の
人
の
努
力
に
出
で
た
る

も
の
な
る
べ
し
。
さ
れ
ば
五
経
博
士
等
が

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
を
以
て

ほ
し
い
ま
ま

恣
に
旧
章
を
改
乱
せ
る
も
の
と
な
せ
る
も
、
当
然
の
事
理
な
り
と

い
う
べ
し
。

次
に
来
る
問
題
　
　
次
に
来
る
べ
き
問
題
は
、
左
氏
伝
の
暦
日
に
関
す
る
記
事
の
み
が
特
に

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
に
よ
り
て

ざ
ん
に
ゅ
う

攙
入
せ
ら
れ

た
る
も
の
に
し
て
其
他
の
部
分
は
既
に
其
の
以
前
に
存
在
し
た
り
や
否
や
、
是
な
り
。

左
伝
に
前
漢
末
の
学
風
の
一
般
的
影
響
あ
り
　
　
吾
人
は
暦
法
上
の
研
究
に
よ
り
て
左
氏
伝
の
一
部
分
が
前
漢
末
の
学
術
に

影
響
せ
ら
れ
た
る
を
知
る
。

し
か然

ら
ば
則
ち
其
他
の
部
分
に
し
て
ま
た
同
時
代
の
学
風
を
表
現
す
る
が
如
き
も
の
あ
ら
ば
、
此
等

を
も
亦

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
等
の
手
に
成
り
た
り
と
信
ず
べ
き
理
由
を
有
す
。
吾
人
は
是
に
於
て
左
伝
を
調
査
し
て
、

し
ん
い

讖
緯
、

ぼ
く
ぜ
い

卜
筮
、
等
の
諸

点
に
於
て
も
亦
前
漢
末
に
於
け
る

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
等
一
派
の
学
風
と
密
接
な
る
関
係
あ
り
と
認
む
べ
き
記
事
を
検
出
す
る
を
得
た
り
。
今

左
に
其
の
概
略
を
述
ぶ
べ
し
。
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讖
緯
　
　
（
一
）

し
ん
い

讖
緯
。

し
ん
い

讖
緯
の
学
は
前
漢
の
末
葉
に
於
て
始
め
て
起
る
。

し
ん讖

は
神
秘
な
る
原
因
に
よ
り
て
現
れ
た
る
文
字

或
は
語
句
等
を
指
し
、
緯
は
孔
子
の
著
作
と
い
え
る
古
文
字
の
書
を
指
し
、
経
書
を
輔
翼
す
る
の
義
あ
り
。
緯
書
の
孔
子
の
著

に
あ
ら非

ず
し
て
前
漢
の
学
者
の
仮
託
に
出
で
た
る
や
論
な
し
。

し
ん
い

讖
緯
の
学
と
は
即
ち

し
ん讖

或
は
緯
に
よ
り
て
未
来
を
察
す
る
の
学
な

り
。
今
左
伝
中
に
見
え
た
る
神
秘
な
る
文
字
に
よ
り
て
未
来
を
察
す
る
の
例
を
挙
ぐ
れ
ば
、
其
の
巻
頭
に
於
て
隠
公
の
事
を
叙

す
る
の
條
に
曰
く
、

宋
武
公
　生
㆓　
仲
　
。
子
㆒　
仲
子
生
而
　有
㆔　
文
　在
㆓　
其
　
。
手
㆒　
曰
　為
㆓　
魯
夫
　
。
人
㆒　
故
仲
子
　帰
㆓　
于
　
。
我
㆒　

と
。
こ
れ
仲
子
の
手
掌
の
紋
が

お
の
ず
か

自
ら
魯
（
古
文
从
）
な
る
文
字
を
成
し
て
、
他
日
魯
の
夫
人
と
な
る
を
豫
示
せ
る
を
い
え
る

も
の
な
り
。

卜
筮
　
　
（
二
）

ぼ
く
ぜ
い

卜
筮
。
前
漢
の
末
葉
、
京
房
の
易
、
盛
に
行
わ
る
。
其
の
説
従
来
の
諸
家
の
説
と
大
に
異
な
り
て
、
一
年

の
日
数
三
百
六
十
五
日
四
分
の
一
に
六
十
四

け卦
を
配
当
し
て
毎
日
の
吉
凶
を
定
む
る
が
如
き
、
極
め
て

は
ん
さ

煩
瑣
な
る
も
の
な
り
き
。

次
で
費
直
の
易
出
で
、
古
文
字
に
て
記
し
た
る
本
文
の
み
に
よ
り
て
判
断
を
な
し
、

は
ん
さ

煩
瑣
な
る
方
法
を
ば
一
切
之
を

し
り
ぞ却

け
た
り

と
い
う
。
後
漢
の

じ
ょ
う
げ
ん

鄭
玄
は
左
氏
伝
を
崇
拝
す
る
も
の
に
し
て
、
兼
て
費
直
の
易
を
学
ぶ
も
の
な
り
。
費
氏
の
書
今
伝
わ
ら
ざ
る

を
以
て
、

し
ば
ら暫

く
鄭
氏
の
説
に
よ
り
て
之
を
察
す
る
に
、
互
体
を
論
ず
る
こ
と
其
の
特
色
な
る
が
如
し
。
互
体
と
は
易

け卦
の
六

こ
う爻

の
中
に
於
て
、
第
二

こ
う爻

よ
り
第
四

こ
う爻

に
至
る
ま
で
を
取
り
て
一

け卦
と
し
、
又
第
三

こ
う爻

よ
り
第
五

こ
う爻

ま
で
を
取
り
て
一

け卦
と
す
る

こ
と
を
言
う
。
元
来
易

け卦
の
六

こ
う爻

は
之
を
上
下
の
二

け卦
に
分
つ
べ
き
も
の
な
れ
ば
、
互
体
を
論
ず
る
こ
と
は
必
ず
第
二
次
の
発

展
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

し
こ
う而

し
て
費
直
以
前
の
易
説
に
於
て
は
、
互
体
の
説
あ
り
し
や
否
や

あ
き
ら
か

明
な
ら
ず
、
又
京
房
の
説
に
は

決
し
て
互
体
を
含
ま
ざ
れ
ば
、
此
の
事
或
は
費
直
の
創
説
な
り
し
や
も
未
だ
知
る
べ
か
ら
ず
。
今
左
伝
を
検
す
る
に
、
互
体
を
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見
て
占
す
る
の
記
事
あ
り
。

き
こ
う

僖
公
十
五
年
の
條
に
曰
く
、

（
上
略
）
其
卦
　遇
㆑　
蠱

。
曰
千
乗
三
去
。
三
去
之
餘
。
　獲
㆓　
其
雄
　
。
狐
㆒　
夫
狐
蠱
。
必
其
君
也
。
蠱
之
貞
風
也
。
其
悔
山
也
。

歳
云
秋
矣
。
我
　落
㆓　
其
　
。
実
㆒　
而
　取
㆓　
其
　
。
材
㆒　
　所
㆓　
以
　克
㆒　
也
。
実
落
材
亡
。
　不
㆑　
敗
何
待
。

と
。

は
ご
ん艮

に
し
て
山
、
狐
及
び
果
実
の
義
あ
り
。

は
そ
ん巽

に
し
て
風
の
義
あ
り
。
其
の
互
体
な
る

は
だ兌

に
し
て
正
秋
の

義
あ
り
。

は
震
に
し
て
車
の
義
あ
り
。
故
に
此
の

ぼ
く
ぜ
い

卜
筮
の
辞
中
に
千
乗
と
い
い
秋
と
い
え
る
は
、
皆
互
体
の
説
よ
り
出
で
た

る
も
の
な
り
。

し
か然

ら
ば
則
ち
左
伝
中
の

ぼ
く
ぜ
い

卜
筮
の
記
事
も
ま
た
前
漢
末
の
学
風
の
影
響
を
受
け
た
る
も
の
な
る
べ
し
。

古
文
字
と
古
制
度
　
　
此
の
他

な
お尚

漢
末
に
於
て
生
じ
た
る
著
し
き
機
運
は
、
古
字
の
学
と
、
古
制
度
の
学
の
勃
興
な
り
。

し
こ
う而

し
て
左
氏
伝
は
古
字
に
て
書
せ
ら
れ
、
其
の
中
に
は
周
代
の
制
度
を
詳
説
す
る
こ
と
多
し
。
こ
れ
ま
た
前
漢
末
の
学
風
の
影
響

を
受
け
た
り
と
見
る
べ
き
も
の
な
る
べ
し
。

左
伝
は
す
べ
て
劉
歆
の
編
纂
に
成
る
　
　
以
上
の
諸
例
に
よ
り
て
考
う
れ
ば
、
左
氏
伝
中
に
は
、
暦
日
に
関
す
る
記
事
以
外
に

於
て
、
な
お
前
漢
末
の
学
者
の
手
に
出
で
た
り
と
信
ぜ
ら
る
べ
き
多
く
の
分
子
を
有
す
。
果
し
て

し
か然

ら
ば
、
左
氏
伝
の
書
た
と

い
り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
以
前
に
存
せ
り
と
す
る
も
、
其
の

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
の
手
を
経
て
世
に
出
ず
る
に
当
り
て
は
、
必
ず
大
な
る

か
い
ざ
ん

改
攙
を
経
た
り
し
な

る
べ
し
。

い
わ
ん況

や
り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
以
前
に
左
氏
伝
の
存
在
せ
り
と
い
え
る
証
憑
の
極
め
て
薄
弱
な
る
に
於
て
、
吾
人
は
其
の
全
部
が

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆

の
編
纂
に
出
で
た
り
と
な
す
こ
と
の

か
え
っ却

て
正
当
な
る
見
解
な
る
を
思
は
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。

左
伝
の
著
作
は
漢
末
の
風
気
に
合
す
　
　

つ
ら
つ熟

ら
あ
ん按

ず
る
に
、
漢
代
経
学
の
本
幹
は

い
わ
ゆ
る

所
謂

く
ん
こ

訓
詰
の
学
に
あ
ら
ず
し
て
天
人
の
関

係
を
察
す
る
の
点
に
あ
り
。
詳
言
す
れ
ば
占
星
を
論
じ
、
災
異
を
論
じ
、

ぼ
く
ぜ
い

卜
筮
を
論
じ
、
豫
言
を
論
じ
政
治
と
天
象
と
の
関
係

を
論
ず
る
に
あ
り
。

と
う
ち
ゅ
う
じ
ょ

董
仲
舒
が
武
帝
を
説
き
て
儒
学
を
採
用
せ
し
め
た
る
も
、
其
の
天
人
合
一
の
理
を
述
べ
た
る
が
為
な
る
こ
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と
は
、
其
の
上
書
を
読
み
て

あ
き
ら
か

明
に
知
る
こ
と
を
得
べ
し
。
こ
れ
よ
り
後
の
学
者
、
皆
五
経
を

か籍
り
て
災
異
を
論
じ
、
競
う
て

豫
言
を
試
み
、
之
に
よ
り
て
王
公
の
尊
信
を
得
た
る
も
の
多
く
、
前
漢
の
末
葉
に
は
偽
書
を
作
り
て
新
説
を

ひ
ょ
う
ぼ
う

標
榜
す
る
も
の
を

生
じ
、
遂
に
は
緯
書
を
偽
作
し
て
之
を
孔
子
の
名
に
託
す
る
も
の
あ
る
に
至
り
、
揚
雄
の
如
き
は
更
に
古
人
の
名
に
託
せ
ず
し

て
自
ら
太
玄
、
法
言
を
著
し
以
て
易
経
、
論
語
に
陵
駕
せ
ん
と
試
む
る
に
及
べ
り
。
此
の
如
き
時
代
の
風
潮
に

さ
お
さ棹

す
も
の
に
し

て
有
為
の
資
あ
る
も
の
は
、
必
ず
自
ら
新
説
を
樹
て
て
以
て
一
世
を

へ
い
げ
い

脾
睨
せ
ん
こ
と
を
求
む
る
は
理
の

み観
や
す易

き
所
な
り
。

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆

皇
族
の
末
に
列
し
博
学
多
才
に
し
て
功
名
の
心
燃
ゆ
る
が
如
し
。
其
の
秘
府
の
書
を
校
す
る
の
任
を
帯
び
て
、
他
人
の

う
か
が
い

窺
知

る
を
得
ざ
る
の
所
に
立
ち
、
豊
富
な
る
材
料
と
多
数
の
学
徒
と
を
使
役
し
て
儒
書
の
製
作
を
試
み
、
之
を
古
人
の
名
に
託
し
て

世
俗
の
信
用
を
買
わ
ん
と
す
る
の
事
、
決
し
て
無
し
と
い
う
べ
か
ら
ず
。

し
こ
う而

し
て
左
氏
伝
の
書
及
び
其
の
学
説
は
実
に

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆

に
よ
り
て
始
め
て
世
に
公
に
せ
ら
れ
、
其
の
眼
目
と
す
る
所
は
天
人
の
関
係
に
あ
り
て
正
に
漢
代
経
学
の
風
気
に
合
し
、

か且
つ

其
中
に
前
漢
末
世
の
傾
向
の

あ
き
ら
か

明
に
認
む
べ
き
も
の
あ
り
。

し
こ
う而

し
て
其
の
暦
法
に
至
り
て
は
又
実
に

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
の
創
定
す
る
所
に

か
か
わ係

る
。

し
か然

ら
ば
則
ち
左
氏
伝
の
書
が

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
の
編
著
に
出
ず
る
も
の
な
る
こ
と
論
を

ま須
た
ず
と
い
う
べ
し
。
其
の
文
辞
の
先
秦

の
気
象
を
帯
び
た
る
が
如
き
は
従
来
存
在
せ
る
国
語
中
の
材
料
を
採
取
し
或
は
之
を
模
擬
し
た
る
が
為
な
る
こ
と
疑
う
べ
き
に

あ
ら
ず
。
其
の
文
字
を
古
文
即
ち
古
字
と
な
せ
る
は
、
当
時
に
於
け
る
古
文
字
学
（
小
学
）
の
流
行
に
合
す
る
も
の
に
し
て
、
其

の
文
辞
を
古
文
辞
と
な
し
た
る
も
、
ま
た
当
時
に
於
け
る
古
文
辞
派
（

じ
が

爾
雅
）
の
趨
向
に

そ副
え
る
も
の
な
り
。

し
か然

ら
ば
則
ち
其

古
字
、
古
語
、
古
文
辞
な
る
の
故
を
以
て

た
だ
ち直

に
之
を
先
秦
の
遺
篇
と
断
ず
る
の
理
由
は
毫
も
存
す
る
こ
と
な
し
。

左
伝
に
関
す
る
古
来
の
批
判
―――
啖
助
よ
り
康
有
為
ま
で
　
　

そ
も
そ抑

も
左
氏
伝
の
価
値
を
疑
う
も
の
古
来
其
の
人
少
か
ら
ず
。

漢
代
の
諸
儒
の
駁
議
は
今

お措
き
て
論
ぜ
ざ
る
も
、
唐
の

た
ん
じ
ょ

啖
助
は
既
に
之
を
評
し
て
「
叙
事
　雖
㆑　
多
。
繹
意
殊
少
。
是
非
交
錯
。
混
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然
　難
㆑　
証
。」
と
い
い
、
宋
の
林
栗
は
其
の
中
に
あ
る
君
子
曰
云
々
の
評
語
を
以
て

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
の
辞
な
り
と
な
し
、

し
ゅ
き

朱
熹
も
亦
君
子
曰

云
々
の
條
を
以
て
義
理
浅
薄
に
し
て
見
る
に
堪
え
ず
と
い
い
、
又
其
の
著
作
の
年
代
及
び
著
者
を
論
じ
て
、

左
氏
　不
㆔　
必
　解
㆓　
是
丘
　
。
明
㆒　
　如
㆓　
聖
人
　所
㆒㆑　
称
。
煞
是
正
直
底
人
。
　如
㆓　
左
伝
之
　
。
文
㆒　
自
　有
㆓　
縦
横
意
　
。
志
㆒　
史
記
却
説
。
左
丘
　失　

　㆑明　
。
厥
　有
㆓　
国
　
。
語
㆒　
或
云
。
左
丘
明
左
丘
其
姓
也
。
左
伝
自
是
左
姓
人
作
。
又
　如
㆘　
秦
始
　有
㆓　
臘
　祭
㆒　
而
左
氏
　謂
㆗　
虞
　不
㆑　
臘
　
。
矣
㆖　

是
秦
時
文
字
分
明
。

と
い
え
り
。
其
後
清
朝
の
中
世
以
後

く
よ
う
で
ん

公
羊
伝
の
学
復
び
起
る
に
及
び
、
左
伝
を
駁
撃
す
る
者(

1)益
〻
多
く
、
康
有
為
の
如
き
は
新

学
偽
経
考
を
著
し
て
、
其
中
に
左
氏
伝
が

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
の
偽
作
に
成
れ
る
を
辯
じ
て
殆
ど

よ
う
ん

餘
蘊
な
き
に
至
れ
り
。
其
の
漢
書

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
伝

を
論
ず
る
の
條
に
曰
く
、

按
。
班
固
浮
華
之
士
。
経
術
本
浅
。
其
　修
㆓　
漢
　
。
書
㆒　
全
　用
㆓　
歆
　
。
書
㆒　
　不
㆑　
取
者
僅
二
万
餘
言
。
其
　陥
㆓　
溺
於
歆
　
。
学
㆒　
久
矣
。。　此

　。　為
㆓　。　歆
　
。
。　伝

㆒　
。　大。　率

　。　本
㆓　。　歆。　之。　自
　。　言
㆒　。　也
。
左
氏
春
秋
　至
㆘　
歆
　校
㆓　
秘
　書
㆒　
　時
㆖　
乃
見
。
則
向
来
人
間
　不
㆑　
見
　可
㆑　
知
。
（
中
略
）
云
。
歆

　従
㆓　
尹
咸
翟
方
　進
㆒　
　質
㆓　
問
大
　
。
義
㆒　
。　此
　。　与
㆘　。　儒。　林。　伝
　。　叙
㆓　。　左。　氏。　師
　
。
。　伝

㆒　
　。　自
㆓　。　賈
　。　誼
㆒　
　。　至
㆗　。　尹。　更
　
。
。　始

㆖　
。　皆。　歆
　。　偽
㆓　。　造。　淵
　
。
。　源

㆒　
按
翟
方
進
伝

云
。
　受
㆓　
春
　
。
秋
㆒　
　積
㆓　
十
餘
　
。
年
㆒　
経
学
明
習
。
徒
衆
日
広
。
諸
儒
　称
㆑　
之
。
又
云
方
進
　難
㆑　
　受
㆓　
穀
　
。
梁
㆒　
然
　好
㆓　
左
氏
　
。
伝
㆒　
其
左
氏

則
国
師
劉
歆
師
也
。
方
進
　雖
㆑　
　習
㆓　
春
　
。
秋
㆒　
実
　非
㆓　
左
　
。
氏
㆒　
歆
既
　重
㆓　
其
名
　
。
位
㆒　
又
必
　託
㆑　
　所
㆓　
由
　
。
来
㆒　
　称
㆓　
父
向
　不
㆒㆑　
　能
㆑　
非
。
既

　誣
㆓　
其
　
。
父
㆒　
又
　誣
㆓　
其
　
。
師
㆒　
　可
㆑　
　謂
㆘　
絶
　無
㆓　
人
　心
㆒　
　者
㆖　
矣
。
尹
咸
本
同
　校
㆑　
書
者
。
然
但
　校
㆓　
数
　
。
術
㆒　
経
学
必
　不
㆑　
　如
㆑　
歆
。
　足　
　㆑見
㆓　

其
　偽
㆒　
（
中
略
）
　乗
㆜　
父
向
既
歿
。
独
　任
㆓　
校
　
。
書
㆒　
　無
㆛　
人
　知
㆚　
秘
府
之
　
。
籍
㆙　
因
　得
㆘　
　借
㆓　
秘
　書
㆒　
而
　行
㆗　
其
　
。
偽
㆖　
漢
世
春
秋
之
学
最
盛
。

歆
　思
㆔　
自
　樹
㆓　
一
　
。
学
㆒　
　校
㆑　
書
　得
㆓　。　左。　氏。　国
　
。
。　語

㆒　
以
為
　可
㆔　
　借
㆑　
之
　釈
㆑　
注
。
以
　售
㆓　
其
　
。
奸
㆒　
　不
㆑　
　作
㆓　
古
字
古
　
。
言
㆒　
則
天
下
士
　難
㆑　
欺
。

故
　託
㆓　
之
古
　
。
文
㆒　
此
歆
　以
㆓　
古
　文
㆒　
　偽
㆑　
経
之
始
也
。
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と
。
以
て
其
の
論
鋒
の
犀
利
な
る
を
見
る
に
足
れ
り
。

し
か然

り
と

い
え
ど雖

も
康
有
為
の
論
ず
る
所
は
、
皆
消
極
的
の
方
法
に
係
り
、
未

だ
確
乎
た
る
証
左
を
挙
げ
て
、
其
の

し
か然

る
ゆ
え
ん

所
以
を
断
言
す
る
こ
と

あ
た能

わ
ざ
り
き
。
吾
人
今
漢
代
暦
法
の
研
究
の
光
を
以
て
左
氏

伝
の
記
事
を
照
す
に
及
び
て
、
康
氏
の
論
辯
も
、
始
め
て
其
の
根
拠
を
得
、
二
千
歳
の
疑
事
始
め
て
氷
釈
す
る
を
得
た
り
。

　
　
註

(

1)

劉
逢
禄
の
左
氏
春
秋
考
証
は
第
一
に
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

チ
ャ
ル
マ
ー
ズ
の
左
伝
の
批
判
　
　
チ
ャ
ル
マ
ー
ズ
の
研
究
は
、左
氏
伝
の
著
作
せ
ら
れ
た
る
時
代
の
論
に
及
び（
レ
ッ
グ
英
訳
春
秋

巻
首
第
一
百
頁

）

其
の
歳
星
の
記
事
を
以
て
之
を
戦
国
の
中
葉
西
紀
前
三
百
四
年

も若
し
く
は
其
の
前
後
に
於
け
る
観
測
の
結
果
に
基
づ
き
て
逆
算

せ
る
も
の
と
な
し
、
之
に
依
て
左
氏
伝
を
其
頃
の
産
物
と
推
定
せ
り
。
さ
れ
ど
こ
は
襄
公
二
十
八
年
に
於
け
る
「
歳
在
星
紀
而

淫
於
玄
枵
」
の
文
の
み
に
よ
り
て
論
じ
た
る
も
の
に
し
て
、
未
だ
徹
底
し
た
る
意
見
に
あ
ら
ず
。
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
レ
ッ
グ
は
此

の
説
に
依
て
更
に
歳
星
に
関
す
る
記
事
が
其
頃
新
に
作
為
せ
ら
れ
、
其
後
秦
漢
の
際
に
至
り
て
左
丘
明
の
著
述
中
に

ざ
ん
に
ゅ
う

攙
入
せ
ら

れ
た
る
も
の
と
な
せ
り
。
さ
れ
ど
是
亦
精
到
の
見
に
あ
ら
ず
。
思
う
に
チ
ャ
ル
マ
ー
ズ
の
論
ず
る
所
は
西
欧
日
新
の
学
術
を
応

用
し
た
る
も
の
に
し
て
、
従
来
日
本
支
那
の
学
者
の

と説
く
所
に
比
ぶ
れ
ば
優
に
一
頭
地
を
抜
け
る
も
の
な
り
と

い
え
ど雖

も
、
漢
籍
の

渉
猟
未
だ
広
き
を
得
ず
し
て
、
遂
に
往
々
其
の
結
論
を
誤
る
に
至
れ
る
は
、
其
の
人
の
為
め
に
大
な
る
遺
憾
と
す
べ
き
な
り
。

結
論
　
　
漢
代
の
暦
法
よ
り
見
た
る
左
伝
の
真
偽
は
以
上
論
ず
る
所

ほ
ぼ

略
〻
其
の
大
体
を
盡
せ
り
。
之
を
要
す
る
に
漢
代
の
暦

法
は
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
が
遠
征
後
即
ち
戦
国
以
後
に
於
て

ギ
リ
シ
ア

希
臘
よ
り(

1)支
那
に
伝
来
せ
る
も
の
に
し
て
、

り
ゅ
う
き
ん

劉
歆
は
此
の
暦

法
即
ち
太
初
暦
と
易
理
と
を
習
合
し
て
新
に
三
統
暦
を
作
り
、
同
時
に
諸
般
の
新
学
説
を
結
合
し
、
此
等
の
典
拠
を
孔
子
の
春
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秋
に
置
か
ん
が
為
に
、
之
を
其
時
代
の
史
実
中
に
織
込
み
て
左
氏
伝
を
編
輯
し
、
以
て
自
家
の
学
説
を
宣
伝
す
る
の
資
に
供
し

た
る
も
の
な
り
。

　
　
註

(

1)

こ
れ
は
戦
国
時
代
の
中
頃
西
紀
前
四
世
紀
の
後
半
に
於
て
西
方
か
ら
支
那
に
伝
来
し
た
も
の
と
修
正
す
べ
き
で
あ
る
。

（
明
治
四
十
五
年
、
東
洋
学
報
第
二
巻
第
一
、
二
号
掲
載
）
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•
『
天
文
暦
法
と
陰
陽
五
行
説
』（
恒
星
社
、
一
九
三
九
年
五
月
）
所
収
。

•

読
み
や
す
さ
の
た
め
に
、
旧
か
な
遣
い
は
新
か
な
遣
い
に
変
更
し
、
適
宜
振
り
仮
名
を
つ
け
た
。

•
P
D
F

化
に
はL AT

E
X
2ε

で
タ
イ
プ
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、d

v
ip
d
fm

x

を
使
用
し
た
。

科
学
の
古
典
文
献
の
電
子
図
書
館
「
科
学
図
書
館
」

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
a
m
.
h
i
-
h
o
.
n
e
.
j
p
/
m
u
n
e
h
i
r
o
/
s
c
i
e
n
c
e
l
i
b
.
h
t
m
l

「
科
学
図
書
館
」
に
新
し
く
収
録
し
た
文
献
の
案
内
、
そ
の
他
「
科
学
図
書
館
」
に
関
す
る
意
見
な
ど
は
、

「
科
学
図
書
館
掲
示
板
」

h
t
t
p
:
/
/
6
3
2
5
.
t
e
a
c
u
p
.
c
o
m
/
m
u
n
e
h
i
r
o
u
m
e
d
a
/
b
b
s

を
御
覧
い
た
だ
く
か
、
書
き
込
み
く
だ
さ
い
。

http://www.cam.hi-ho.ne.jp/munehiro/sciencelib.html
http://6325.teacup.com/munehiroumeda/bbs

